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本書は、国立新病院 (長野)の新築工事に伴 って実施 した八幡裏遺跡の発掘調査の報告書

です。

八幡裏遺跡 は、古 くか ら地元の人々や歴史を研究する人々の間でその存在が知 られた遺跡

で した。昭和27年、現在の国立東信病院の場所にあった旧国立上田診療所の増改築が行われ、

その時に遺跡の一部が壊されたために多量の縄文時代の土器が出土 しま した。そこで、当時、

長野市柳町中学校の教諭だった五十嵐幹雄氏が、 5坪ほどを 3日 間にわたって発掘調査 し、

初めてその実態を具体的に明 らかに しま した。その結果、遺構についてはよくわかりません

で したが、遺物は縄文時代中期 と後期の土器や石器及び動物の骨が出土 し、貴重な歴史資料

の宝庫であ ることがわか りま した。それと同時に、 この遺跡は現状のまま地中に保存 され、

末永 く後世 に引継がれるべき貴重な文化財であることが再認識 されることになったのです。

一方、国立東信病院は長い間、私たちが健康な毎 日を送 るために無 くてはな らない存在で

した。 このたび、 この東信病院 と国立長野病院 (上山田町)を統合 し、東信病院の現在地に

国立新病院を建設す る計画が、厚生省か ら提示 されました。 これが完成すれば、地域の医療

問題は大 きく改善 されることが期待 されます。計画によると、地上 7階、地下 1階建てで、

北館 と南館の 2棟か らなる病棟が建設 されます。場所は現病院の敷地のほか、隣接す る上田

地域広域行政事務組合の伝染病舎の敷地 も利用 されます。

この工事が行われると、 これ らの敷地の地下に埋まっている八幡裏遺跡 は失われることに

なります。 このようにやむをえない場合は、遺跡が破壊 される前に調査をす る必要がありま

す。今 日まで知 られなかった遺跡の状態を明 らかにし、その記録を次の世代に伝えることは、

今 日に生 きる私たちの責務であります。 このたびの発掘調査はこのような目的で行われまし

た。

この国立新病院の建設 は、長年の地域住民の願いによって実現 したものであります。多 く

の人々がその早期完成を待 ち望んでいるのはいうまで もありません。

このような状況の中で、八幡裏遺跡の発掘調査は、た くさんの方々の御理解 と御協力をい

ただいて行 うことができました。その皆様に対 し、心か ら御礼申 し上げます。

また、 この発掘調査が行われた平成 6年の夏 は、記録的な猛暑の日々が続 きま した。 この

ような劣悪 な環境の下で調査に参加 して下 さった皆様に衷心より感謝申し上げたいと思いま

す。

最後に、 この調査の記録が広 く活用 されることを期待 します。そして、その成果を学校や

社会など現代の生活の中で積極的に利用 して もらいたいと思います。

平成 9年 3月

尚上田市教育委員会教育長 内 藤
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1 本書は、八幡裏遺跡の発掘調査報告書Ⅱの本文編である。この八幡裏遺跡は、昭和58年に文化庁文

化財保護部が作成した『全国遺跡地図 長野県』に記載されている八幡遺跡 (長野15-78)と同じ遺

跡を指す。また、長野県教育委員会が作成した『長野県市町村遺跡分布地図』、長野県史刊行会によ

る『長野県劇 、及び上田市教育委員会が作成 した昭和54年版『上田市文化財分布地図』の八幡遺跡

と同じ遺跡である。

2 発掘調査は、国立新病院 (長野)の新築工事に伴って行われた。

3 八幡裏遺跡の所在は上の地図のとおりである。そのうち、発掘調査は国立新病院 (長野)の新築工

事が行われる上田市緑が丘 1丁目27番において行われた。

4 発掘調査と本書の作成及び刊行は、上田市が厚生省関東信越地方医務局から委託されて実施 した。

事務局は上田市教育委員会社会教育課であり、その体制は以下のとおりである。なお、現場での発掘

調査を中沢、久保田が担当し、本書は久保田が執筆した。

市    長  竹下悦男

教  育  長  内藤尚

教 育 次 長  荒井鉄雄

社会教育課長  松沢征太郎

文 化 係 長  岡田洋一

係    員  中沢徳士、尾見智志、塩崎幸夫、久保田敦子、清水彰、久保田浩 (平成 8年 4月 1

日着任)、 西沢和浩 (平成 8年 4月 1日着任)、 小笠原正 (平成 8年 4月 1日着任)

西入元三郎 (平成 8年 3月 31日退任)

5 発掘調査のうち、現地調査を平成 6年 7月 15日 から11月 4日 に実施 し、遺物整理と本書の作成

を現地調査の期間中の雨天時及び平成 7年度に実施 した。刊行は平成 9年 3月 31日までにに行った。

6 本書の作成の作業は、以下のとおり分担して行った。

○遺構、遺物の観察表の作成

丸田由紀子、大井敬子、西沢志保、久保田

7 発掘調査に係る資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管してある。

8 発掘調査及び本書の作成に際して、多くの皆様に御教示と御協力をいただいた。

山岸猪久馬、西沢寿晃、森嶋稔 (故人)、 甲田三男、児玉卓文、都築恵美子、白沢勝彦、川崎保、若

林卓、広瀬昭弘、翠川泰弘、水沢教子、原明芳、 (財)長野県埋蔵文化財センター、国立東信病院、

緑が丘自治会、佐藤・ 東急・東信土建共同企業体、 (財)シルバー人材センター (順不同、敬称略)

口



例

遺 構

1 遺構の記号 は、次の とお りに示 した。

竪穴住居址 (SB一 )、 掘立て柱建物址 (ST― )、 集石 (SX― )、 土墳址 (SK― )、 ピ

ッ ト (P一 )、 溝址 (SD― )、 竪穴住居址内の ピット (P)

2 遺構の番号 は任意である。

3 遺構の観察表 については、以下のとおりである。

(1) 長 さの単位は、 mである。ただし、 ピットはclllで ある。

(2) 主軸方位は、国家座標 による真北か らの角度で示 した。

(3) 竪穴住居址の壁高 は、検出面か らの深 さを示 した。

(4) 土墳及びピッ トの深 さは、検出面か らの深 さを示 した。ただ し、住居址内の ピットは、

床か らの深さを示 した。

4 土層の色調 は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人 日本色彩研究所色彩票監

修の『新版標準土色帖』1990を 用いて判別 した。

遺 物

1 出土遺物観察表については、以下の とお りである6

(1) 器質 は、胎土を「 胎」、焼成を「焼」、色調を「色」 と記載 した。

(2) 法量の単位は、 cIEl、 gである。

(3) 内面及び外面の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人 日本色彩

研究所色彩票監修の『新版標準土色帖』1990を 用いて判別 した。
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第一章 説

第 1節 調 査 に 至 る経 過

平成 5年 12月 、厚生省関東信越地方医務局か ら、上田市教育委員会事務局社会教育課 (以下、

「事務局」という。)に、上田市緑ヶ丘に所在する国立東信病院敷地及び上田地域広域行政事務

組合所管の伝染病舎敷地に「国
=新

病院 (長野)」 (仮称)を建設 したいが、埋蔵文化財の所在

についてはいかがか、という照会があった。事務局では、照会地が周知の埋蔵文化財包蔵地「八

幡裏遺跡」に属 しく昭和27年、病院の改築工事の際に、縄文中期の加曽利 E式土器や、後期の堀

之内式、加曽利 B式等を出土 し、敷石住居址 と思われ遺構 も検出されていた。 (上田市文化財調

査報告書「上田市の原始・ 古代文化」)ま た、その当時事務局では、ほど近い箇所で同遺跡の調

査をしていたこともあり (上田市文化財調査報告書第53集「八幡裏遺跡 I」 )、 遺跡の存在は十

分に想定できることを調整会議において回答 した。

平成 6年 1月 11日 、上田市の関係 9課 と事務局の調整会議が開催され、担当から、発掘調査の

実施について強い要請が再度あった。事務局では、調査に係る職員体制の問題もあり、即答はじ

得なかったが、早急に解決すべき問題として、再度調整を行 うこととした。

1月 20日 、再度の調整会議が開かれ、本病院の建設が上田市にとって、緊急の課題であり、他

の発掘調査を延期 しても実施せぎるを得ない状況であることが確認され、とにかく、新病院建設

予定地に建っている病院職員住宅と伝染病舎の取り壊 しが済んだ後、試掘調査を行い、遺跡の有

無や性格を調査 し、その結果を見て改めて協議することとした。

5月 9～ 11日 、事務局は、新病棟建設予定地に試掘調査を実施 した。その結果、地下 2m前後か

ら、縄文時代の敷石住居や、古墳時代の住居址のプラン及び遺物が検出し、遺跡の存在は確実な

ものとなった。

この結果をもって、厚生省関東信越地方医務局、東信病院、長野県教育委員会事務局文化課及

び事務局で遺跡の保護協議を行い、次のとおり発掘調査を実施することとなった。

発撮調査地 長野県上田市緑 ヶ丘一丁 目27-21 調査の作業日数 発掘 80日 整理 160日 合計 240日

遺  跡  名 八幡裏遺跡 調査に要する費用 34,441,000円

遺跡の状況 Q日)病院敷地ほかG獄況)一部破壊 報 告 書 等 事業完了報告書 を 2部提 出す る。

発撮調査の目

的及び概要

国立新病院 (長野)新築工事に先立ち、約5,000ピ を発掘調査 して記録保存を

図る。遺跡 における発掘作業は平成 6年 10月 31日 までに終了す る。調査報告書は

平成 8年度中に刊行す るもの とす る。
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調査の委託先 上田市

そ   の   他

調査の結果、重要な遺構が検出されたときは、その保存について改めて協議す

る。また、平成 7年度遺構の遺物整理作業、報告書刊行事業については、現地調

査終了後改めて協議す る。

第 2節  調査の方法

1 遺跡名の取扱いと遺跡記号について

遺跡名 は「八幡裏遺跡」 とした。 これは、昭和52年 3月 に長野県教育委員会が作成 した『 長野

県市町村遺跡分布地図』 に記載 されている「八幡遺跡」 (県遺跡番号64)と 同 じ遺跡を指す。

さらに、昭和 54年 に上田市教育委員会が作成 した『 上田市文化財分布地図』、昭和58年 に文化

庁文化財保護部が作成 した『 全国遺跡地図 長野県』及び、長野県史刊行会による『 長野県史』、

における「八幡遺跡」 も、本書でい う「八幡裏遺跡」 と同一の遺跡である。

また、記録の便宜を図るために、遺跡記号 として、 HACHI一 MAN― URAの 頭文字を組

み合わせてHMUと いう記号を与えた。 さらに、同遺跡においては、 2次調査 となるため、各種

の記録や遺物の注記にあたっては、「 HMU― Ⅱ」を用いた。

2 調査地区の設定 について

本調査の調査地区については図版編第 3図 に示 したとおりである。

調査は、建設工事の範囲とし、その地域において最初に試掘調査を行 った。試掘調査はバ ック

ホーにより、東西・ 南北に数箇所の トレンチを入れた。試掘調査により遺跡の存在 とその範囲が

確認できたため、その範囲のすべての表土を除去 した。表土の除去 はバ ックホーを用い、その後

の作業は人手によって行 った。

3 グリッ ドの設定 と国家座標について

調査地区には、図版編第 4図のとおり、国家座標に したがって 3× 3mの メッシュをはり、メ

ッシュの交点に記号を与え、グ リッ ド番号 とした。 この記号は、基準点を 0と し、方向を表すた

めに東・ 西・ 南・ 北の E・ WOS・ Nを、距離を表すために 3mを 1単位 として 1020304
…を与え、 この両者の組み合わせによって表 した。例えば、基準点 0か ら北に 9m、 東に24mの

メッシュの交点は、N3E8と なる。グリッ ドは、メッシュの交点を北西 とす る記号で表わ し、

包含層出土遺物 に関 しては、 このグリッ ドによって取 り上げている。なお、基準点 0の座標値は、

国家座標第Ⅷ量系に属 し、 X=45,468.000、 Y=-22,074。 000で ある。 このグリッ ドによって、

遺構の測量や、包含層出土遺物の取 り上げを行 った。
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4 遺構の測量について

現地調査での実測は、 このグ リッ ドにより簡易や りかた測量を行い、さらに一部の遺構及び最

終的な遺構全体測量を写真測量の専門業者に委託 して行 った。

第 3節  調 査 日誌 (抄 )

平成 6年度

7月 15日   表土の除去が終了 した地域 において、遺構検出作業を始める。

7月 26日   遺構の掘 り上げを開始す る。第 1号溝址 より始める。

7月 27日    遺構の実測を開始す る。

8月 3日    土墳、柱穴の掘 り上げを開始す る。

8月 18日   住居址の掘 り上げを始める。

8月 27日    J.Vに よる建設工事の起工式が現場にて行われる。

9月 2日    出土 した人骨の保存科学的処理を行 う。

9月 6日    山岸猪久馬氏か ら地質学の ご教示を受ける。

9月 7日   調査地区の西側半分において、測量用航空写真を撮影す る。

9月 14日   調査地区の西側半分の調査を終了す る。西側半分において建設工事開始。

9月 19日   集石群の遺構検出作業をグ リッ ドごとに始める。

9月 27日    森嶋稔氏か ら考古学の ご教示を受ける。

10月 6日   集石群の測量用航空写真を撮影す る。

10月 12日    西沢寿晃氏か ら人骨についての ご教示を受ける。

10月 25日    測量用航空写真を撮影す る。
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10月 26日    森嶋稔氏 に考古学の ご教示を受ける。

10月 27日    東信病院の関係者に対 して現場説明会を開 く。

10月 30日    一般の見学者に対 して現場説明会を開 く。

11月 2日   集石群か ら出土 した人骨 2体分 に保存科学的処理を行い、取 り上げる。

11月 4日    調査用機材を撤収 し、現場作業小屋をたたむ。現場での調査を終える。

11月 7日   上田市立信濃国分寺資料館の整理室及び、上田市立清明小学校の埋文整理室にお

いて整理作業を開始す る。

以後、平成 7年度に引き続 き整理作業を実施 し、平成 9年 3月 25日 までに報告書の刊行を行

い、すべての調査事業を終了 した。
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第二章 遺跡の環境

第 1節  自然的環境

1 上田盆地

八幡裏遺跡のある上田地方は千曲川 に展開す る小盆地で、長野県の東部に位置す る。千曲川は

埼玉・ 山梨県の県境の山々より発生 し、北に向かって緩い S字を描 きなが ら流れ、長野県の北部

を通 って新潟県に至 る。上田盆地 は佐久盆地 と長野盆地の間、千曲川のカープとカープの中間の

部分に形成 されている。

この上田盆地の地形は、千曲川の右岸 と左岸に分けてみることができる。千曲川右岸は、 この

盆地の北に屏風のように太郎山脈があり、神川を挟んで東方には烏帽子火山群の山麓の殿城山に

囲まれる。平地は、 これ らの山々に囲まれて、千曲川を底辺 として三角形状に展開 している。

左岸は北西方に川西山地があり、浦野川を挟んで南部には、川西丘陵、塩田山地、独錯山脈 と

小牧山とこれ らに包まれた塩田平がある。 これ らの山々を水源 として産川が流れる。平地の全体

の形 としては、不規則なそ ら豆状または繭状をな し、松本盆地・ 長野盆地に比べると小 さく、形

状 も複雑である。

2 上田盆地千曲川右岸の地形

①山地

太郎山脈…太郎山脈は盆地の北 に聟え立ち、坂城町・ 真田町 との境 となっている。中央 に黄金沢

の渓谷があり、太郎山 (1,164m)と最高峰の東太郎山 (1,300m)と に分けている。黄金沢の

西方の山頂線 は多少の凹凸を見せ、岩石がちで、植生 もよくない。太郎山は第二紀内村層の堅い

緑色凝灰岩を主 としている。上田城の石垣はこの太郎山か ら切 り出された。虚空蔵山 (1,076m)

は岩肌を露出 して、虚空に突出 している。その南斜面は急峻で山麓線 は直線的に上田盆地 に接 し

ている。それに対 して、黄金沢の東方は、趣を異に し、その前面に丘陵性の尾根ができている。

さ らに東方前面 には上野 と呼ばれ る丘 陵性 の台地 が付属 し、 この最高所 は、 これ も虚空蔵山

(762m)と 呼ばれる。 この台地 は烏帽子火山か ら流出 した溶岩台地で、神川左岸の矢沢方面 と

地質的には同質であり、 もとは続いていたものである。

烏帽子火山群…神川の狭陰を挟んだ太郎山脈の東側は、烏帽子火山群の裾野が平地を囲んでいる。

烏帽子岳の南西傾面の殿城山 (1193.4m)の 山麓は、台地状を呈 して、岩清水の集落を発達 させ

ている。 この山は、大富士 とともに稜線以上に聟え立ち、烏帽子岳生成以前に噴出 した噴火回の

ない寄生火山であり、烏帽子岳の溶岩が これを避けて流れた様子が見 られる。

②盆地

太郎山麓…太郎山脈の南にはい くつかの河谷が数え られ、その谷の出口には扇状地や崖錐が発達

している。
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この中で最 も大 きくみ ごとなのは黄金沢の扇状地で、その扇頂部に山口とい う谷集落があり、

扇状部は一面 りん ご園 となっている。 この扇状地の南は矢出沢川に切 られるが、西側 は千曲川第

1段丘を崩壊 して、第 2段丘面上 にかかり、その扇末部は虚空蔵沢の出口まで及んでいる。 ここ

は、地下水が得やす く湧 き水 も多い。黄金沢は、太郎山脈を胴切 りに したように、深 く奥地 に入

り込んでいる。その奥には、石英安山岩質の凝灰中に黄鉄鉱の鉱脈があり、かつて掘 った形跡が

ある。

この扇状地の西方では太郎山が直接平地に接 し、い くつかの小渓谷の出口に崖錐が形成 されて

いる。虚空蔵沢や声沢の出口がそれで、城下町形成以前には集落が形成 されていた。また、西の

魚の沢扇状地の末端部 には秋和鉱泉がある。

これに対 し、東方では丘陵性の尾根が突出 し、それに抱かれた凹地や谷間が集落で埋め られ、

大久保・ 金剛寺・ 伊勢山 と、み ごとな入集落を形成 している。

狭陰部…山に囲まれたこの地 も所々で切れて、隣接の地域 との出入 口となる狭陰部がある。大 き

いものでは、先にあげた神川の矢沢狭陰のほか、千曲川の岩鼻の狭陰がある。 これは、上田盆地

の西の門戸 ともい うべ き狭陰部 であ り、太郎 山脈の虚空蔵山 (1,076m)と 川西山地の城 山

(933m)が相対時する場所で、対岸の山とは僅か500mに すぎない。

千曲川沿岸の段丘…千曲川沿岸には、みごとな段丘が発達 している。 とくに神川の合流す る国分

付近は、ひな段のように 4段 になっている。上堀か ら下流では 3つ の平坦面 となり、いずれ も著

しく広 くなる。第 2の面は上田市街で埋まり、第 3の面は千曲川の氾濫源であるが、市街地はこ

こまで広が っている。

神川の扇状地…神川は矢沢の狭陰部を頂点 として一大扇状地展開 し、平地の部分の大半を占めて

いる。 この川は、右岸に 1段、左岸に 3段の段丘面を形成 し、土地の隆起に したがって、西方に

移動 したことを物語 っている。

3 上田盆地千曲川右岸の地質

千曲川右岸の山地 には、第三系の内村層 0別所層などが分布す る。平地に分布する第四系は下

位か ら、虚空蔵山層・ 染屋層・ 上田泥流堆積物・ 河岸段丘堆積物・ 扇状地堆積物に区分 される。

以下 に、山岸猪久馬・ 宮坂晃氏の文章を抜粋す る.

植村武・ 山田哲雄編「第 3章 新第三系」、「第 4章 第四系」 (『 日本の地質 4 中部地方

I』 共立出版株式会社 )

①山地

内村層…本間 (1927)命名。模式地は小県郡丸子町内村川ぞい。内村層およびその相当層は上田

市北方・ 松代町・ 坂城町北方 0更埴市・ 真田町・ 須坂市東方などに分布する。

上田市北方地域の内村層は、下位か ら大峰山層、太郎山層 ,横尾層に区分される。

大峰山層…山岸 (1964)命名。模式地 は上田市北方の黄金沢。同市の北方に分布する。おもに黒

色泥岩か らなり、まれに安山岩質で緑色の火山岩層や砂岩層をはさむ。層厚 800m以 上。
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太郎山層…山岸 (1964)命名。模式地 は上田市北方の黄金沢。同市の北方に分布す る。大峰山層

を整合に覆 う。デイサイ ト質で緑色の凝灰角礫岩か らなる。層厚 600m。

横尾層…山岸 (1964)命名。上田市北方 と松代町南東 に分布する。火砕岩 と黒色泥岩か らなる。

(略 )

別所層…本間 (1927)命 名。模式地 は上田市別所温泉付近。上田市北方地域では神川流域 によく

み られ、伊勢 山層 (山岸、 1964)と よばれる。河東 山地 の別所層 には魚の うろこ・ 骨の化石

が多 くふ くまれる。そのほか、 〕hiamys cf″ 多η″ ノ・ ■′〃初%〃 ρθtta″ゴな ど の 二 枚 貝 、

Chc■aminaな どの化石が含まれる。 (斎藤・ 赤羽、 1980英)(略 )

変質…上田北方地域では変質作用がみとめ られる。大峰山層 。太郎山層下部は曹長石・ 石英・ 緑

泥岩 (緑れん石)の組合わせであり、太郎山層上部か ら横尾層は曹長石・ 緑泥石質雲母の組合わ

せである。 (山 岸、1964) (略 )

②盆地

虚空蔵山層…伊藤 (1977)命名。模式地は上田市北部の虚空蔵山。第四系の最下層で岩清水台地

・ 太郎山の麓に当たる斜面を形成す る。東部ではおもに烏帽子火山の安山岩質の凝灰角礫岩か ら

なり、烏帽子火山に由来す る礫層・ 砂層をはさむ堆積物である。北部の太郎山山麓では、おもに

内村層のグ リーンタフの角礫か らなる礫層で、北方の太郎山に由来する。岩清水では、 クリアラ

ッシュが この層をおおっている。層厚 150m以 上。

染屋層…上田市街地の地下に分布す る湖成層を染屋層 とよぶ。 これは新期上小湖成層 (飯 島ほか

1969)に対比 される湖成層で、下部層・ 上部層に分 けられる。層厚 1か ら 1.5mの 風化火山灰層

におおわれる。

下部層 ;模式地 は千曲川河床。おもに粘土層 0砂層か らなり、礫層をはさむ湖成層。ボー リング

の資料によれば、上田盆地の地下一帯に広 く分布 し (宮坂 ほか1984)、 千曲川の河床にも小規模

に露出 している。層厚50か ら70m以上。

上部層 ;模式地 は上田市染谷付近。下部層 に整合 にかさな る。礫層を主体 とし、層厚 0.1か ら

0.5mの 砂礫を 2、 3枚 はさむ河成堆積物である。大屋よりも東方での礫 はほとんど烏帽子火山

の安山岩か らなり、北方の礫は安山岩礫のほかに、新第三系のグ リーンタフ・ 石英ひん岩の礫を

多 く含んでいる。また、千曲川 よりの礫層にはチャー トの礫なども僅かに含まれ、千曲川の影響

を受けている。層厚約30m。

上田泥流堆積物…上田高校地学班 (1975)命名。模式地 は上田城跡の南側の崖。上田市街地 にお

ける上田泥流堆積物は、火山灰質のマ トリックスか らなる泥流堆積物で、染屋層上部を削 り、そ

の うえを覆 う。 この堆積物は上田か ら塩名田付近までの20km以上にわたり、千曲川ぞいに点々と

分布す るが、 どこか ら流出 したか分かっていない。厚は千曲川ぞいで 8m、 川か ら遠ざかると薄

くな り4mほ どになる。
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河岸段丘堆積物・ 扇状地堆積物…千曲川ぞい 。神川ぞいには河岸段丘堆積物が分布す る。段丘 に

は現河床より比高 1か ら2mの段丘 と、 6か ら8mの段丘がある。いずれ も千曲川・ 神川 により

運搬 された礫層を主体 とし、砂層を僅かにはさむ堆積物か らなる。

このほか、太郎山の麓の出日か ら大久保にかけては、新第三系のグ リーンタフの角礫か らなる

扇状地堆積物が分布す る。

4 遺跡周辺の地形 と地質

八幡裏遺跡 は太郎山の南山麓にあ り、市街地を見下ろす位置にある。黄金沢扇状地の西端で、

和合沢の小扇状地の末端部にあたる。遺跡の北部の和合沢の崖錐の出口には、「石切」 とい う地

字名が残 り、緑色凝灰岩がここか ら切 り出されていた。遺跡のす ぐ南には上田城下のかためとし

て建て られた海禅寺がある。 この境内の湧 き水を市街地に引き入れたのが、上田で最初の上水道

で、柳町の保命水 として名高い。 この付近一帯はもとは砂礫地で一面大星桑園 といわれ、蚕種業

者には大事にされた場所であったが、今は住宅地 になっている。 日当たりもよく、地下水 も得や

すい所であるが、黄金沢の押出 し氾濫が
｀
多い地域で もあると思われる。

第 2節  歴 史 的 環 境

太郎山脈の南側山麓で、黄金沢扇状地か ら西側の第 2段丘面にある秋和付近までの一帯を概観

す ると、かな りの遺跡分布がみ られる。千曲川右岸の上田盆地の中でも、多 くの遺跡の存在が確

認 されている地域 といってよい。また、時代的にも縄文時代か ら奈良・ 平安時代に至るまでの遺

跡があり、特 に常磐城か ら塩尻地区の山麓線 に沿 って古墳時代か ら奈良・ 平安時代にかけての も

のが集中 している。以下 に、時代 ごとにそれ らの遺跡の在 り方を追い、八幡裏遺跡をとりまく歴

史的環境をみてみたいと思 う。

1 縄文時代

国立東信病院の敷地内にある、八幡裏遺跡群の思川遺跡をまずあげることができる。 これは、

昭和27年 の病院の改築工事にともなって、五十嵐幹雄氏によって発掘調査 された。その後、昭和

32年 に同氏 によって北上田遺跡 とい う名で『信濃』第 9巻第11号 に報告 された。それによると、

この遺跡か ら、中期の加曾利 E式 と後期の堀之内式・ 加曾利 B式などの土器 とともに磨製石斧・

打製石斧を出土 したが、遺構などは確認 されなかった。また、 この遺跡か らイノシシ・ ニホンジ

カなどの獣骨 も検出されており、上田地域 における縄文時代の遺跡 として注 目された。また、大

星神社の北西方の大星西遺跡で も、加曾利 E式土器片などが表採 されており、思川遺跡 と一連の

ものと、 とらえることができる。

太郎山南斜面の虚空蔵沢の出日付近の山腹のテラス状台地 には、上の平遺跡がある。 ここか ら

は中期の加曾利 E式土器が出土す るといわれているが、昭和43年 に実施 された上平地区畜産団地

建設に伴 う発掘調査では、それ らは発見 されなかった。
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2 弥生時代

この地域の弥生時代の遺跡は、八幡裏遺跡群の八幡裏遺跡や前述の上の平遺跡などの僅かにみ

られる。 しか し、 この時代の遺跡 は、 この地域 より南に広がる上田市街地の存在す る平坦部に多

く分布 していることが知 られている。

八幡裏遺跡か らは、すでに廃線 となった上田交通北東線の敷設のおりに、中期の土器が僅かに

発見 された。

上の平遺跡か らは、昭和43年 の上田市教育委員会による発掘調査の際に、後期の箱清水式土器

を多 く出土す る土坂を検出 した。

また、昭和60年 に国道18号上田バイパス改築工事 に伴 って発掘調査された金井裏遺跡か らは、

後期の箱清水式土器 とそれに伴 う住居址が 1軒発見 された。

3 古墳時代

雁堀遺跡、八幡裏遺跡などにおいて、僅かにこの時代に属す る土師器が採集 されている。 しか

し、発掘調査があまり行われていな く、前述の金井裏遺跡の調査の時に古墳時代初めの遺物を伴

う住居址が 1軒検出されているほか、遺構については今後 に残されてるといってよい。

また、古墳 は、上田周辺で も最 も古いといわれる秋和大蔵京古墳 と二子塚古墳があげ られる。

秋和大蔵京古墳は、秋和集落の北西にある秋和霧原野神社の境内にある方墳である。 この古墳

は、昭和43年度に上田市指定文化財に指定 された。『上田市指定文化財調査報告書』第 4号 によ

ると、墳丘の北側面 に段があり、葺石 とみ られる石列が一部にみ られる。その後、新たに昭和59

年に筑波大学 によつて調査 され、その成果 は常木晃・ 望月保宏氏によって『 信濃』第38巻第 4巻

に報告 された。それによると、本古墳は、基底部の一辺が32mか ら35mで、高 さは 8mか ら5m

をはかる。 さらに、 この古墳は、墳丘上か ら検出された古式土器片などか ら、築造の時期をおよ

そ 4世紀末葉か ら5世紀前半に比定 されることが明 らかとなった。

二子塚古墳 は大星神社の東側に、神社 に接す るように存在 してる。 この古墳は東信地方唯一の

前方後円墳 として知 られている。昭和42年度に上田市指定文化財に指定 され、その後、筑波大学

によってさらに調査 された。昭和59年発行の『上田の文化財』によると、その規模 は次のとおり

である。前方部の長さは約26m、 最大幅は約25m、 高さは 5mで あり、後円部の長 さは約25m、

最大幅は約 39m、 高 さは約 6mである。そ して、中軸線の総長は約51mである。また、 この古墳

は周囲に 4基の陪塚をもっている。なお、北側 に周涅の一部 とみ られるくぼみが残 っている。現

状は後円部に秋葉神社社殿を建立 したり、前方部に二子明神の石祀なども祭 られているため、墳

丘の各所が削平されており、当初はさらに大 きかったとみ られる。従来は 6世紀前半の築造 と想

定 していたが、周辺か ら採集 される円筒埴輸の破片などによって、 この古墳 も、それより古 くみ

られるようになった。

後期古墳では、秋和・ 塩尻地域を中心 として、かつては 6基 ほどが確認されていた。 しか し、

そのほとんどが破壊され、虚空蔵山中腹の標高 620m付近 に爾阿陀平古墳 (円墳)1基 が現存 じ

ているだけである。

昭和62年 に、公共下水道工事中に地下か ら発見され、上田市教育委員会によって調査 された豊

原古墳は、 この時期の古墳である。 この古墳か らは、推定 5体の人骨 と太刀 5日 と、刀装具、鉄

鏃、鉄製品や、金環、ガラス小玉などが出土 した。 しか し、遺構は発見 された時点でかなり破壊
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されていて、石室玄室の西側だけが調査 された。

なお、『 小県郡誌』 によれば、豊原古墳 に近接するところで、字名「 塚穴」 と呼ばれる場所 に

も2基の古墳があったことが記載されている。そのことか ら、かつてはこの山麓面一帯 にい くつ

かの後期古墳が築造 されていたと思われる。

4 奈良時代以後

奈良時代か ら中世にかけての遺物は、 この地域の遺跡か ら多量に発見 されているが、今まで発

掘調査があまり行われていないため、詳細 は不明である。

前述 した上の平遺跡の調査では奈良時代の須恵器窯一基が確認 されている。

昭和60年 に国道18号上田バイパス改築工事に伴 って調査 された殿田遺跡か らは、奈良時代か ら

平安時代の住居址 5軒 とそれに伴 う遺物が検出された。さらに、 この調査において、遺構外か ら

「和銅開弥」が発見 された。

また、同年 に同 じ理由で調査 された金井裏遺跡か ら土師質土器 (内耳土器など)、 青磁、近世

陶器などが遺構外か ら出土 した。

第 3節 基本的層序

八幡裏遺跡の今回調査 した地区の基本層序は図示 したとおりである。

I層 盛土。褐灰色 (7.5YR4/1)を 呈す る。砂質    GL一
で礫を多 く含む。

20-
Ⅱ層 扇状地堆積物の層。褐色 (10YR4/4)を 呈

す る。 シル ト質で、 I層 よりも粒子は細かい。   40-
2 clllか ら 3 clll大 の亜角礫を多 くふ くむ。かな
り、成層 した部分がある。 60-

Ⅲ層 遺物を包含す る層。黒褐色 (7.5YR2/2)を     80-
呈す る。粒子はシル ト質で、 Ⅱ層より粘 り気
がある。礫はほとんど含まない。 90-

Ⅳ層 暗褐色 (7.5YR3/3)を 呈す る。Ⅲ層より赤   100-
みを帯びて見える。粒子はシル ト質でⅢ層よ
り粗 く、礫はほとんど含まない。 この層の面   120-
より遺構を検出 した。

140-

160-
(all)

ただ し、 Ⅲ層 とV層 は部分的に存在 しない場所があった。また、調査 した地区の西側
半分はⅡ層が削平 されその削平 された部分に盛土が施 され、Ⅲ層 とⅣ層が部分的に攪乱を
受けていた。

V層  褐色 (7.5YR4/4)を 呈す る。砂質で 5 oILか

ら6mの亜円礫を とて も多 く含む。

Ⅵ層 褐色 (10YR4/4)を 呈す る。粒子はシル ト
質で、少 し粘 り気がある。礫をほとんど含ま

ない。

Ⅱ

Ⅲ
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第二章 調査の結果

調査の概要

紋 賦

本調査では、縄文時代中期後葉から後期中葉の遺物を多く出土 した。曽利V式系、称名寺式系、堀之内

I、 Ⅱ式系、加曽利 B式系の土器のほか、北陸系の三十稲場式の土器も出土している。

住居址では、第11号、第14号、第15号、第23号、第24号、第25号及び第26号住居址があり、敷石が確認

できなかったものもあるが、当初はすべてが敷石住居址であったと思われる。これら住居址の時期は、第

11号住居址では、後期初頭から前葉の土器が出土し、第14号住居址からは、中期後葉の土器が出土してい

る。第15号住居址では、遺物の数が少なく確定 しがたいが、後期前葉と考えられる。第23号住居址では、

中期後葉から後期初頭の土器が出土し、第24号住居址の炉胎土器は後期初頭に比定される。第26号住居址

では中期後葉から後期初頭の土器が出土した。第11号住居址と第26号住居址は、柄鏡形を呈して検出され

た。そのほか、張り出し部は確認されなかったが、第23号、第24号及び第25号住居址も柄鏡形を呈すると

考られる。第24号住居址では、床に鉢状にくりぬかれたくばみ石が埋設されていることや、その石と炉の

中心を結ぶ軸線の左右に石列が検出していることから、柄鏡形を呈すると考えられる。第23号住居址は、

鉄平石と偏平の石が出土する分布状況から、柄鏡形を呈すると考えられる。第25号住居址は、第11号住居

址の張り出し部のさらに先から検出された。第11号住居址の一部とも考えられたが、鉢状にくりぬかれた

くぼみ石や立石の位置から、軸線が異なるため、第11号住居址と重複する別の住居址の張り出し部と考え

た。第11号住居址は、表土を除去した段階で、土の色等の違いからおおよその平面形プランを把握するこ

とができた。第26号住居址は、第24号住居址の床面に トレンチを入れている時に敷石が発見されることに

よつて確認された。この2件を除いた住居址は、表土を除去している時に敷石が発見されたものであり、

そのため、検出面と床面の高さに差はほとんど無い。地面を掘り窪めて構築されたものなのか否かは確認

できなかった。第25号住居址を除いて、これらの住居址すべてで炉が確認された。すべて、方形の石囲い

炉である。これらの炉の位置は、主体部のほぼ中央に掘り込まれていると思われるが、第11号住居址以外、

主体部の正確な平面形態が判る住居址が無いので、断定はできない。炉の中に土器が据えられていたもの

は、第14号、第15号、第24号及び第26号住居址である。第24号と第26号住居址の炉の中から灰を含んだ良

く焼けた土が検出されている。

土塘を見ると、そのほとんどから縄文時代中期後葉から後期中葉の土器片が出土している。土師器、須

恵器等も出土 している数件の土壌以外は、縄文時代の土墳と考えられる。第23号土墳からは熱を受け変色

した緑色凝灰岩の破片が多量に出土し、第35号、第44号、第45号及び第47号土墳からは人骨が出土 した。

このうち、第35号土墳の人骨 (人骨-1)以外のものは屈葬位を呈しており、縄文時代の墓墳と考えられる。

これらに関しては、信州大学医学部の西沢寿晃先生に詳しい調査をお願いし、本書にその結果を掲載した。

集石では、正確な形態や、遺構としての性格が判るものは無かった。明確な時代が判るものは無いが、

石間等から出土した遺物により、縄文時代中期後葉から後期中葉のものと考えられる。第 3号集石とその

グリッドN10E43,NllE43か らは、多量の加曽利BI併行段階の土器が出土した。ほとんどが調査地区の東

側、E41グ リッドからE43グ リッドの間に集中して検出されている。それらの集石は、ある程度意識的に

並べられたと思われ、比較的大きな緑色凝灰岩が使われ、中には熱を受けた跡が見られるものが多くあっ

た。人骨を出土した―LEである第44号、第45号及び第47号土墳もこの地域に検出されていることから、こ
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の場所は集落の中の墓域の可能性がありここれらの集石のいくつかは墓壌であるとも考えられる。また、

この地域以外で検出された第 1号、第 8号及び第11号集石では、多量の細かい礫が集中していたが、個々

の石の配置に秩序があるようには思われない。第 8号集石は、礫の下からほぼ完形の堀之内 I式期の土器

が出土している。                      `
そのほか特殊な遺物としては、第11号住居址から4個体の注目土器と吊り手土器が出土 している。第 3

号集石、N10E37・ N10E43グ リッドからも注目土器が出土 している。第13号住居址の覆土、N15E41グ リッド

とトレンチ8か らは土偶が出土し、第24号住居址、第 3号集石、第 1号溝址、N10E430N13E40グ リッドか

らはミニチュア土器が出土している。また、第 4号土壌からは土製勾玉が、第13号住居址、N12E41グ リッ

ドからは土製円盤が、N13E41グ リッドからは土製品が出土している。さらに、第11号住居址と第 1号溝址

から大珠を出土 している。また、第 9号、第11号、第15号、第19号、第24号、第26号住居址、第 8号、第

9号、第26号、第33号土壌t集石群の周辺のグリッド、第 1号溝址からは動物の骨が出土 しており、これ

らについても西沢先生に詳しい調査をお願いした。

第13号、第19号住居址からも縄文土器が出土しているが、攪乱を受けているため時代は不明である。

奈良・ 平安時代

奈良、平安時代の住居址は、第 1号、第 2号、第 3号、第 4号、第 5号、第 7号、第 8号、第17号、第

18号、第19号、第20号、第21号及び第22号住居址である。時期は、出土した遺物からみて、第 3号、第18

号及び第20号住居址は、10世紀後半から11世紀前半、第12号住居址は8世紀ごろで、それ以外の多くは9

世紀後半から10世紀前半と思われる。黒色処理を施されている不、椀を多く出土し、第18号、第20号及び

第22号住居址からは、向IElを黒色処理されている椀、皿が出土している。また、第 5号住居址からは墨書

土器が、 6件の住居址からは灰釉陶器が出土している。

遺構は、全体的に残りが良いとはいえず、遺構検出面から床面の高さまでが比較的浅いものが多く、正

確な形態が判らないものもあった。これら住居址の平面形態は、隅丸長方形もしくは方形を呈 している。

覆土に炭化した木の破片を含む住居址もある。第 5号、第13号、第19号、第20号、第21号及び第22号住

居址で、焼失住居址の可能性もある。また、第 5号と第 9号、第12号及び第19号住居址では、覆十に大き

な石が多量に含まれており、住居址が廃棄された時かその後に入れられたものと思われる。

床に貼り床が施されているのは、第 9号、第12号、第13号、第17号、第20号、第21号及び第22号住居址

で、黒褐色の土が貼られている。貼り床は第12号と第20号住居址以外は、部分的に検出された。

柱穴は、確認された住居址と、全く確認されなかった住居址があった。確認されたものでも第13号住居

址を除いて、配置に規則性があるものはなかった。

竃は第 4号、第 5号、第 9号及び第12号住居址で確認され、すべて石組みカマ ドである。どれも大きく

崩壊 している。第12号住居址の竃は、燃焼部が壁を掘り込んで構築されている。第 3号、第18号、第20号、

第21号及び第22号住居址は、袖の構築土や芯石は検出されなかったが、壁の近くの床面が焼けており、竃

の痕跡と思われる。

本遺跡の調査の最大の成果は、従来、遺跡の分布が少ないと考えられていた太郎山山麓の遺跡の在り方

を再考せざるを得なくなったことである。それは、全体に土砂の被覆の少ない上田盆地において、こうし

た扇状地の押し出しで、遺跡が地中深く埋没し、「遺跡がない」のではなく、「遺跡が確認しにくい」状

態になっているだけのことを知らしめた。今後のこの地域の遺跡の調査・ 研究の一助になれば幸いである。
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2 遺構観察表
第 1号住居址

遺 構 実 測 図
第 5図

遺構写真図版
ページ  3

遺 物 実 測 図
第 74図 そ

　

の

　

他

柱

穴

Pl(0.19XO。 19XO。 10)単位はm

位

　

　

置

グリッド
N3E8,N3E9

竃

位置 不明     1規 模 1不明

覆土 不明

標  高 469.91m～ 470.00m
形態 不明

規

模

規模 13.90m× ? 床面積 不明

備

考

篠多畠言な誓7:響喜警夕下ビ畠検香卜菫習員El:L撃属菅『壁高 1西壁0.08m、 東壁0。 12m

覆
土

1 5YR2/3極 暗赤褐色砂質土

形

態

平面形態 隅丸長方形 ?1主軸方位 IN-5。 0° ―W

そ の 他 壁の立 Lがりは緩やかである。

第 2号住居址

遺 構 実 測 図
第6図

遺構写真図版
ページ  3

遺 物 実 測 図
第75図 そ

　

の

　

他

柱

穴

不明

位

　

　

置

グリッド
N4E26,N4E27

竃

位置 不明     1規 模 1不明

猛 不明
標  高 472.24m～ 472.30m

形態 不明
規

模

規模 14.57m× ? 床面積 不明

備

考

層孝『1胃累能電會il警荒讐nをr沐査習富ぶ覚8:警冨F泰壁高 1西壁0.36m、 東壁0.40m

覆
土

17.5YR 2/2極 暗赤褐色砂質土

形

態

平面形態 隅丸長方形 ?1主軸方位 1不明

そ の 他

第 3号住居址

遺 構 実 測 図
第 7図

遺構写真図版
ページ  3

遺 物 実 測 図
第 76図 そ

　
　
の
　
　
他

柱

穴 詳‖雖滞琳報髯‖難l紳翻開8冊馴路
位

　

　

置

グリッド
N8E9,N8E10,N9E9,H9E10,

竃

位置 東壁     1規 模 1不明

数 不明
標  高 470。 49m～ 470.56m

形態 不明
規

模

規模 14.50m× ? 床面積 不明

備

考

始″嘲徹残

陛離に移妨

脚れ、平］班囃

ぶ
さ
穴
に
壊

）。」胤
。柱杜闘

る
て
る
の
れ

れ

つ
ま
く
こ

ら
よ
じ
近

ヽ

動の根‐こは囃い

壁
。木鋤講雌

て
る
部
る
検

し
い
は
あ
が

動
炭床ヽ漿妬

と
込
く
不
け

削榊腱”授
。

号
を
で
伴
熱
る

氣
杜雌
址‐こ量
弛

壁高 1南壁0.06m,西壁0。 12m

覆
土 ♭署翌(4:0冊

“

:/F膳喬糧5讐呈土、
2』Ⅶ″6褐色

形

態

平面形態 隅丸長方形 ?1主軸方位 IN-7.5° 一E

そ の 他

第4号住居址

彙8言 9雷 
測 図

1褒替ラ憲甲馴彙77図
実 測 図

そ

　

の

　

他

柱

穴

な し

位

　

　

置

グリッド
N8E19,N8E20,N9E19,N9E20

竃

位置 北壁東寄り  1規模 1焼土の部分(1.00mXO.85■ )

覆土 1 5YR3/3暗 赤褐色砂質、21に炭化物を含む
標  高 472.10111～ 472.201111

形態 石組み
規

模

規模 13.06m× 2.82m 床面積 ２ｍ

備

考

襲眠榊獄

腱
。床枷
絨

豹
喝翻
柘

妊
旋吐
枷

搬
集
演
翻
。

管
掘
ら
た
た

ぃ縞̈
されなヵ、っ

切
多
の
芯
出

２
東
ま
し
の

第
て
し
壊
袖

壁高 1南壁0.06m、 東壁0.20m

覆
土

1 5YR3/2暗 赤褐色シルト土

形

態

平面形態 隅丸長方形  1主軸方位 IN-2.0° 一W

そ の 他

第 1表 竪穴住居址観察表
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5号住居址

遺 構 実 測 図
第 10図、第 11図

遺構写真図版
ページ405

遺 物 実 測 図
第 78図 そ

　
　
の
　
　
他

柱

穴

Pl(0,48XO.47XO.12),P2(0.3XO.28XO.08)単 位はm

位

　

　

置

グリッド
N9E22,N10E22,N10E23,NllE22,NllE23

竃

位置 東壁中央 1覆土 1不萌 1形態 1石組み

雛 0.86m× 0.56m
Fl(0.46XO.56)F2(0.35XO。 28)F3(0.38XO.38)単位はm標  高 472.52m～ 472.60m

規

模

規模 14.40m× 3.48m 床面積 13.88ぷ

備

考

床
不
出
て
る

ｏか
検
れ
あ

む
う
く
ら
所』̈̈『̈

の
こ
ク

すヽ

木
て

ツ
め
呈

ｏ

樹
ベ
ロ
た
を
い

た
す
ブ
る
色
な

し
は
ら
い
赤
れ

化
穴
か
て
て
し

職る。柱囃張劉魯

噛嚇駆硼触い

き
ま
東
た

ｏ直

大
し
は
け
る
り

帥駆写動“

土
比
で
れ
た
で

覆
は
明
さ
い
の

壁高 1西壁0.04m、 北壁0.14印

覆
土

1 5YR2/3極 暗赤褐色シルト土

形

態

平面形態 隅丸長方形 1主軸方位 IN-1.50-W

そ の 他

第 7号住居址

遺 構 実 測 図
第 12図

版
５

図真写
ジ

齢
ぺ．

遺 物 実 測 図
第 79図 そ

　
　
の
　
　
他

柱

穴
干
①捌 巧Ⅸa Э,2。2駆 Q ttЮ■のP①巧20mЮ』8

位

　

　

置

グリッド
N8E20,N8E21,N8E22,N9E20,N9E21,N9E22

竃

位置 不明     1規 模 1不明

砒 不明

標  高 472.36m～ 472.45111

形態 不明
規

模

規模 13.16m× 3.10m l床面積 7.94ピ

備

考

れ
る
で
状

ら
い
明
ク

切

て
不

ツ

ｏ

を
け
は

口
い

削
粽
健”ぃ̈ぃれた。これ

働くヽ
勤銭離

爵乱知は
‐こ検

の
が
柱
く
か靱̈酬

上
る
と
あ
の

壁高 1西壁0.05m、 北壁 0。 15m

覆
土

15Ⅶ2/2黒褐色砂質土、27.5YR3/3暗褐色砂質土 (礫
含む)

形

態

平面形態 方形   1主 軸方位 IN-41.0° 一W

そ の 他

第 8号住居址

遺 構 実 測 図
第 13図

遺 物 実 測 図
第 80図 そ

　
　
の
　
　
他

柱

穴

な し

位

　

　

置

グリッド
N14E27,N14E28,N15E27,N15E28

竃

位置 不明 規模

数 不明
標  高 473.72m～ 473.85m

形態 不明
規

模

規模 13.18m× ? 床面積 不明

備

考 '4::,F7;翻

難IttIじ量漂T冒者罐書i荼6与
壁高 1北壁0.22m、 南壁0.07m

覆
土

15Ⅶ 2/2黒褐色砂質土

形

態

平面形態 隅丸長方形 1主軸方位 1不明

そ の 他

第 9号住居址

遺 構 実 測 図
第14図

遺構写真図版
ページ  6

遺 物 実 測 図
第81図 そ

　

の

　

他

柱

穴

な し

位

　

　

置

グリッド
N15E30,N15E31,N16E30,N16E31

竃

位置 東壁南より  1規模 10。 92m× 0.92m

覆土 不明
標  高 474.02m～ 474。 12m

形態 不明
規

模

規模 13.45m× 3.14m 床面積 8.08ぜ

備

考

な
い
受

き
て
を

ｏ

大
れ
熱
る

に
ら

れヽ

組
到
御
れ

る
の
れ
と

れ
質
ら
た

ら
砂
め

つ

切
で
窪
だ

韓馳伽聾

しヽ就
絨
こヽ

動
る。研
∝

盤
いぶ
喝

慟制
。東壁崚

て
く
る
て

立
多
れ
を

珈
節
肺
絶

１
角
と
て

第
亜
た
け

壁高 1南壁0。 15m、 北壁0.30m

覆
土

1 5YR/2黒褐色砂質土

形

態

平面形態 隅丸長方形 1主軸方位 IN-7.0° 一E

そ の 他

第 2表 竪穴住居址観察表 (2)
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第 11号住居址

彙15賃 6、 需図  図
遺構写真図版
ページ607 彙8り図  

測 図
そ
　
　
の
　
　
他

柱

　

穴

Э
０
０
０
・

。
３

ｍ

。
４

・
４

・
１

２ｘ
ｘＯ
は

ｘＯ
ｘＯ
ｘＯ

・
５

４０
位

２８
３５
３８
ｘ０
０
ｏ単

０
。０
．０
．５４
ズ
＞

Ｏｘ

９ｘ

Ｏｘ

Ｏ

．
Ｐ‐

２０

・
３

・
３

・
４
ズ
Ｄ
Ｏ
ｏ

①
①
①
Ｐｌ

・
２

２ｘ

Ｐ３
Ｐ６
円
の
ｘＯ

。
３

０
”
の

・
２

３９
ｘ０

・
３
　
・
３
　
・
２

ｘＯ
ｏ
為
諄

ｘＯ

ｘＯ

ｘ０

４０

２ｘ

Ｏ

。

３５
３８
４４
０
・

。
４
Ｋ

ｘＯ
ｘＯ
ｘ０
４６
Ｋ
Ｐ

・
４

・
４

・
５
①
ン

・
３

①
①
①
ｌ．
２３
ｘ０

冊
謬
陽

０

．
０

．
０

。①

Ｐ

・

２位

置

グリッド

N13E38,N13E39,N14E37,N14E38,N14E39,N15
E37,N15E38,N15E39

炉
位置 規模 10.74m× 0。 73m 形態 方形中央

覆土 1 5YR3/3暗 赤褐色シルト土 (焼土含む)

標  高 474.00m～ 474.05m

備

考

榊た。覆土榔̈力ヽつて敷“いヽ割れてい

規

模

床面積麒 14.70m× 4.50m 11.28ピ

壁高 1南西壁0.23m、 北壁0。 40m

覆
土

12.5YR3/3暗赤褐色砂質土、2 5YR3/4暗赤褐色砂質土

形

態

平面形態 柄鏡形  1主軸方位 IN-54.0° 一W

そ の 他 壁は階段状に床より立 卜がる。

第 12号住居址

彙18賃9番
測図遺構写真図版

ページ708 彙8で図
測 図

そ
　
　
の

　

他

柱

穴
趾8総&霧&州罷8器&霧&毬毘8器〉蠍〉男

位

　

　

置

グリッド
N10E34,N10E35,N10E36,NllE34,NllE35,Nll
E36,

竃

位置 東壁中央 雛 11.40m× 1.10m

覆土

標  高 473.751n-473.80111
形態 石組み

規

模

雛 5。 40m× 5.26m l床面積 24.41♂

備

考

8:3::3:『 li』:鸞讐i:言言営]讐富:ili喜i量

壁高 1南壁0.24m、 北壁0.46m

覆
土

1 5YR3/2暗赤褐色十

形

態

平面形態 隅丸方形  1主軸方位 IN-35° 一E

そ の 他 著醤立審芳鮭霊ξ′
に`立卜がり、他の3方

第 13号住居址

遺 構 実 測 図
第20、 21図

遺 物 実 測 図
第 84図 そ

　
　
の

　

他

柱

　

　

穴

Ｐ３
Ｐ６
円

①
①
⑩

位

　

　

置

グリッド
N16E39,N16E40,N17E39,N17E40

竃
位置 な し 覆土 な し

標  高 474.861n-474.951n
形態 な し 規模 な し

規

模

規模 13.80m× 3.78m l床面積 12。 36 コ♂

備

考

輸悧社

多
は
い

を
穴
て

物
柱

つ

化

枠
ぎ

。
覆土‐こ炭

一
い

れなヵ、った

る
た
こ
ら

い
い

めヽ

て
て
で
認

し

つ
い
は

失
貼
ら
跡

消
を
く
た

演
吐
醜
詢

¨
¨
∞
静

は
黒
直
る

隅
に
は
れ

の
床
？
り

輌
む。明な

壁高 1西壁0.08m、 東壁0.46m

覆
土

12.5YR2/2極暗赤褐色砂質土

形

態

平面形態 隅丸方形  1主軸方位 IN-5.0° 一E

そ の 他

第 14号住居址

遺 構 実 測 図
第22、 23図

遺構写真図版
ページ809

遺 物 実 測 図
第 85図 そ

　

の

　

他

柱

穴

位

　

　

置

グリッド
N9E37,N10E37,N10E38,NllE37,

炉

位置 中央 麒 10.60m× 0。 55m

覆土 12.5YR3/3暗赤褐角十シル ト土

標  高 474.00m^′ 474.06m
形態 方形

規

模

規模 13.2m× 2.8m 床面積 不明

備

考

た。

壁高 1不明

覆
土

12.5YR3/3暗赤褐色土シル ト土

形

態

平面形態 方形   1主 軸方位 IN-27.5° 一E

そ の 他

第 3表 竪穴住居址観察表 (3)
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第 15号住居址

渠2騎5番
測図

1褒
壁写真明 舅8留図実測図

そ
　
　
の
　
　
他

柱

穴

Pl(0.23XO。 19XO。 16)P2(0.27XO。 23XO。 18)単位はm

位

　

　

置

グリッド
N9E18,N9E19,N10E18,N10E19

炉

位置 中央 雛 10。 48m× 0。 45m

覆土 1 5YR3/2暗赤褐角十シル ト土
標  高 473.101n-473.151n

形態 方形
規

模

床面積規模 12.85m× 2.40m 不明
備

考

喝敷ヽ
』のヵ、―こ伴則雄
ひ

歌暉肛漱嚇熙蛾棚

雄臨礎Ｍ
に妬婿
底ヽ
たｏ

り
ヽ

表土
嚇
榊
』

た
。

柱穴
なり

、
そ

土ヵ、ら獣
け
¨

ｍ̈ｏ偏平の河原̈一̈̈̈
ｍ

敷
め
た
お
確

つ
て
灰
器

壁高 1不明

覆
土

1 5YR3/2暗 赤褐角十シル ト土

形

態

平面形態 不明   1主 軸方位 IN-41.0° ―W

そ の 他

第 17号住居址

言言21'図   
測 図遺構写真図版

ページ  9 彙87図  
測 図

そ

　

の

　

他

柱

穴

な し

位

　

　

置

グリッド
N16E29,N16E30,N17E29,N17E30

竃

位置 不明     1規 模 1不明

覆土 不 明
標  高 474.401n-474.531n

形態 不明
規

模

規模 13.52m× 3.06m l床 面積 7.72ご
備

考

盾iZ書曇暮骨誉魯景』憲ネFi負嘗意螢景鼈言業Itlli急壁高 1南壁0。 10m、 北壁0.19m

覆
土

1 5YR3/2暗 赤褐色砂質土、2 5YR4/6赤褐色砂質土

形

態

平面形態 隅丸長方形 1主軸方位 IN-13.0° ―E

そ の 他

第 18号住居址

量2苧図
実 測 図

1長
替ラ

真
T悸 1彙 8?図

実 測 図
そ
　
　
の
　
　
他

柱

穴
位

　

　

置

グリッド
N19E30,N19E31,N20E30,N20E31

竃

位置 東壁 ?    1規 模 1不明

覆土 不明
標  高 474.741n-474.84血

形態 不明
規

模

雛 4.04m× 3.74m l床 面積 不明
備

考

百暴F雲鋪喜盤でおだ鮭P弊亨ン鰐肛諺型勤
壁高 1南壁0.06m、 北壁0.08m

覆
土 換憑理壼馨香想

色砂質土(礫含む),2 1にプロック

形

態

平面形態 隅丸長方形  1主軸方位 IN-10。 5° ―E

そ の 他

第 19号住居址

漏2替図実 測 図褒替写真甲悸彙88図  
測 図

そ

　

の

　

他

柱

穴

Pl(0。 36XO.33XO。 20)P2(0.53XO.47XO. 26)

位

　

　

置

グリッド
N16E37,N16E38,N17E37,N17E38

竃

位置 不明     1規 模 1不明

覆土 不明
標  高 474.80m～ 474.85m

形態 不明
規

模

規模 1不明   1床 面積 1不明

備

考

詈重:ltti冒著澱誉il[県言tE甘:攀
[:誓重基Ё員を営壁高 1不明

覆
土

17.5YR4/3褐色砂質 (炭化物含む)

形

能
〔

平面形態 隅丸長方形 ?1主軸方位 1不明

そ の 他

第 4表 竪穴住居址観察表 (4)
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第 20号住居址

第21号住居址

第 22号住居址

第 23号住居址

第 5表 竪穴住居址観察表 (5)

- 19-

彙2雪図
実 測

 甲1渠
讐写真T悟 1彙 9イ図実 

測 図
そ

　

の
　

他

柱

穴
:l(&::I&:31〉 :|)撃程 i』 盟

0・ 76XO.24)P3(0。 30XO.28XO。 18)

位

　

　

置

グリッド
N4E28,N4E29,N4E30,N5E28,N5E29,N5E30

竃

位置 東壁 ?    1規 模 1焼土の部分0.90m× 0.85m

覆土 不明

標  高 472.801EL~472.871n
形態 不明

規

模

規模 14.40m× ?1床面積 1不明

備

考

鶉暑鵞了炒ン斃til::襲t
に竃があつたと思われる。

壁高 1北壁0.03m、 東壁0。 18m

覆
土

1 5YR3/1黒 褐色シルト土

形

態

平面形態 隅丸長方形?1主軸方位 IN-2.0° ―W

そ の 他

彙 3替図
実 測 図

1褒
壁ラ轟甲擬 1彙 97図

実 測 図
そ
　
　
の
　
　
他

柱

穴

Pl(0。 26XO。 24XO.05)P2(0.27XO.24XO.08)P3(0。 26XO.24XO.07)

位

　

　

置

グリッド
N4E28,N4E29,N5E28,N5E29,N6E28,N6E29

竃

位置 北壁 ?    1規 模 1焼土の部分0.80m× 0。 60m

覆土 不明

標  高 473。 951n-474.011n
形態 不明

規

模

雛 15.80m× ? 床面積 不明

備

考

ｏ壁
さ
が

た
の
出
り

力ヽっ聾厳臓

な
号
片
く

ら
１
破
堅

か
４
の
は

ｏ

分
第
木
面
る

ス
れ、淵表ヽ
島

は
ら
し
て
跡

動
２０
肺
帥
動

が
第
と
褐
明

址

るヽ
黒
不

翻皿
「和凱

輌胡切った。る。

２本をれあ

壁高 1東壁 0。 20m

覆
土

1 5YR3/1黒 褐色シルト土

形

態

平面形態 隅丸長方形 ?1主軸方位 1不明

そ の 他

遺 構 実 測 図
第 31図

遺構写真図版
ページ 11

遺 物 実 測 図
第 92図 そ

　

　

　

の

　

他

柱

　

　

穴 liili:|lli:|llilll:illill!||llllllillill:ill!:illlilil
位

置

グリッド

N10E38,N10E39,NllE38,NllE39

竃

位置 北壁東側?  ほ脱罰 焼土の部分0。 80m× 0.50m

覆土 不明

標  高 474。 101EL~474.20111L
形態 不明

規

模

規模 14。 20m× ? 床面積 不明

備

考

と

つ
、

ヽ
ｏ
て

失
床
の
こ
ら

れ、消れた。融め、そぃ

さ
さ
い
た

の

将翻乱
』Ⅸ

と
が
が
て
の

離
蹴
「財
数雌

壁高 11畦0.22m、 東壁0。 16m

覆
土 年堅鷲る閣壼到霰是紺 512)'翼儲蹴臀

シル

形

態

平面形態 隅丸長方形?1主軸方位 IN-4.5° 一W

そ の 他

遺 構 実 測 図
第32、 33図

遺構写真図版
ページ 11

遺 物 実 測 図
第 93図 そ

　
　
の
　
　
他

柱

穴

Pl(0.28XO.28XO。 09)P2(0。 28XO。 26XO。 11)P3(0.24XO。 24XO。 10)

位

　

　

置

グリッド
N12E36,N13E35,N13E37,N14E36,N14E37

炉

位置 中央 麒 10.53m× 0.46m

覆土 17,5YR2/2黒褐角十

標  高 474。 371n-474.501n
形態 方形

規

模

規模 13.86m× 3.45m 床面積 不明

備

考

壁高 1不明

覆
土

12.5YR3/2暗赤褐色砂質土

形

態

平面形態 柄鏡形  1主軸方位 IN-9.5° ―E

そ の 他



第 24号住居址

島♂発番測図
1渠
讐ラ真甲堺1彙 97図

実測図
そ
の
他

炉

位置 不明 麒 10。 64m× 0.60m 形態 方形

覆

土
晨乞暮著

`2極

暗赤褐色砂質± 2 10YR6/6明 黄褐角十 (位

　

　

置

グリッド
N13E42,N14E41,N14E42,N15E41,N15E42

備

考

標  高 475.001n-475.10111

規

模

規模 1不明   1床 面積 1不明

壁高 1不明

覆
土

12.5YR2/2極暗赤褐色砂質土

形

　

態

平面形態 柄鏡形 ? 1主軸方位 IN二 24.5° ―E

そ の 他

第 25号住居址

彙3替図  測
図測実物

図
遺
第

版
２

図
１

真写
ジ齢

ぺ．
図

そ
　
　
の
　
　
他

柱

穴

不明

位

　

　

置

グリッド
N13E36,N14E36

炉

位置 不明     1規 模 1不明

覆土 不明
標  高 474.521n-474。 401n

形態 不明
規

模

規模 1不明   1床面積 1不明

備

考

蜆  参髭露壁高 1不明

覆
土

12.5YR3/2暗赤褐角十砂質土

形

態

平面形態 不明   1主 軸方位 1不明

そ の 他

第26号住居址

舅37情8番 測 図1渠壁5真T悸 1渠 9留図実 測 図そ

　

の

　

他

柱
穴

な し

位

　

　

置

グリッド
N14E42,N14E43,N15E42,N15E43

炉

位置 中央 雛 10.65m× 0.62m

覆土
讐里

YR3/2黒褐色砂質± 2 10YR6/6明 黄褐色粘質砂

標  高 474.71m～ 474.80m
形態 方形

規

模

規模 1不明   1床 面積 1不明

備

考

壁高 1不明

覆
土

1 10YR3/2黒褐色砂質土

形

態

平面形態 柄鏡形  1主軸方位 1不明

そ の 他

第 6表 竪穴住居tLm察表 (6)

第 7表 掘立て柱建物址観察表
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第 1号掘立て柱建物址

渠 3ず図
実 測 図

1褒替写
真

甲悸 1渠 9イ図
実 型 図

そ
　
の
　
他

柱

　

　

穴

０
・①
Э

・
８

Ｐ一
ｘＯ

ｍ

①
の
６８
は

４７

・
３

０
・位

Ｐ．
ｘ０
４ｘ
単

の
６８

・
７

＞

・

３

０

ｏ①

２８

ｘ０

９ｘ

４４

０

ｏ

６８

　

・

６

Ｐ
一

２ｘ

Ｏ
ｏ①
の

・
８

４ｘ

４９

。

２

ｘ０

。
４

Ｐ一
ｘ０
９４

０
０
６８
０
ｏ

４６

・
４

０
ｏⅨ

Ｐ．
ｘ０
６ｘ
ｌ７

の
６０

ｏ
７
ト

・
３

０
ｏ①
Ｄ

ｘ０

６ｘ

５２

・

３

７０

・

６

Ｐ
一

ｘ０

０
。①
の
７０

０ｘ

４８

　

。

２

０

ｏ

・

８

Ｐ
一

ｘ０

０ｘ

①
Ｄ
６８

。
７

４５
　
・
３

０
・①

Ｐ．
ｘ０
２ｘ
６９位

置
グリッド

N15E28,N15E29,N15E30,N16E28,N16E29,N16
E30,N17E28,N17E29,N17E30

新孵き15。 74m× 4.70m

備

　

　

考

覆

　

土

平面形態 1長方形    1主 軸方位 IN-77.0° ―W



号
版
版

番
図
図

構
構
物

」退
壼退
」退

位 置

長径 短径 深 さ

平 面 形 態 断 面 形 態 覆 土 備 考

墳

図
±

０

号・

４

第
第

N2E7,N3E7 楕円形 たらい状 17.5YR3/2黒褐色砂質土

墳
図

±
０

号２
４

第
第

N2Ell,N3Ell 円形 たらい状 17.7YR2/2黒褐色砂質土
21に礫を多量に含む
37.5YR4/6褐色砂質土
47.5YR4/6黒褐色砂質
57.5YR4/6褐色砂質

縄文時代後期
土器片出土

壌

図
図

±

０
７

号３
４
９

第
第
第

N2Ell,N3Ell 不定形 たらい状 1 5YR3/3暗赤褐色砂質土 縄文土器片・

須恵器片出土

墳
図
図

±

０
８

号４
４
９

第
第
第

楕円形 ? たらい状 17.5YR3/2黒 褐色砂質土 縄文土器片出
土

壌

図
±

０

号５
４

第

第

N4E3 隅丸長方形 たらい状 1 5YR3/3暗赤褐色砂質土

墳

図
図

±

１
９

号６
４
９

第
第
第

楕円形 すり鉢状 1 10YR3/4暗褐色砂質土 (

礫を含む)27.5YR3/3暗褐
色シル ト土 (石多量に含む

)37.5YR3/4暗褐色シルト
土 (礫含む)

縄文時代後期
土器片出土

墳
図

図

±

５
０

号

　
０

８

４

・

第
第
第

NllE32 楕円形 すり鉢状 12.5YR2/3極暗赤褐色砂質
土 (礫含む)、 2 5YR3/3極

暗赤褐色砂質土 (礫含む)

3 5YR4/6赤 褐色砂質土、4

5YR3/3極 暗赤褐色砂質土

縄文時代後期
土器片出土

墳

図
図

±

５
．

号

　

０

９
４
・

第
第
第

N10E33 楕円形 すり鉢状 12.5YR2/3極暗褐色砂質土
2 5YR3/6暗 赤褐色砂質土、
3 5YR3/2暗 赤褐色砂質土

縄文時代後期
土器片出土

壌
図
図

」
４ ５
・０２

第
第
第

N9E34,N10E34 楕円形 たらい状 12.5YR3/3極暗褐色砂質土
2 5YR3/6暗 赤褐色砂質土、
3 5YR3/2暗 赤褐色砂質土

縄文時代中期
土器片出土

墳
図
図

牡
・
０３

Ｈ
４
・

第

第
第

N15E19,N6E19 隅丸長方形 たらい状 1 5YR3/3暗赤褐色シル ト土
27.5YR3/4暗褐色砂質土
37.5YR3/4褐色砂質土

縄文時代後期
土器片出土

第 12号土壌

第 41図
N6E19,N7E19 隅丸方形 たらい状 1 5YR3/3暗赤褐色シルト土

27.5YR3/4暗褐色砂質土
縄文土器片出
土

墳
図
図

牡
・
０４

・ ３

４

・

第
第
第

楕円形 すり鉢状 1 5YR3/2暗赤褐色砂質土
(礫を含む)

2 5YR3/4暗赤褐色ソル ト土

縄文時代後期
土器片出土

墳
図
図」４．・０５

第
第
第

N14E20 楕円形 すり鉢状 1 5YR3/2暗赤褐色砂質土 縄文土器片出
土

墳
図
図」４．・０６

第
第
第

不定形 たらい状 17。 5YR3/2黒褐色砂質土
27.5YR4/3褐色砂質土 (礫

含む)

縄文土器片出
土

壌
図
図韓４２・０７

第
第
第

NllE24,NllE25 楕円形 すり鉢状 17.5YR3/2黒 褐色砂質土
27.5YR4/3褐 色砂質土

縄文土器片出
土

第 8表 土墳観察表 (1)
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号
版
版

番
図
図

構
構
物

遺
遺
遺

位 置

長径 露
　　皿

深 さ

平 面 形 態 断 面 形 態 覆 土 備 考

墳
図
図

量
・
０８

・ ７

４

・

第
第
第

N6E24,NllE25 楕円形 すり鉢状 17.5YR2/1黒色砂質土
27.5YR2/2黒褐色砂質土
37.5YR5/4にぶい橙色砂質

縄文時代後期
土器片出土

墳
図
図」４２・０９

第
第

第

N16E26,N16E27 円形 すり鉢状 1 5YR3/1黒 褐色砂質土
27.5YR4/4褐色砂質土 (礫

を多量に含む)

縄文時代後期
土器片出土土

墳
図
図

量
２
・０

・ ９

４

・

第
第
第

楕円形 たらい状 1 5YR3/2暗 赤褐色砂質土
(礫含む)

2 5YR3/4暗 赤褐色砂質土

縄文時代後期
土器片出土

第20号土墳

第 41図
第 111図

N14E28,N15E28 楕円形 たらい状 1 5YR2/2黒 褐色砂質土 土師器・須恵

器片出土

墳

図
図

量
２
・２

２．

４

・

第
第
第

N9E36,N10E36 円形 すり鉢状 1 5YR3/3暗 赤褐色砂質土
(石多量に含む)

2 5YR2/2暗 赤褐色砂質土
3 5YR2/4極 暗赤褐色砂質土

(石多量に含む)

4 5YR2/3極 暗赤褐色砂質土

縄文時代中期
から後期土器
片出土

墳

図
図

牡
３
・３

２ ２

４

・

第
第
第

N9E38,N9E39 楕円形 すり鉢状 1 5YR3/2暗 赤褐色砂質土 (

礫含む)、 2 5YR33/3暗赤
褐色砂質土 (小礫含む)、

3 10YR4/3にぶい黄褐色砂

質土 (礫多量に含む)、 4

5YR4/6赤褐色砂質、55Y2R
2/3極暗赤褐色砂質土

縄文土器片出
土

墳
図
図

牡
３
・４

２ ３

４

・

第
第
第

N9E40,N9E41 不定形 たらい状 17.5YR2/3黒褐色砂質土

(石多量に含む)

縄文土器片出土

床上から熱で

変色した緑色
凝灰岩が多量
に出土 した

壌
図
図

牡
２
・５

２ ４

４

・

第
第
第

N12E39 楕円形 たらい状 12.5YR2/2極暗褐色砂質土
27.5YR2/3極暗褐色砂質土
(炭化物を含む)

縄文土器片 0

土師器片出土

壌

図
図〔４．・．６

第

第

第

N15E24 隅丸長方形 たらい状 17.5YR3/2黒褐色砂質土
27.5YR5/4に ぶい褐色砂質

縄文土器片出
土

墳

図
図

量
３
・７

２ ６

４

・

第

第
第

N13E44 楕円形 すり鉢状 1 5YR3/3暗 赤褐色砂質土

(礫含む)

縄文土器片出
土

墳
図
図

ね

４ ３

・ ・ ８

第
第
第

N15E29, N15E30,N16E2

9,N16E30

楕円形 たらい状 1 5YR3/3暗赤褐色砂質土

(礫含む)

縄文時代後期
土器片出土

墳

図
図

量
３
・９

２ ８

４

・

第
第
第

N9E19 円形 すり鉢状 2 5YR4/6赤 褐色砂質
1 5YR3/2暗赤褐色シルト土

第 4号土壌に

切られる。
縄文土器片

第29号土墳
第 43図

N15E35 楕円形 たらい状 12.5YR3/2暗赤褐色砂質土
2 5YR3/3暗 赤褐色砂質土

縄文時代後期
土器片出土

壊
図牡

５
０

４

第
第

NllE32,NllE33 楕円形 たらい状 12.5YR2/2極暗赤褐色砂質
土 (礫含む)、 2 5YR3/3暗

赤褐色砂質± 32.5YR2/4
極暗赤褐色砂質土、4 5YR3

/6暗赤褐色砂質土

縄文土器片出

土

第 31号土墳
第 45図

N12E33 楕円形 たらい状 1 5YR2/1黒 褐色砂質土
2 5YR3/3暗 赤褐色砂質土

縄文土器片出
土

第 9表 土墳観察表 (2)
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号
版
版

番
図
図

構
構
物

遺
遺
遺

位 置

長径 短径 淋
　
ｍ

平 面 形 態 断 面 形 態 覆 土 備 考

第 32号土墳

第 45図
N12E33 楕円形 たらい状 1 5YR3/2暗 赤褐色砂質土

(礫含む)

縄文土器片出
土

第 33号土墳

第 44図
第 120図

N16E35, N16E36 隅丸長方形 たらい状 1 5YR3/2暗 赤褐色砂質土 縄文時代後期
土器片出土

第 34号土墳
第 44図

N16E38 円形 たらい状 12.5YR2/2極暗褐色砂質土 縄文時代中期
土器片出土

第 35号土墳

第 46図
N16E28 楕円形 たらい状 1 5YR2/2極 暗褐色砂質土 人骨-1出土

縄文時代中期
土器片出土

壌
図
図

韓

４ ５

・ ２．

第
第
第

N12E32,N12E33,N13E32
N13E33

楕円形 たらい状 1 5YR3/3暗 赤褐色砂質土 縄文時代中期
から後期土器
片出土

壊
図
図

颯
４ ５
・２２

第
第
第

N9E31,N10E31 円形 たらい状 12.5YR2/3暗赤褐色砂質土 縄文土器片出
土

墳
図
図

轟
４ ５
・２３

第
第
第

NllE33, N10E31 楕円形 すり鉢状 1 5YR3/2暗 赤褐色砂質土 縄文時代中期
土器片出土

壊
図
図韓４４・２４

第
第
第

円形 すり鉢状 1 5YR3/2暗赤褐色砂質土 縄文時代中期
・後期土器片
出土

第40号土墳

第 43図
第 125図

N8E39,N8E40,N9E39,N9

E40

不定形 たらい状 12.5YR2/2極暗赤褐色砂質
土、2 5YR3/4暗 赤褐色砂質
土 (礫含む)

縄文中期平安
後期土器片出
土

壊
図
図ほ４４・２６

第
第
第

N5E28,N6E28 円形 たらい状 17.5YR2/2黒褐色砂質土 縄文土器・須
恵器片出土

墳
図
図颯４４・２７

第
第
第

N12E41,N12E42 楕円形? すり鉢状 17.5YR/黒褐色砂質土、2

7.5YR/明褐色砂質土 (焼土
をプロック状に含む)、 3

2.5YR4/4に ぶい赤褐色砂質
土 (焼土をブロック状に多
量に含む)、 47.5YR4/4褐
色砂質土 (炭化物を含む)

57.5YR5/6明褐色砂質土 (

礫を含む)

縄文土器片出
土

壌
図
図〔４４・２８

第
第

第

N15E40,N15E41,N16E40
？

・
楕円形 たらい状 12.5YR2/2極暗赤褐色砂質

土
縄文時代後期
土器片出土

墳
図
図

］
４ ６
・２９

第
第
第

N13E42,N14E42 人骨-2出土
縄文土器片出
土

墳
図
図

量
６
３。

４ ５

４

・

第
第
第

N12E43,N12E44,N13E43

N13E44

人骨-3出土

縄文土器片出
土

墳
図
図

量
６
３．

４ ６

４

・

第
第
第

N9E35,N10E35;N10E36 隅丸長方形 たらい状 1 5YR3/2暗赤褐色砂質土
(礫を多量に含む)

土師器出土

第 47号土墳
第 46図

N12E43 人骨-4出土

第 10表 土墳観察表 (3)
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号
版
版

番
図
図

構
構
物

遺
遺
遺

置位 模規 考備

石
図
図

集

７
２

号
　
３

・

４

・

第
第
第

N6E36,N6E37 1.5m× 0,7m 握り拳と同じくらいの大きさの角礫が集まっていた。石を取り除くと、
小規模の竪穴が確認された。

石
石
図
図

集
集

９
３

号
号

ヽ
４
３

３

４

４８

・

第
第
第
第

N10E43,NllE43 2.2m× 2.lm
(2.OmXl。 2■ )

この上層は小さい角礫が集中し、多量の土器片と黒耀石の破片が出土し
た。その下から、大きい角礫が図の様に現れた。多くは緑色凝灰岩で、
焼けて変色していた。それらの礫を取り除くと、図の様に偏平の石が縦
に立ち、方形に配石されていた。その北東端に河原石の立石が配されて
いた。

石
図
図

集

０
４

号
　
３

第
第
第

NllE42,N12E41,N12E42 3.3m× 1.5 大きくて厚みのある四角い緑色凝灰岩が並べられた様な形で集中し、多
量の土器片を出土した。幾つかの石は焼けて変色していた。南端の大き
い石は、何かに使用されたのか表面がつるつるとしていた。これらの石
の下は小さい角礫が集中していた。

石
図
図

集

１
５

号
　
３

第
第
第

N13E41,N13E42,N12E41
N12E42

2.6m× 2.lm 第 5号集石と同じく大きい石が集まっているが、第 5号集石ほど並び方
に一定性が感じ得られない。これらの石の下は小さい角礫が集中してい
た。

石
図

集

２
号第

第
N13E42 1.3m× 1.0 偏平の緑色凝灰岩とせん緑岩の河原石が並べて敷かれていた。第 24号

住居址の羽根状の配石の一部とも、また、それを切っているとも見られ
る。

石
図
図

集
４
６

号

ヽ
５
３

８

５３

・

第
第
第

N14E33,N14E34,N13E33

N13E34

5.Om× 3.4 握り拳と同じくらいの大きさの角礫が集まっていた。石を取り除くと、
小規模の竪穴が確認された。その竪から浅鉢が逆さに出土した。
1 5YR4/4に ぶい赤褐色砂質土G綸む)2 5YR3/4暗 赤褐色砂質土1瞬綸む)

第 11号集石
第 55、 56図
第 137図

N14E42,N15E41,N15E42 1.5m× 1.Om 握り拳から人の頭の大きさの角礫が集中している。石は熱で変色 してい
るものもある。

石
図

諜

７
第
第

N15E40 2.6m× 2.0 一つは河原石の立石で、その他は偏平の河原石と角礫である。河原石は
みな変質輝緑岩である。石は表面が剥離したものや熱で変色したものが
ある。

石
図
図

時
５ ８
・ ３ ８

第
第
第

N5E35 2.6m× 2.0 試掘の時にトレンチから確認された。緑色凝灰岩と河原石からできてい
る。熱を受けて変色 している。

第 12表 溝址観察表

第 11表 集石観察表

号
版
版

番
図
図

構
構
物

遺
遺
遺

置位

模規

土覆 考備

址
図
図
図
　
図

溝

９

０

１

　

９

号
　
　
　
　
３

第
第
第
第
　
第

N6E3,N6E4,N6E22,

N6E23,N6E24,N7E3
N7E4,N7E5,N7E6,

N7E7,N7E8,N7E9,
N7E10,N7Ell,

N7E12,N7E17,

N7E18,N7E19,

N7E20,N7E21,

N7E22,N7E23,
N7E24,N7E25,

N8E8,N8E9,N8E10,

N8Ell,N8E12,

N8E13,N8E14,

N8E15,N8E16,
N8E17

幅

０
・
４

底の標高
470.00～ 471.70

G計 /Jヽ)

(最大)

D                B
1 5YR2/4極 暗赤褐色シル ト± 1 5YR3/2オ リープ黒シル ト土

(礫含む)         (礫 含む)

2 5YR3/4暗 赤褐色砂質±   2 10YR7/8黄橙細砂質土
(小礫含む)       3 5YR1/3黒 褐色シル ト土

3 5YR3/3暗 赤褐色砂質±   42.5YR6/4にぶい黄色シル ト土
(小礫含む)        (礫 含む)

4 5YR2/3極 暗赤褐色シル ト土
(礫多量に含む)

C
17.5YR4/3褐色砂質土
2 5YR3/3暗 赤褐色シル ト土

A
1 10YR7/4に ぶい黄橙シル ト土
2 5YR3/3暗 赤褐色シル ト土
3 5YR3/2暗 赤褐色砂質土
4 5YR3/2黒 褐色シル ト土
57.5YR4/3褐色砂質土

縄文時代、
平安時代、
古墳時代の

土器片の他
大珠、イノ
シシ、シカ
の骨を出土
した。
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (clll) 短径 (clll) 深 さ (clll) 覆 土 備 考

第 1号 ピ ッ ト 第 62図 7.5YR2/2黒褐シル ト 縄文土器破片出土

第 2号 ピ ッ ト 第 62図 5YR2/2黒褐 シル ト

第 3号 ピ ッ ト 第 62図 10YR3/2黒褐 シル ト

第 4号 ピ ッ ト 第 62図 7.5YR3/2黒褐シル ト

第 5号 ピ ッ ト 第 62図 7.5YR3/2黒褐シル ト

第 6号 ピ ッ ト 第 62図 7.5YR2/1黒   シル ト

第 7号 ピ ッ ト 第 62図 7.5YR2/1黒  シル ト

第 8号 ピ ッ ト 第 62図 5YR2/2黒褐 シル ト

第 9号 ピ ッ ト 第 62図 7.5YR3/3暗褐シル ト

第 10号 ピ ッ ト 第 62図 7.5YR3/2黒 褐シル ト

第 11号 ピ ッ ト 第 62図 7.5YR2/2黒 褐シル ト

第 12号 ピ ッ ト 第 68図 5YR3/2暗赤褐シル ト

第 13号 ピ ッ ト 第 62図 7.5YR3/2黒褐シル ト ｍ版
土

Ｑ
出片

不
破

器
器

師
恵

土
須

第 14号 ピ ッ ト 第 62図 5YR2/2黒褐 シル ト 土師器破片出土

第 15号 ピ ッ ト 第 63図 5YR2/3極 暗赤褐砂質

第 16号 ピ ッ ト 第 63図 5YR2/3極 暗赤褐砂質 土師器甕 QttNQ140)

第 17号 ピ ッ ト 第 69図 5YR3/3暗赤褐シル ト

第 18号 ピ ッ ト 第 69図 5YR3/3暗赤褐 シル ト

第 19号 ピ ッ ト 第 63図 5YR2/3極喘赤褐  シル ト

第 20号 ピ ッ ト 第 63図 7.5YR3/2黒褐シル ト

第 21号 ピ ッ ト 第 63図 7.5YR3/2;黒 引爵シル ト

第 22号 ピ ッ ト 第 68図 砂
＞

褐
り

赤
じ

暗
混

極
石

″
小

理
＜

５Ｙ２
．質

±
・４

出
血

片
酬

破
＜

器土文縄

第 23号 ピ ッ ト 第 63図 7.5YR3/2黒褐シル ト

第 24号 ピ ッ ト 第 64図 7.5YR3/2黒褐シル ト

第 25号 ピ ッ ト 第 65図 7.5YR3/2;諷 利島シル ト

第 26号 ピ ッ ト 第 65図 7.5YR3/2黒褐シル ト

第 27号 ピ ッ ト 第 65図 7.5YR3/2黒褐シル ト

第 28号 ピ ッ ト 第 65図 7.5YR3/4暗褐 シル ト

第 29号 ピ ッ ト 第 65図 7.5YR3/2:誤 割島シル ト

第 30号 ピ ッ ト 第 64図 7.5YR3/2黒褐シル ト 縄文土器破片出土

第 31号 ピ ッ ト 第 64図 7.5YR3/2;黒 湘島シル ト

第 32号 ピ ッ ト 第 64図 7.5YR3/2黒褐シル ト

第 33号 ピ ッ ト 第 64図 7.5YR3/2黒褐シル ト

第 34号 ピ ッ ト 第 64図 7.5YR3/2黒褐 シル ト

第 35号 ピ ッ ト 第 64図 5YR3/3黒褐 シル ト 縄文土器破片出土

第 36号 ピ ッ ト 第 64図 ？

・
5YR3/3黒褐 シル ト

第 37号 ピ ッ ト 第 65図 5YR3/3黒褐 シル ト

第 38号 ピ ッ ト 第 64図 5YR3/3暗赤褐砂質 縄文土器破片出土

第 39号 ピ ッ ト 第 66図 5YR3/2黒褐砂質

第 13表 ピット観察表 (1)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (clll) 短径 (m) 深 さ (oll) 覆 土 備 考

第 40号 ピ ッ ト 第 66図 質
り

砂
じ

褐
混

赤
石

暗
＜

ん聞５Ｙ
手
の

り

‐４
吊
恥，晰

鉢
＜

深器土文
器

縄
土

第 41号 ピ ッ ト 第 66図 7.5YR2/1暗 赤褐砂質 縄文土器深鉢
(晰m140)

第 42号 ピ ッ ト 第 66図 5YR2/3暗赤褐砂質(砂利混じり) 縄文土器破片出土

第 43号 ピ ッ ト 第 66図 5YR3/3暗赤褐シル ト

第 53号 ピ ッ ト 第 66図 ？

・ 7.5YR3/2黒 褐砂質 墾酪窯誓奔賛晰m140)

第 54号 ピ ッ ト 第 67図 7.5YR3/2黒 褐砂質 縄文土器破片出土

第 55号 ピ ッ ト 第 69図 5YR2/"黒褐砂質 縄文土器
弯賛晰NQ 140)

第 56号 ピ ッ ト 第 68図 5YR3/1黒褐砂質 縄文土器破片出土

第 57号 ピ ッ ト 第 68図 5YR3/1黒褐砂質

第 58号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質

第 59号 ピ ッ ト 第 63図 5YR2/3極 暗赤褐砂質

第 60号 ピ ッ ト 第 68図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 61号 ピ ッ ト 第 68図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 62号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質 縄文土器破片出土

第 63号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質 縄文土器破片出土

第 64号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質 縄文土器破片出土

第 65号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 66号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 67号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒褐砂質 縄文土器深鉢
(図阪No140)

第 68号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質

第 69号 ピ ッ ト 第 68図 7 7.5YR3/2黒 褐砂質

第 70号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質

第 71号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質 縄文土器破片出土

第 72号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質 縄文土器深鉢
(晰NQ140)

第 73号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質 縄文土器破片出土

第 74号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質 縄文土器破片出土

第 75号 ピ ッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐砂質 縄文土器深鉢
(晰 NQ140)

第 76号 ピ ッ ト 第 70図 5YR2/2黒褐砂質 縄文土器深鉢

第 77号 ピ ッ ト 第 70図 5YR3/2暗赤褐砂質 縄文土器破片出土

第 78号 ピ ッ ト 第 70図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 79号 ピ ッ ト 第 70図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 80号 ピ ッ ト 第 70図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 81号 ピ ッ ト 第 70図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 82号 ピ ッ ト 第 70図 5YR3/2暗赤褐砂質 縄文土器深鉢
(晰 NQ140)

第 83号 ピ ッ ト 第 70図 5YR3/2暗赤褐砂質 縄文土器深鉢
(図版No140)

第 14表 ピット観察表 (2)

-26-



遺 構 番 号 図版番号 長径 (clll) 短径 (all) 深 さ (oll) 覆 土 備 考

第 84号 ピ ッ ト 第 70図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 85号 ピ ッ ト 第 70図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 86号 ピ ッ ト 第 73図 7.5YR3/3暗 褐シル ト

第 87号 ピ ッ ト 第 72図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 88号 ピ ッ ト 第 72図 7.5YR3/3暗褐砂質 縄文土器深鉢
(晰NQ140)

第 89号 ピ ッ ト 第 72図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 90号 ピ ッ ト 第 72図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 91号 ピ ッ ト 第 72図 7:5YR3/2黒 褐砂質

第 92号 ピ ッ ト 第 72図 7.5YR3/3暗 褐砂質 縄文土器破片出土

第 93号 ピ ッ ト 第 72図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 94号 ピ ッ ト 第 72図 7.5YR3/2黒 褐砂質

第 95号 ピ ッ ト 第 70図 7.5YR3/3暗 褐砂質 縄文土器破片出土

第 96号 ピ ッ ト 第 70図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 97号 ピ ッ ト 第 72図 7.5YR3/2黒 褐砂質

第 98号 ピ ッ ト 第 71図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 99号 ピ ッ ト 第 73図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 100号 ピッ ト 第 71図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 101号 ピッ ト 第 72図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 102号 ピッ ト 第 73図 5YR3/2暗赤褐 シル ト

第 103号 ピッ ト 第 73図 5YR3/2暗赤褐 シル ト

第 104号 ピッ ト 第 72図 7.5YR3/3暗褐砂質

第 105号 ピッ ト 第 72図 7.5YR3/3暗褐砂質

第 106号 ピッ ト 第 72図 7.5YR3/3暗褐砂質

第 107号 ピッ ト 第 73図 7.5YR3/3暗褐砂質

第 108号 ピッ ト 第 73図 7.5YR3/3暗褐砂質

第 109号 ピッ ト 第 73図 7.5YR3/3暗褐砂質

第 110号 ピッ ト 第 73図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 111号 ピッ ト 第 73図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 112号 ピッ ト 第 73図 5YR2/2黒褐砂質

第 113号 ピッ ト 第 73図 5YR3/1黒褐砂質

第 114号 ピッ ト 第 73図 5YR3/1黒褐砂質

第 115号 ピッ ト 第 73図 5YR3/1黒褐砂質

第 116号 ピッ ト 第 73図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 117号 ピッ ト 第 73図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 118号 ピッ ト 第 73図 7.5YR3/3暗褐 シル ト

第 119号 ピッ ト 第 73図 7.5YR3/3暗褐シル ト

第 120号 ピッ ト 第 73図 7.5YR3/3[唐 利爵シル ト

第 121号 ピッ ト 第 73図 5YR3/3暗褐 シル ト 縄文土器破片出土

第 122号 ピッ ト 第 69図 7.5YR3/3暗褐シル ト

第 123号 ピッ ト 第 67図 7.5YR3/3暗褐 シル ト

第 15表 ピット観察表 (3)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (clll) 短径 (clll) 深 さ (clll) 覆 土 備 考

第 124号 ピッ ト 第 67図 7.5YR3/3暗 褐 シル ト

第 125号 ピッ ト 第 67図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 126号 ピッ ト 第 67図 5YR3/2暗赤褐砂質 土師器破片出土

第 127号 ピッ ト 第 69図 5YR3/3暗赤褐砂質 土師器椀  (図版m140)

第 128号 ピッ ト 第 69図 5YR3/2暗赤褐砂質

第 129号 ピ ッ ト 第 73図 7.5YR3/3暗 褐 シル ト

第 130号 ピッ ト 第 69図 2.5YR2/2極 暗褐砂質

第 132号 ピッ ト 第 69図 5YR3/3暗赤褐砂質

第 133号 ピッ ト 第 69図 5YR3/3暗赤褐砂質

第 134号 ピッ ト 第 69図 5YR3/3暗赤褐砂質

第 135号 ピッ ト 第 69図 2.5YR2/2極 暗褐砂質 縄文土器深鉢
(図版NIL140)

第 136号 ピ

'ト
第 68図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 137号 ピッ ト 第 68図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 138号 ピッ ト 第 68図 7.5YR3/3暗褐砂質

第 139号 ピッ ト 第 68図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 140号 ピッ ト 第 68図 7.5YR3/3暗褐砂質

第 141号 ピッ ト 第 68図 7.5YR3/3暗 褐砂質

第 142号 ピッ ト 第 68図 7.5YR3/3暗 褐砂質 縄文土器深鉢
(図阪NQ140)

第 143号 ピッ ト 第 73図 7_5YR3/3暗 褐 シル ト 縄文土器深鉢
(晰 NQ140)

第 144号 ピッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 湘島シル ト

第 145号 ピッ ト 第 69図 7.5YR3/2黒 褐 シル ト 縄文土器深鉢
(図版NQ 140)

第 146号 ピッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒褐シル ト 縄文土器深鉢
(晰m140)

第 147号 ピッ ト 第 70図 7.5YR3/2黒褐シル ト

第 148号 ピッ ト 第 70図 5YR3/2暗赤褐砂質 縄文土器土製品
(図版NQ140)

第 149号 ピッ ト 第 73図 7.5YR3/3暗褐シル ト

第 150号 ピッ ト 第 71図 5YR3/4暗赤褐 シル ト

第 151号 ピッ ト 第 71図 5YR3/4暗赤褐シル ト 縄文土器破片出土

第 152号 ピッ ト 第 71図 5YR3/4暗赤褐シル ト

第 154号 ピッ ト 第 68図 7.5YR3/2黒 褐 シル ト

第 155号 ピッ ト 第 68図 5YR3/2暗赤褐 シル ト

第 156号 ピッ ト 第 68図 5YR3/2暗赤褐 シル ト

第 157号 ピッ ト 第 69図 5YR3/2暗赤褐シル ト 縄文土器破片出土

第 159号 ピッ ト 第 69図 5YR3/3暗赤褐 シル ト 縄文土器深鉢
(晰 NQ140)

第 160号 ピッ 第 69図 5YR3/3鵬旨ラト引島:ン ル ト

第 161号 ピッ ト 第 69図 5YR3/3暗赤褐 シル ト 縄文土器深鉢
(師 NQ140)

第 163号 ピッ ト 第 71図 2.5YR3/2暗 赤褐
シル ト

第 16表 ピット観察表 (4)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (clll) 深 さ (all) 覆 土 備 考

第 164号 ピッ ト 第 71図 2.5YR3/2暗 赤褐
シル ト

縄文土器深鉢
(Mm140)

第 165号 ピット 第 71図 2.5YR3/2暗 赤褐シルト

第 167号 ピッ ト 第 71図 2.5YR3/2暗 赤褐シルト

第 168号 ピッ ト 第 70図 2.5YR3/2暗 赤褐シル}

第 171号 ピッ ト 第 72図 5YR3/3暗赤褐 シル ト 縄文土器深鉢
(図版Na140)

第 172号 ピッ ト 第 72図 5YR3/3暗赤褐 シル ト 縄文土器破片出土

第 173号 ピッ ト 第 72図 5YR3/3暗赤褐 シル ト 縄文土器深鉢
(晰 NQ 140)

第 174号 ピッ ト 第 72図 5YR3/3暗赤褐 シル ト 縄文土器破片出土

第 175号 ピッ ト 第 72図 2.5YR3/2暗 赤褐シルト 縄文土器破片出土

第 176号 ピッ ト 第 72図 2.5YR3/2暗 赤褐シルト

第 177号 ピッ ト 第 72図 2.5YR3/2暗 赤褐シルト 縄文土器破片出土

第 178号 ピッ ト 第 72図 2.5YR3/2暗 赤褐シルト 縄文土器破片出土

第 179号 ピッ ト 第 72図 2.5YR3/2暗 赤褐シフレト

遺 構 番 号
遺構・遺物図版

位 置 径

ｍ

深 さ 覆 土 備 考

址
図聾４．．．

第
第

N18E32,N18E34,N19E32
N19E34

0.35 0。 18 12.5YR2/2極暗赤褐色土シル ト土 深鉢が正位に埋設される。

第 2号 埋甕址

第 141-2図
N15E34 深鉢が逆位に埋設される。

址
図

機

４．． ３
第
第

N12E34 0。 20 12.5YR3/2暗赤褐色シル ト土
2 5YR3/4暗 赤褐色シル ト土

深鉢が正位に埋設される。

址
図機４．．４

４

１

第
第

N15E33 0.45 0。 33 1 5YR3/3暗 赤褐色砂質土
2 5YR4/6赤 褐色砂質土 (礫含む)

深鉢が正位に埋設される。

址
図

機
４．． ５

第
第

N14E39 0.20 0。 08 12.5YR3/2暗赤褐色シルト土
2 5YR3/4暗 赤褐色シル ト土

深鉢が正位に埋設される。

址
図

卿
４．． ６

第
第

N12E35 0.38 0.25 12.5YR3/2暗赤褐色シル ト土
2 5YR3/4暗 赤褐色シル ト土

深鉢が正位に埋設される。

第 17表  ピット観察表 (5)

第 18表 埋甕址観察表
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3 遺物観察表

遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第 1号住居址

第 74図-1

不
　
　
鰤

口径 13.4
器高  4.9
底径  5。 8

日縁部体部1/2底部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)黒

平底より内弯して開き、日縁
部で僅かに外反する

軸槙による撫で
底部回転糸切り
箆磨き 黒色処理

第 1号住居址

第 74図-2

不
　
　
獅

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR4/2灰褐
(内)7.5YR4/1褐灰

平底 0)底部回転糸切 り

(内)

第 1号住居址

第 74図-3

椀
　
廟
酬

口径 16.0
器高  4.8
底径  7.5
日郷瑯瑯1/2

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(D5Y7/2灰白
0)5Y7/2灰白

高台付の底部より緩やかな張
りを持って開き、日縁部で小
さく外反する

(外)軸櫨による撫で
底部回転糸切り

(内)撫で
釉を漬け掛けする

第 1号住居址

第 74図-4

椀
　
廟
略

口径 14.8
残高  3.7
底径
日縁部～体部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Y7/1灰 白

m)7.5Y7/1灰 白

浅めの体部より僅かに外反す
る日縁部に至る

G)軸輯による撫で、削り
(内)軸韓による撫で
外内面に灰釉を漬け掛けす
る

第 1号住居址

第 74図 -5

甕
　
　
獅

口径 23.2
残高  7.2
底径
口縁部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR7/4に ぶい黄橙

0)10YR7/6明黄褐

口縁部は外反直立する
張りの無い胴部より外反する
口縁部に至る

0)横位の撫で
0)口縁部横位の撫で

胴部木口状工具による
横位の撫で

第 1号住居址

第 74図 -6

甕
　
　
獅

径
高
径
部

口
残
底
底

2.3

4.5

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
a)5YR6/4にぶい橙
0)5YR6/6橙

平 底 (外)箆肖Jり

(内)横位の撫で

第 1号住居址

第 74図-7

甕
　
　
箱

口径
残高  4.5
底径 24.4
底部一部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
良好
0)5YR5/2灰褐
(内)5YR5/2灰褐

平底 0)叩 き目を施す

(内)撫で

第 1号住居址

第 74図-8

士
里

　

　

箱

口径
残高  6.7
底径
頸部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
(外)5YR2/1黒褐
(内)7.5YR3/1黒褐

(外)

(内)

第 2号住居址

第 75図-1

不
　
　
鰤

口径 12.6
残高  3.1
底径
日縁部～胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
0)10YR7/4にぶい黄橙
0)黒

体部より直線的に口縁部に至
る

0)軸韓による撫で

0)箆磨き 黒色処理

第 2号住居址

第 75図-2

不
　
　
獅

口径
残高  2.4
底径  7.0
底部1/2

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
(外) 2.5YR5/1鎮 貨5k
(内)2.5YR8/2灰白

平底 軸櫨による撫で
底部回転糸切り
軸襲による撫で

第 2号住居址

第 75図 -3

琢
　
　
獅

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
0)10YR7/4にぶい黄橙
0)黒

平底
中心が僅かに厚くなる

軸輯成形 体部箆削り
底部回転糸切り
箆磨き 黒色処理

第 2号住居址

第 75図-4

不
　
　
獅

口径
残高  2.0
底径  7.2
底部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
0)5YR8/2灰白
0)5YR8/2灰白

平 底 軸輯による撫で
底部回転糸切り
軸軽による撫で

第 2号住居址

第 75図-5

不
　
　
獅

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
a)10YR7/4にぶい黄橙
0)黒

平底 (外)軸韓成形 体部箆削り

0)精緻な箆磨き
黒色処理

第2号住居址

第 75図-6

甕
　
　
徳

口径
残高  5。 0

底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)2_5Y4/1黄灰
(内)2.5Y5/1黄灰

叩き目を施す
自然釉を施す
撫で

第2号住居址

第 75図 -7

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径
残高  6.4
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/3に

=ヾ

tヽ 橙
(内 )7.5YR7/3に 応ヾい橙

把手部 0)沈線の区画にRL縄文
を施す

(内)

第 19表 住居址出土遺物観察表 (1)
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

第 2号住居址

第 75図 -8

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
G)10YR7/6明黄褐
(内)7.5YR6/3にぶい褐

口縁部は内側に肥厚する (外)

(内)

第 2号住居址

第 75図-9

淋
　
　
緻

口径
残高  7.7
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
0)10YR6/3に ぶい黄橙
(内)7.5YR6/4にぶい橙

0)沈線とLR縄文による
文様を施す

0)横位の箆削り

第 3号住居址

第 76図 -1

不
　
　
獅 ４

径
高
径
／

口
器
底
３

胎 ;金雲母を多量に含む
焼 ;良好
色 ;(D5YR6/4に ぶい橙

0)5YR6/4にぶい橙

平底より丸みを持って立ち上
がり、日縁部に至る

体部軸輯による撫で
底部回転糸切り
体部軸輯による撫で

第 3号住居址

第 76図-2

不
　
　
獅

口径
残高  1.0
底径  5。 2

底部1/4

、粗砂粒含む

7.5YR7/4に ぶい橙
7.5YR7/4に 応ヾし

'登

薇
朗
∽
①

胎
焼
色

平底 a)底部回転糸切り

0)撫で

第 3号住居址

第 76図 -3

椀
　
　
獅

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR8/4浅黄橙
(内)7.5YR7/4に 応ヾいオ登

高台付の底部 G)軸輯成形 撫で

0)撫で 箆削り

第 3号住居址

第 76図-4

椀
　
　
鋼

口径 13.0
器高  5.5
底径  7.0
岨瑚～郎1/3

母、粗砂粒含む

7.5YR7/3に
=ミ

い橙
7.5Ⅶ 7/3に ぶい橙

鎮
朗
の
①

胎
焼
色

高台付で丸みのある外部より
内弯気味の回縁部に至る

0)軸輯による撫で

0)撫で

第 3号住居址

第 76図 -5

椀
　
　
枷

口径 12.6

器高  5.6
底径  6.6
1/2

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/6明赤褐

高台付で丸みのある深めの不
部より、小さく外反する日縁
部に至る

0)軸輯による撫で

0)撫で
P-1出土

第 3号住居址

第 76図-6

椀
　
　
獅

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;J良蚊子
色 ;0)10YR7/2に ぶい黄橙

m)黒

高台付の底部 0)撫で 箆削り
0)中心より放射状に箆磨

き 黒色処理
P-1出土

第 3号住居址

第 76図 -7

釜
　
　
師

羽
　
　
土

口径 24。 6

残高 11.5
底径
口縁1/6 胴部一部

石英、雲母を多量に含む
良好
(外) 5YR6/4にぶい橙-5YR4/3にぶい赤褐
(内)5YR5/4に 恵ヾい赤褐

胎
焼
色

付鍔
口唇部に面取りを施す

横位の箆削り
胴部縦位の箆削り
横位の撫で

第4号住居址

第 77図-1

不
　
　
獅

口径 14。 2

器高  3.1
底径  6.0
曜部3/4-瑯

胎 ;金雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内) 2.5YR6/6市議

平底より大きく開き、浅い体
部より口縁部に至る

軸輯による撫で
底部回転糸切り
軸轄による撫で

第 4号住居址

第 77図-2

琢
　
　
蜘

口径 12_5
器高  3.6
底径  6.4
1/3

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10G4/1暗 青灰

0)黒

平底より開いて立ち上がり、
僅かに外反する口縁部に至る

0)軸韓による撫で

0)軸櫨による撫で 精緻
な箆磨き 黒色処理

第4号住居址

第 77図-3

琢
　
　
鰤

径
高
径
／

口
器
底
１

、粗砂粒含む

2.5YR7/6橙
2.5YR6/6橙

母
好
＞
＞

雲
良
Ｇ
Ｑ

胎
焼
色

平底より内弯して開き、日縁
部で小さく外反する

0)軸輯による撫で

0)箆磨き

第 4号住居址

第 77図-4

不
　
　
獅

口径 13.4
器高  4.5
底径  6.2
日縁1/3～底部一部

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
0)黒色

胎
焼
色

平底より内弯して開き、日縁
部で小さく外反する

軸韓による撫で
底部回転糸切り
中心より放射状の箆磨
き 黒色処理

第4号住居址

第 77図 -5

不
　
　
獅 ４

径
高
径
／

口
器
底
１

金雲母、粗砂粒含む
断
(外)2.5YR7/4淡赤橙
0)10R6/6赤橙

胎
焼
色

平底より立ち上がり、深めの

体部より回縁部に至る
軸輯による撫で
底部回転糸切り
箆磨き

第4号住居址

第 77図 -6

不
　
　
獅

口径 12.8
器高  4.4
底径  5.6
日縁体部1/2～底部

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)2.5YR6/8橙
(内)2.5YR6/6橙

胎
焼
色

平底より立ち上がり、深めの
体部より口縁部に至る

0)軸韓による撫で
底部回転糸切り

0)箆磨き

第 20表 住居址出土遺物観察表 (2)
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ整 形

第4号住居址

第 77図 -7

不
　
　
鰤

口径 14.8
残高  1.9
底径
1//4

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/4に

=ヾ

いオ登
m)5YR7/6橙

体部は大きく開く (外)軸韓による撫で

0)軸輻による撫で

第4号住居址

第 77図-8

椀
　
　
鰤

口径 15.2
器高  6.0
底径  7.6
口縁部体部1/4底部

胎 :礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/3浅黄橙

(内)7.5YR7/3にぶい橙

高台付の底部から開き、小さ
く外反する日縁部に至る

軸轄による撫で 箆削
り 底部回転糸切り
箆磨き

第 4号住居址

第 77図-9

盤
　
　
鰤

口径 12.8
器高  3.6
底径  7.4
曜部1/4～酬

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/6橙
0)黒

胎
焼
色

高台付の底部から大きく広が
り、浅い体部よりやや外反す
る日縁部に至る

(外)軸輯による撫で

m)軸輯による撫で
箆磨き 黒色処理

第 4号住居址

第 77図 -10

椀
　
廟
畔

口径 13.6
残高  3.2
底径
口縁部1/8

粗砂粒含む
良好
0)5BG7/1明青灰
0)10G7/1明緑灰

胎
焼
色

口縁部は僅かに外反する 0)軸輯による撫で

m)軸轄による撫で
釉は漬け掛け

第 4号住居址

第 77図 -11

鉢
　
　
却

口径 20.6
器高  9。 1

底径  8.4
ほぼ完形

胎 ;金雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
迫L;(外 ) 2.5YR6/6々臣

0)黒

平底より立ち上がり、深い体
部より僅かに外反する国縁部
に至る

軸韓による撫で
底部回転糸切り
箆磨き 黒色処理

0)

第 4号住居址

第 77図 -12

甕
　
　
抑

口径 22.0
残高  6.2
底径
口縁部1/4

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/3にぶい橙
(内 )7.5YR4/3褐

胎
焼
色

口縁部は「く」の字状に外反
する

0)横位の撫で

(内)撫で
竃出土

第 4号住居址

第 77図 -13

甕
　
　
獅

口径
残高  3.7
底径 10.6
底部1/5

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
(外) 5YR6/6カ餃
(内)5YR6/4にあミいオ登

胎
焼
色

平底 (外)箆肖Jり

(内)1窒肖Jり

第 4号住居址

第 77図 -14

甕
　
　
獅

口径 18.6
残高  6.0
底径
口縁部1/8

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に

=ミ

い橙
(内)7.5YR7/4に

=ヾ

いオ登

胎
焼
色

口縁部は緩く「く」の字状に
外反する

a)横位の撫で

0)刷毛調整

第 5号住居址

第 78図 -1

不
　
　
獅

口径 13.7
器高  4.4
底径  6.4
日録胴部1/2～底部

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
α)10YR7/4に ぶい黄橙
0)黒

胎
焼
色

平底より内弯して開き、日縁
部にいたる

G)箆磨き
底部回転糸切り

(内)箆磨き 黒色処理

第 5号住居址

第 78図-2

不
　
　
獅

口径 14.6
器高  4.3
底径  7.2
日縁部～底部

=部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(外) 7.5YR6/6橙

0)黒

平底より内弯して開き、日縁
部で僅かに外反する

(外)軸輯による撫で

m)箆磨き 黒色処理

第 5号住居址

第 78図-3

琢
　
　
獅

口径 16.5
器高  5.0
底径  7.8
1/4

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)10YR7/4 に応ヾい黄橙
0)黒

胎
焼
色

平底より内弯して開き、ごく
僅かに外反する日縁部に至る

(外)軸輯による撫で 底部
回転糸切り 黒色処理

(内)軸輯による撫で
箆磨き 黒色処理

第 5号住居址

第 78図 -4

琢
　
　
獅

口径 14.6
器高  4.1
底径  7.1
ほぼ完形

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/8黄橙

0)黒

平底より開き、日縁部で外反
する

0)軸輯による撫で
(内)軸韓による撫で

箆磨き 黒色処理
墨書土器

第 5号住居址

第 78図-5

不
　
　
鰤

口径 12.8
器高  3.8
底径  6.0
ほぼ完形

雲母、礫、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR7/4に 応ヾい橙
0)黒

胎
焼
色

平底より開き、僅かに外反す
る口縁部に至る

軸輯による撫で
底部回転糸切り
軸輯による撫で
箆磨き 黒色処理

第 5号住居址

第 78図 -6

不
　
　
獅

回径 14.6

器高  5.0
底径  4.0
1/4

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
0)10YR7/4にぶい黄橙
0)黒

胎
焼
色

平底より内弯して開き、日縁
部でやや外反する

軸韓による撫で
底部回転糸切り
軸韓による撫で
箆磨き 黒色処理

第 5号住居址

第 78図-7

不
　
　
鰤

口径 16。 7

器高  6.6
底径  7.0
ほぼ完形

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/6橙
(内)7.5YR4/2灰褐

胎
焼
色

平底より内弯して立ち上がり
口縁部に至る

輛輯による撫で
底部回転糸切り
箆磨き

第 21表 住居址出土遺物観察表 (3)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整   形   ほ  か

第 5号住居址

第 78図-8

不
　
　
徳

口径 13.0
残高  3.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒を含む

良好
(外)2.5Y7/1灰 白
(内)2.5Y7/1灰 白

内弯した体部から口縁部に至
る

0)軸輌による撫で

0)軸軽による撫で

第 5号住居址

第 78図-9

不
　
　
鰤

口径 18.6
残高  6。 1

底径
口縁部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

体部から僅かに外反した日縁
部に至る

0)軸輯による撫で

0)箆磨き

第 5号住居址

第 78図 -10

不
　
　
獅

唯
嬬
雌
廓

雲母、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR6/4にぶい橙
0)黒

胎
焼
色

平底より内弯して立ち上がる 軸輯による撫で
底部回転糸切り
箆磨き 黒色処理

第 5号住居址

第 78図 -11

椀
　
　
獅

口径 15。 4

器高  5.1
底径  7.0
日酬1/5～螂

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)黒

高台付の底部より内弯して開
き、ごく僅かに外反する日縁
部に至る

軸輯による撫で
底部回転糸切り
輛韓による撫で

箆磨き 黒色処理

第 5号住居址

第 78図 -12

椀
　
　
鋼

略
編
雌
ν

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;a)5Y6/8橙

0)黒

高台付の底部より内弯して開
き、外反する日縁部に至る

軸韓による撫で
底部回転糸切り
箆磨き 黒色処理

第 5号住居址

第 78図 -13

皿
　
　
獅

口径 13.2
器高  3.1
底径  6.3
日縁部体部1/4底部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR7/6橙

0)黒

高台付の底部より開き、日縁
部に至る
体部は浅い

0)朝輌による撫で

0)軸軽による撫で
箆磨き 黒色処理

第 5号住居址

第 78図 -14

甕
　
　
獅

口径 12.6
残高  5.8
底径
口縁部1/4

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR6/4に ぶい黄橙

0)10YR5/3にぶい黄褐

胴部より短く外反する口縁部
に至る

0)横位の撫で

m)横位の撫で
ピット出土

第 5号住居址

第 78図 -15

甕
　
　
鋼

口径
残高  4.3
底径  6.0
底部1/2

粗砂粒含む

7.5YR7/6橙
7.5YR6/3に ζミtヽオ局

ヽ
好
＞
＞

礫
良
Ｇ
Ｏ

胎
焼
色

平底 0)箆削り 箆磨き

0)箆削り 箆磨き

第 5号住居址

第 78図 -16

甕
　
　
獅

口径 19.0
残高  4.0
底径
口縁部一部

礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR7/4に

=ミ

いオ登

胎
焼
色

口縁部は僅かに外反する 0)口縁部横位の撫で

0)削 り 木口状工具によ
る刷毛目

第 5号住居址

第 78図 -17

一霊　
　
抑

口径 16.6
残高  5.1
底径
口縁部1/2

、粗砂粒含む

10YR7/4にぶい黄橙
10YR7/4に ぶい黄橙

母
好
＞
＞

雲
良
０
０

胎
焼
色

口唇部に面取りを施す 0)軸輯による撫で

0)胡韓による撫で

第 7号住居址

第 79図-1

椀
　
　
獅

□径 17.0
器高  5.9
底径  8.4
畷部1/6～螂

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)黒

平底より開いて立ち上がり、
内弯して口縁部に至る

0)底部箆削り

0)箆磨き 黒色処理

第 7号住居址

第 79図-2

不
　
　
鰤

口径 14.6
残高  3.5
底径
日縁部体部一部

石英、礫、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR5/4に ぶい褐
0)黒

胎
焼
色

体部より緩やかに口縁部に至
る

0)軸韓による撫で

0)軸輔による撫での後、
箆磨き 黒色処理

第 7号住居址

第 79図-3

不
　
　
獅

口径
残高  2.7
底径  6.6
底部3/4

雲母、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
0)黒

胎
焼
色

平底 G)底部回転糸切り

m)箆磨き 黒色処理

第 7号住居址

第 79図-4

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  6.1
底径
口縁部一部

雲母、礫、粗砂粒含む

良好
(外) 5YR6/6カ饉
(内)7.5YR7/4に 応ヾい1登

胎
焼
色

口縁部は外反し、先端で内側
に折曲する

0)口唇部に沈線が巡る

(内 )

第 7号住居址

第 79図 -5

齢
　
　
緻

口径
残高  3.0
底径
口縁部一部

礫、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR4/2灰褐
(内)7.5Y聞 /3に 応ヾい褐

胎
焼
色

口縁部は外反し、先端で内側
に折曲する

G)口唇部に沈線が巡る
箆肖Jり

0)磨 き

第 22表 住居址出土遺物観察表 (4)
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遺構NO

図版NO

器種

種類

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ形整

第 7号住居址

第 79図-6

深鉢

縄文

口径
残高  4.6
底径
胴部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

沈線による文様を施す

第 7号住居址

第 79図-7

淋

縄文

口径
残高  3.8
底径
口縁部一部

胎 ;金雲母、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;J[:1[り i子

色 ;0)5YR5/8明 赤褐
(内)7.5YIR5/6明 褐

0)胴部に隆帯が巡り、そ
の下に刺突文を連続し
て施す

(内)

第 7号住居址

第 79図-8

辮

縄文

口径
残高  6。 1

底径
胴部一部

胎 ;石英、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Ⅶ 7/6橙

(内)7.5YIR7/6橙

(外)

(内)

第 7号住居址

第 79図-9

淋

縄文

口径
残高  5.5
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;U7‐

色 ;0)7.5YR5/4にぶい褐
(内)7.5YR6/6橙

0)磨消縄文を施す 沈線
の区画にLR縄文を施
す

0)磨きを施す

第 7号住居址

第 79図 -10

淋

縄文

口径
残高  3.7
底径
胴部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;J::lLJi子

色 ;(D7.5YR4/3褐
(内)5YR6/6橙

G)磨消縄文を施す 沈線
の区画にLR縄文を施
す

(内)1窒肖Jり

第 7号住居址

第 79図 -11

麟

縄文

口径
残高  6.4
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;J良敦子
色 ,0)7.5YR6/6橙

(内)5Ⅶ5/6明赤褐

胴部に刺突文を施すＤ

　

Ｄ

第 7号住居址

第 79図 -12

鮮

緻

口径
残高  1.6
底径 14.0
底部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

底部に網代痕有り

第 7号住居址

第 79図 -13

浅鉢

縄文

口径
残高  1.7
底径 10.2
底部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/4に 広ヾい1登

(内)7.5Ⅶ7/4に ぶい橙

胎
焼
色

底部に網代痕有り

第 7号住居址

第 79図 -14

怒

縄文

口径
残高  2.5
底径  6.6
底部一部

胎 ;麒、鎮母、割嘲陳含む
焼 ;」 ::1[サ :子

色 ;0)5YR6/8橙
(内)5YR6/6屯饉

平底 わ

　

Ｄ

第 7号住居址

第 79図 -15

油口

縄文

口径
器高  3.0
底径
胴部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内)7.5YR7/6橙

Ｄ

　

Ｄ

第 8号住居址

第 80図-1

不

土師

口径 11.0
器高  3.8
底径  6.0
日縁部鋼

胎 :石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(D7.5YR5/4にぶい褐

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

平底より内弯気味に立ち上が
り、日縁部に至る

軸輯による撫で
底部回転糸切り
軸輯による撫で

(D

第 8号住居址

第 80図-2

不
　
　
獅

口径 10。 8

器高  3.6
底径  5.0
日縁部～郎部

石英、礫、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/3にぶい赤褐
0)黒

胎
焼
色

平底より内弯して開き、日縁
部に至る

の
　
①

軸輯による撫で

軸韓による撫での後、
箆磨き 黒色処理

第8号住居址

第 80図-3

不
　
　
獅

口径 12.8
残高  3.7
底径
口録部体部1/2

石英、粗砂粒含む
朗
0)10YR5/2灰黄褐
0)10YR4/2灰黄褐

胎
焼
色

内弯して開く体部より回縁部
に至る

(外)鞠櫨による撫で

0)軸韓による撫での後、
箆磨き

第 8号住居址

第 80図-4

不

土師

口径 11.8
器高  3.5
底径  6.4
日緑部～郎部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Ⅶ 6/3に ぶい褐

0)黒

平底より内弯気味に開き、日
縁部に至る

Ｇ

　

Ｑ

輛韓による撫で

襲襲による撫での後、
箆磨き 黒色処理

第 8号住居址

第 80図-5

椀
　
　
鰤

口径 14.4
器高  4.8
底径  7.0
ほぼ完形

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ,0)5YR6/4に ぶい橙

0)黒

高台付の底部より内弯して開
き、日縁部に至る

鞠檀による撫で
底部回転糸切り
朝輯による撫での後、
箆磨き 黒色処理

第 23表 住居址出土遺物観察表 (5)
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か ほ形整

第 8号住居址

第 80図 -6

椀
　
嘲
酬

口径 13.8

器高  4.8
底径  7.2
日体部1/鮨1/3

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)2.5YR6/2灰黄
(内)2.5YR6/2灰黄

高台付の底部より内弯して開
き、日縁部に至る

G)軸韓による撫で
底部回転糸切り

0)軸韓による撫で
灰釉を漬け掛けする

第 8号住居址

第 80図 -7

椀
　
　
鰤

口径 13.8

残高  4.1
底径
日縁部～体部2/3

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
餅
(外)5YR5/4にぶい赤褐
0)黒

内弯する体部より、僅かに内
弯する日縁部に至る
高台部は欠損している

軸輯による撫で
底部回転糸切り
軸輯による撫での後、
箆磨き 黒色処理

第 8号住居址

第 80図 -8

不
　
　
獅

口径 18.6
残高  8.0
底径
日縁1/6体部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5YR5/3にぶい褐

0)黒

深めの体部より回縁部に至る 0)軸韓による撫で

0)軸輯による撫での後、
箆磨き 黒色処理

第 9号住居址

第 81図 -1

琢
　
　
獅

径
高
径
／

口
器
底
１

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/4にぶい橙
0)黒

胎
焼
色

平底より立ち上がり、内弯す
る体部から緩やかに外反する
日縁部に至る

G)軸輯による撫で
底部回転糸切り

(内)蝉によ碓で麟き黒側
竃出土

第 9号住居址

第 81図 -2

不
　
　
獅

口径 12.0
器高  3.1
底径  5.0
日酬～底部1/5

粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/6橙
(内)5YR6/3にぶい橙

胎
焼
色

平底より立ち上がり、緩やか
に口縁部に至る

軸輯による撫で
底部回転糸切り
軸壇による撫で

第 9号住居址

第 81図 -3

椀
　
　
獅

口径 16.0

器高  6.1
底径  8.0
日縁部体部1/4底部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR7/6橙

(内)5YR7/6橙

高台付の底部から内弯して開
き、外反する日縁部に至る

軸韓による撫で
底部回転糸切り
軸輯による撫で
箆磨き

第 9号住居址

第 81図 -4

椀
　
　
獅

口径
残高  2.5
底径
底部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

0)黒

高台付の底部 0)軸輯による撫で

0)箆磨き 黒色処理

第 9号住居址

第 81図 -5

椀
　
　
獅

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/3浅黄橙

0)黒

高台付の底部 0)軸輯による撫で

0)軸韓による撫で
箆磨き 黒色処理

第 9号住居址

第 81図 -6

椀
　
廟
酬

径
高
径
部

口
残
底
底

粗砂粒含む
朗
G)5CrY7/1明 オリープ灰
(内)5BG7/1明青灰

胎
焼
色

高台付の底部 G)軸輯による撫で

0)軸輯による撫で

第 9号住居址

第 81図 -7

椀
　
　
鰤

回径
残高  1.7
底径  6.8
底部5/6

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR7/3に ぶい黄橙

0)黒

高台付の底部 G)底部回転糸切り

m)箆磨き 黒色処理

第 9号住居址

第 81図 -8

甕
　
　
獅

口径 18.0

器高  8.5
底径 10.0
1/3

胎 ;金雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内)2.5YR6/8橙

平底より立ち上がり、胴部上
位で張りを持ち、「く」の字
状に外反する

0)口縁部横位の撫で

0)口縁部横位の撫で
横位の箆削り

第 9号住居址

第 81図 -9

甕
　
　
獅

口径 17.6
残高  7.7
底径
日縁部1/4脚部

礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR8/4浅黄橙
(内)7.5YR8/4浅黄橙

胎
焼
色

張りの無い胴部より、外反す
る日縁部に至る

(D軸韓による撫で

0)軸韓による撫で

第 9号住居址

第 81図 -10

甕
　
　
獅

口径 17.6

残高 10.0
底径
日郡1/6酬郷

石英、粗砂粒含む

朗
(外)5YR7/4にぶい橙
(内)5YR7/3にぶい橙

胎
焼
色

張りの無い胴部より、外反す
る口縁部に至る

G)口縁部輛韓による撫で
箆肖Jり

0)木口状工具による刷毛
目

第 9号住居址

第 81図 -11

甕
　
　
徳

口径
残高  6.5
底径
胴部一部

粗砂粒含む
朗
(外)5GY6/1オ リープ灰
(内)N4/灰

胎
焼
色

張りのある胴部より、頸部で
屈曲外反する

G)叩 き目を施す
自然釉を施す

0)箆削りの後、撫で
12と 同一個体と思われる

第 9号住居址

第 81図 -12

甕
　
　
徳

口径
残高 13.5
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5BG3/1暗 青灰

(内)5G6/1 叙

(外 )

(内)

11と 同一個体と思われる

第 24表 住居tL出土遺物観察表 (6)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

第11号住居址

第 82図-1

淋
　
　
緻

口径 18.6
残高 11.7
底径
畷部～胴部1/2

胎 ;細砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR5/4にぶい褐

0)10YR5/1褐灰

丸みのある胴部より、緩やか
に外反する日縁部に至る

(外) 磨消縄文を施す LR縄文を施文した後、沈
線の区画を施す

0)横位の箆削りの後、箆
磨き

第11号住居址

第 82図-2

糾
　
　
緻

口径 25.0
残高 13.9
底径
暉卜躙1/4

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR5/6明褐

(内)7.5Ⅶ5/6明褐

口唇部に沈線による文様を施
す
強く張る胴部より外反して、
大きく開く口縁部に至る

磨消縄文を施す I′ R
縄文を施文した後、沈
線による文様を施す
箆磨き

第11号住居址

第 82図-3

離
　
　
緻

口径 34.0
残高 16.4
底径
日縁部～胴部1/4

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒多量に含む

朗
(外)7.5YR5/6明褐
(内)7.5YR5/6明褐

張りのある胴部より外反して
大きく開いて口縁部に至る

磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す
横位の箆削り 箆磨き

0)

第11号住居址

第 82図 -4

淋
　
　
緻

口径 35.2
残高 29.0
底径
畷卜脚1/3

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5Ⅶ 5/4にぶい褐

0)10YR3/1黒褐

緩やかにふくらむ胴部より外
反して、日縁部に至る
波状口縁を呈する

G)沈線による文様とLR
縄文を施す

0)横位の箆削り

第11号住居址

第 82図-5

淋
　
　
緻

回径 39.6
残高 19.0
底径
口縁部1/3

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

丸みを帯びた胴部より緩やか
に外反して、日縁部に至る

G)胴部にLR縄文を施す

0)横位の箆削り

第11号住居址

第 82図-6

淋
　
　
緻

口径 27.0
残高  7.0
底径
口縁部1/4

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

波状口縁を呈する 0)沈線による文様を施す

0)横位の箆磨き

第11号住居址

第 82図-7

淋
　
　
緻

口径
残高  9.0
底径
口縁部1/4

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR4/4褐

(内)7.5YR6/8橙

波頂部 (外)磨き

(内)磨き

第11号住居址

第 82図 -8

淋
　
　
緻

口径
残高  5.2
底径
口縁部一部

、雲母、粗砂粒含む

5YR6/6橙

5Ⅶ5/3に ぶい赤褐

麒
朗
①
①

胎
焼
色

口縁部は外反する 0)口唇部に1条の沈線が
巡る 箆削り

0)箆磨き

第11号住居址

第 82図 -9

淋
　
　
緻

口径
残高  5.1
底径
口縁部一部

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR5/4に ぶい褐
0)10YR6/3にぶい黄橙

胎
焼
色

波頂部 (外)

0)隆帯が巡る

第11号住居址

第 82図 -10

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  5.6
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR5/6明褐
(内)5YR5/6明赤褐

胎
焼
色

波頂部 (外)

0)箆磨き

第11号住居址

第 82図 -11

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  7.8
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/6橙～5YR5/2灰褐
(内)5YR6/6橙

胎
焼
色

波頂部
回縁部は外反し、先端は屈折
する

0)口唇部に1条の沈線が
巡る 箆磨き

(内)箆磨き

第11号住居址

第 82図 -12

沿
　
　
緻

口径
残高 11.5
底径
日緑部～胴部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)10YR6/4にぶい黄橙
0)10YR5/2灰黄褐

胎
焼
色

口縁部は外反し、先端で緩く
内折する

0)沈線による文様を施す

0)横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -13

淋
　
　
緻

口径
残高  5.9
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)2.5YR5/3に ぶい赤褐
(内)5YR6/3にぶい橙

胎
焼
色

波頂部
口縁部は先端で屈曲する

0)口縁部に1条の沈線が
巡る

(内)1窒肖1り

第11号住居址

第 82図 -14

離
　
　
緻

口径
残高  8.2
底径
口縁部一部

雲母、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR5/4に ぶい褐
0)10YR4/2灰黄褐

胎
焼
色

口縁部は外反し、先端で内屈
する

0)日唇部に1条の沈線が
巡る

0)横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -15

麟
　
　
緻

口径
残高  6.4
底径
口縁部一部

胎 ;雲母を僅かに含む

焼 ;良好
色 :0)7.5YR5/4にぶい褐

0)10YR7/3にぶい黄橙

波頂部 (外)

(内)

第 25表 住居址出土遺物観察表 (7)
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遺構NO

図版N0

器種

種類
法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ

第11号住居址

第 82図 -16

浅鉢

縄文

口径
残高  7.7
底径
口縁部一部

胎 ;雲母を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5YR5/3にぶい褐

(内)5YR6/6橙

波頂部 (外)箆削り

(内 )

第11号住居址

第 82図 -17

浅鉢

縄文

口径
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む

断
a)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR6/6橙

口縁部は外反し、先端で強く
折れる

G)沈線の区画に縄文を施
す

0)精緻な箆磨き

第11号住居址

第 82図 -18

浅鉢

縄文

口径
残高  2.7
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D7.5YR4/3褐

(内)7.5YR3/3暗褐

口縁部は大きく外反して開き
先端で屈折する

(外)

0)箆磨き

第11号住居址

第 82図 -19

淋
　
　
緻

口径
残高  6.3
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR7/4にぶい橙
(内)7 5YR6/3にぶい褐

第11号住居址

第 82図 -20

浅鉢

縄文

口径
残高  9。 4

底径
体部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)5YR4/1褐灰～5YR6/2灰褐
(内)5YR6/3にぶい橙

磨消縄文を施す

第11号住居址

第 82図 -21

浅鉢

縄文

口径

残高  6.6
底径
体部一部

胎
焼
色

石英、雲母、礫含む
良好
(外)7.5YR8/4浅黄橙
(内)5YR7/6橙

G)沈線による文様を施す

(内)

第11号住居址

第 82図 -22

深鉢

縄文

口径
残高  5。 5

底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)5YR5/3にぶい赤褐
(内)5YR4/2灰褐

磨消縄文を施す

箆磨き

第11号住居址

第 82図 -23

浅鉢

縄文

口径
残高  8.2
底径
体部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒多量に含む

朗
(外)2.5YR5/6明赤褐
(内)2.5YR4/1赤灰

磨消縄文を施す

第11号住居址

第 82図 -24

麟
　
　
緻

口径
残高  6.3
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)2.5YR6/6橙～2.5YR4/1赤 灰
(内)2.5YR5/8明赤褐

磨消縄文を施す
LR縄文を施文した後
沈線の区画を施す
磨き

第11号住居址

第 82図 -25

浅鉢

縄文

口径
残高  5。 1

底径
体部一部

胎 ;石英、雲母、礫含む

焼 ;良好
色 ;G)5Ⅶ6/8橙

(内)5YR5/4にぶい赤褐

磨消縄文を施す

第11号住居址

第 82図 -26

浅鉢

縄文

口径
残高  7.5
底径
体部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)2.5YR6/8橙 ～2.5YR4/1赤灰
(内)2.5m5/1赤 灰

丸みのある胴部より、緩やか
に外反する口縁部に至る

第11号住居址

第 82図 -27

淋
　
　
緻

口径
残高  6。 6

底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)5YR7/6橙
(内)2.5YR5/6嚇卜5Ⅶ5/1褐灰

磨消縄文を施す

箆磨き

第11号住居址

第 82図 -28

料

縄文

口径
残高  7.1
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外) 2.5YR6/4に ぶい橙～10R5/3 プト利島

(内)7.5YR7/3に ぷtla～ 7.5YR5/1褐灰

G)U字状区画文を施す
縄文を施文した後、沈
線を施す

(内)

第11号住居址

第 82図 -29

淋
　
　
緻

口径
残高  5.8
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

胴部にLR縄文を施す

箆肖Jり

第11号住居址

第 82図 -30

淋

縄文

口径
残高  9.3
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
(外)5YR6/4にぶい橙
(内)5YR6/4にぶい橙

押圧隆帯を施す

箆磨き

第 26表 住居址出土遺物観察表 (3)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 質器 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ整 形

第11号住居址

第 82図 -31

浅鉢

縄文

口径
残高  5.0
底径
郷～体部部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/1褐 灰

(内)5YR4/1褐灰

頸部に「 8」 字状貼付
文を施す
箆磨き

第11号住居址

第 82図 -32

浅鉢

縄文

口径
残高  4.2
底径
体部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外) 2.5Y4/1 コ首うに
(内)2.5Y4/1黄 灰

頸部に「 8」 字状貼付
文を施す
箆磨き

第11号住居址

第 82図 -33

浅鉢

縄文

口径
残高  5,7
底径
体部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/4にぶい赤褐
(内)5YR4/1褐灰

わ

　

Ｄ

沈線による文様を施す

箆磨き

第11号住居址

第 82図 -34

鮮

縄文

口径
残高  8.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)5Ⅶ6/8橙

(内)5YR3/1黒褐

Ｇ

　

Ｏ

沈線による文様を施す

第11号住居址

第 82図 -35

深鉢

縄文

口径
残高  9.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母片含む
朗
(外)5YR6/4にぶい橙
(内)5YR6/4にぶい橙

張りの無い胴部よりそのまま
口縁部に至る
日縁部は少し肥厚する

①
　
①

沈線による文様を施す

撫で

第11号住居址

第 82図 -36

淋

縄文

口径
残高  6.7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/4にぶい褐
(内)7.5YR4/2灰褐

a)日縁部に沈線が巡る
胴部にLR縄文を施す

(内)

第11号住居址

第 82図 -37

浅鉢

縄文

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
餅
(外)5YR7/4に ぶい橙～5YR5/1褐灰
(内)5YR7/6橙

沈線による文様を施す

磨き

第11号住居址

第 82図 -38

淋

縄文

口径
残高  4。 6

底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR3/3暗赤褐
(内)5YR4/2灰褐

波頂部 0)沈線とRL縄文による
文様を施す

(内)磨き

第11号住居址

第 82図 -39

淋

縄文

口径
残高  5。 1

底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;J良敦子
色 ;0)5YR4/3に ぶい赤褐

(内)5YR5/3にぶい赤褐

口唇部に面取りを施す 0)El縁部に沈線による文
様を施す

(内)

第11号住居址

第 82図 -40

麟

縄文

口径
残高  4.4
底径
回縁部一部

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR5/3に ぶい褐
(内)5YR4/4にぶい赤褐

胎
焼
色

口唇部は面取りを施し、内側
に肥厚する

沈線による文様を施すＤ

　

Ｄ

第11号住居址

第 82図 -41

麟

縄文

口径

残高  5.2
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR3/3暗赤褐
(内)5YR3/3暗赤褐

胎
焼
色

口唇部に沈線が巡るＤ

　

Ｄ

第11号住居址

第 82図 -42

浅鉢

縄文

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/2灰 褐

(内)5YR5/2灰褐

口唇部に面取りを施す
製

G)無文 箆削り 箆磨き

0)箆削り 箆磨き

第11号住居址

第 82図 -43

淋

縄文

口径
残高  6.1
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒多量に含む
良好
(外)5YR3/2暗赤褐
(内)5YR6/8橙

胎
焼
色

糊 0)無文 箆削り

(内)1寃肖Jり

第11号住居址

第 82図 -44

深鉢

縄文

口径

残高  5。 5

底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Ⅶ 7/2明褐灰

(内)7.5YR7/2明褐灰

櫻 0)無文

(内)

第11号住居址

第 82図 -45

浅鉢

縄文

回径
残高  5。 3

底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR5/3にぶい褐

(内)7.5YR4/3褐

製 0)無文 箆削り 磨き

(内)箆削り 磨き

第27表 住居址出土遺物観察表 (9)
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遺構NO

図版NO

器種

種類

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ整 形

第11号住居址

第 82図 -46

浅鉢

縄文

口径
残高  5。 9

底径
口縁部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3にぶい橙

(内)7.5YR6/3にぶい褐

櫻 無文 磨き

磨き

第11号住居址

第 82図 -47

淋

縄文

口径
残高  7.3
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

(内)5YR7/6橙

製 0)無文

(内)

第11号住居址

第 82図 -48

淋

縄文

口径
残高 10.0
底径
口縁部一部

雲母、細砂粒含む

良好
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR5/3に ぶい褐

胎
焼
色

突起部 箆肖Jり

箆磨き

第11号住居址

第 82図 -49

淋
　
　
緻

口径
残高  8.5
底径
口縁部一部

雲母、粗砂粒含む
朗
0)10YR6/4に ぶい黄橙
(内)7.5YR6/3に 熱ヽ卜10YR4/1褐灰

胎
焼
色

突起部

第11号住居址

第 82図 -50

淋

縄文

口径
残高  8.0
底径
口縁部一部

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/3にぶい橙
(内)7.5YR6/4にぶい橙

胎
焼
色

突起部 箆磨き

第11号住居址

第 82図 -51

浅鉢

縄文

口径
残高  3.2
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/2灰褐
(内)5YR4/1褐灰

胎
焼
色

口唇部に連続した刻み目を施
す

0) 口縁部に沈線による文
様を施す 欄な麟き
文様を施す
精緻な箆磨き

第11号住居址

第 82図 -52

浅鉢

縄文

口径
残高  5.2
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR2/1黒褐～5YR6/4に 船ヽ橙
(内)5YR5/1褐灰″5YR7/3に ‖l橙

胎
焼
色

波頂部
口唇部に連続した刺突文を施
す

磨消縄文を施す 横位
に巡るLR縄文の構成
日録部に平行に4条の沈線による文様を施す
箆磨き

第11号住居址

第 82図 -53

淋

縄文

口径
残高  5,0
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR4/1褐灰

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

口唇部に面取りを施す 0)沈線による文様を施す
精緻な作り 磨き

(内)

第11号住居址

第 82図 -54

淋
　
　
緻

口径
残高  4.4
底径
口縁部一部

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR3/1黒褐
(内)5YR3/1黒褐～5Ⅶ6/6橙

胎
焼
色

回唇部に面取りを施す ０

　

０

箆削り 箆磨き

沈線が巡る
箆削り 箆磨き

第11号住居址

第 82図 -55

淋

縄文

口径 28.4
残高 17.0
底径
口縁部1/3

石英、粗砂粒を多量に含む
朗
(外)7.5YR2/2黒褐
(内)7.5YR5/6明褐

胎
焼
色

樽形の胴部より緩く内弯して
回縁部に至る

口縁部に平行に指頭で
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -56

淋
　
　
緻

口径 34.0
残高 21.5
底径
口縁部～胴部‐部

胎 ;細砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明褐

(内)7.5YR4/4褐

粘土帯積み上げ 0)連続して指頭で押圧し
た隆帯が口縁部を巡る
縦位の箆削り

0)横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -57

淋

縄文

口径 36.6

残高 20.5
底径
日郎～郡部

細砂粒、粗砂粒を多量に含む

朗
(外)7.5YR5/6明褐
(内)7.5YR5/6明褐

胎
焼
色

張りの無い胴部より、先端で

小さく内弯する日唇部に至る
連続して押圧した隆帯
が回縁部を巡る
横位の箆削り
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -58

料

縄文

口径
残高  7.1
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)5YR6/3にぷい橙～7.5YR4/2灰 褐

(内)2.5YR5/6明赤褐

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り

0)

第11号住居址

第 82図 -59

群

縄文

口径
残高  5.2
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
値L;(外 ) 10YR4/2灰黄褐～7.5YIR6/6 塩獣

(内)7.5YR6/8橙

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -60

淋
　
　
緻

口径
残高  5.1
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/8橙
(内)5YR4/3にぶい赤褐

胎
焼
色

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り

第 28表 住居址出土遺物観察表 (10)
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遺構NO

図版N0

器種

種類
法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ整 形

第11号住居址

第 82図 -61

淋

縄文

口径
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR4/4にぶい赤褐
(内)5YR5/6明赤褐

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -62

麟
　
　
緻

口径
残高  7.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/3にぶい赤褐
(内)5YR6/6橙

G) 口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
箆磨き

第11号住居址

第 82図 -63

淋

縄文

口径
残高  5,7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/4にぶい赤褐
(内)5YR6/6橙

0)日縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

(内)

第11号住居址

第 82図 -64

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  2.7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)5YR7/3に ぷい橙～5YR6/6橙

(内)5YR6/4にぶい橙

α)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

(内)

第11号住居址

第 82図 -65

淋

縄文

口径
残高  5.1
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/3に ぷい橙～5YR7/3に ぷい橙
(内)5YR5/1褐灰～5Ⅶ 6/3に熱ヽ橙

G)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

(内)

第11号住居址

第 82図 -66

淋

縄文

口径
残高  5.4
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/4に ‖鼈～5YR5/4に 船ヽ赤褐
(内)5YR4/1褐灰～5YR6/4に ぷい橙

0)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

(内)

第11号住居址

第 82図 -67

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.6
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR4/2灰褐
(内)5YR4/6赤褐

0) 口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -68

深鉢

縄文

口径
残高  3.8
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/4に ぶい褐
(内)7/5YR6/4に ぶい橙

口唇部は内側に肥厚する 0)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

(内 )

第11号住居址

第 82図 -69

濯
　
　
緻

口径
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)10YR7/3にぶい黄橙
(内)7.5Ⅶ7/3に ぶい橙

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
箆肖Jり

第11号住居址

第 82図 -70

剛
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/6橙
(内)7.5YR4/1褐 灰

G)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯を貼付し
て巡らせる

0)横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -71

麟

縄文

口径
残高  6.7
底径
口縁部一部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR4/2灰 褐

(内)5YR4/3にぶい赤褐

回縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り
箆削りの後、箆磨き

第11号住居址

第 82図 -72

淋

縄文

口径
残高  6.7
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4に ぶい赤褐

(内)5YR5/6明赤褐

0)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

(内)

第11号住居址

第 82図 -73

淋
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/2褐 灰
(内)5YR6/4にぶい橙

胎
焼
色

0)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

(内)

第11号住居址

第 82図 -74

料

縄文

口径
残高  6.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(わ 7.5YR5/1褐灰

(内)7.5YR7/2明 褐灰

a)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
箆削り

(内 )1室肖Jり

第11号住居址

第 82図 -75

深鉢

縄文

□径
残高  4.8
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR4/3にぶい赤褐
(内)5YR5/4にぶい赤褐

胎
焼
色

回縁部は内側に肥厚する G)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

(内)

第 29表 住居址出土遺物観察表 (11)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ整 形

第11号住居址

第 82図 -76

籍

縄文

口径
残高  5.7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)2.5YR6/6橙～2.5YR5/1赤 灰
(内)2.5YR4/1赤灰

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -77

鮮

縄文

口径
残高 10。 2

底径
口縁部一部

胎 ;欺醐授け輌のようになっている

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明 赤褐～5YR4/2灰褐

(内)5YR3/6暗赤褐

口縁部直下に連続して

押圧した隆帯が巡る
箆肖Jり

第11号住居址

第 82図 -78

淋

縄文

口径
残高  6.0
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)2.5YR5/6嚇卜2.5YR4/1赤 灰
(内)2.5YR4/4に ぶい赤褐

胎
焼
色

(D口縁部直下に連続して

押圧した隆帯が巡る
箆削り

(内)箆削り

第11号住居址

第 82図 -79

深鉢

縄文

口径
残高  5.3
底径
口縁部一部

薇
朗
①
①

胎
焼
色

、雲母、粗砂粒含む

7.5YR7/4に船鼈～7.5YR5/1版
7.5YR7/4に ぶい橙

口縁部直下に連続して

押圧した隆帯が巡る
箆削りの後、撫で
箆削りの後、撫で

第11号住居址

第 82図 -80

淋

縄文

口径
残高  6.6
底径
口縁部一部

礫、粗砂粒含む
朗
(D7.5YR5/4に ぶい褐
(内)7.5Ⅶ5/3にぶい褐

胎
焼
色

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆磨き

第11号住居址

第 82図 -81

淋

縄文

口径
残高  5.6
底径
口縁部一部

粗砂粒含む

5YR6/4にぶい橙
7.5YR7/4に ぶい橙

礫、朗
①
①

胎
焼
色

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -82

籍
　
　
緻

口径
残高  9.7
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)5YR4/2灰褐
(内)5YR6/4に 船颯～7.5YR4/1褐灰

胎
焼
色

粘土帯積み上げ 0)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

箆肖Jり

0)箆磨き

第11号住居址

第 82図 -83

淋

縄文

口径
残高  8.1
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
(内)7.5YR6/3に 慮ミいオ局

胎
焼
色

a)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

(内)

第11号住居址

第 82図 -84

洛

縄文

口径
残高  7.3
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR7/6橙～7.5YR5/2灰 褐
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

横位の箆削り
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -85

淋
　
　
緻

口径
残高  5.8
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR5/2灰褐
(内)7.5YR6/3に ぶい褐

胎
焼
色

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

横位の箆削り
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -86

麟

縄文

口径

残高  7.1
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗粒含む

朗
(外)5YR5/4に 応ヾい赤褐
(内)5YR5/6明赤褐

胎
焼
色

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る

横位の箆削り
横位の箆削り

0)

第11号住居址

第 82図 -87

離

縄文

口径
残高  9.8
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5Ⅶ5/4にぶい赤褐
(内)5YR4/2灰褐

胎
焼
色

(D口縁部直下に連続して

押圧した隆帯が巡る

撫で
0)横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -88

淋
　
　
緻

口径

残高  8。 2

底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)5YR6/6橙
(内)5YR5/6明赤褐

胎
焼
色

口縁部直下に連続して

押圧した隆帯が巡る

横位の箆削り

(D

第11号住居址

第 82図 -89

料

縄文

口径
残高  5.6
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
a)5YR4/4にぶい赤褐
(内)5YR4/2灰褐

胎
焼
色

0)口縁部直下に連続して

押圧した隆帯が巡る
箆肖Jり

(内)1寃肖1り

第11号住居址

第 82図 -90

料

縄文

口径
残高  6.7
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/3にぶい橙
(内)5YR5/2灰褐

胎
焼
色

G)口縁部直下に連続して

押圧した隆帯が巡る
箆肖Jり

(内)1菫肖Jり

第 30表 住居址出土遺物観察表 (12)
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燿封毒NO

図版NO

器種

種類
量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か ほ整 形

第11号住居址

第 82図 -91

淋

縄文

口径
残高  7.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/4にぶい赤褐
(内)5YR3/3暗赤褐

粘土帯積み上げ 口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -92

淋

縄文

口径
残高  8.0
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明 赤褐～5Ⅶ4/2灰褐

(内)5Ⅶ 3/2暗赤褐

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -93

淋

縄文

口径
残高  7.5
底径
口縁部一部

雲母、粗砂粒含む

5YR6/8橙

7.5YR6/4に ぶい橙

礫、朗
①
①

胎
焼
色

0) 口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り
横位の箆‖りの気箆磨き

第11号住居址

第 82図 -94

離

縄文

口径
残高 10.3
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
G)5YR6/8橙～5YR4/2灰褐
(内)5YR5/1褐灰

胎
焼
色

粘土帯積み上げ 口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -95

淋

縄文

口径
残高  6.7
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;.Ii:1:,1「 ]il

色 :0)5Ⅶ4/6赤褐
(内)5YR6/6橙

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
餐:肖 1り

横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -96

淋

縄文

口径
残高  9.8
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5Ⅶ 5/4にぶい赤褐
(内)5YR6/6橙

胎
焼
色

粘土帯積み上げ 口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
箆削り
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -97

淋

紋

口径
残高 12。 4

底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR4/2灰褐
(内)5YR4/3にぶい赤褐

胎
焼
色

0)

口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
横位の箆削り
横位の箆削り

第11号住居址

第 82図 -98

淋

縄文

口径
残高 15。 6

底径
口縁部～胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;」[:][li子

色 ;0)5YR5/6嚇 卜5Ⅶ 3/2暗赤褐
(内)5Ⅶ 6/6橙

0)口縁部直下に連続して
押圧した隆帯が巡る
箆削りの後、撫で

(内)

第11号住居址

第 82図 -99

淋

縄文

口径
残高
底径
底部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/4にぶい橙
(内)5YR5/2灰褐

平底より緩やかに立ち上がる 底部に網代痕有り

第11号住居址

第 82図 100

淋

縄文

口径
残高  2.3
底径  7.4
底部1/2

胎
焼
色

礫、細砂粒含む
朗
0)5YR6/8橙
a)10Ⅶ7/4に ぶい黄橙

平底 底部に網代痕有り

第11号住居址

第 82図 -101

淋

縄文

回径
残高  3.6
底径 18.0
底部1/8

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5Ⅶ5/6明褐
(内)7.5YR7/6橙

平 底 ①
　
①

底部に網代痕有り

第11号住居址

第 82図 102

鮮

縄文

口径
残高  3.0
底径  8.6
底部1/4

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR7/6橙～5YR5/1褐灰
(内)5YR5/6明赤褐～5Ⅶ5/1褐灰

平底 の
　
①

底部に網代痕有り

磨き

第11号住居址

第 82図 -103

淋

縄文

口径
残高  2.5
底径 10.0
底部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)2.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

平底 ①
　
①

底部に網代痕有り

第11号住居址

第 82図 -104

淋

縄文

回径
残高  1.5
底径 10.2
底部1/4

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/6橙
m)10YR7/4にぶい黄橙

上げ底気味の平底 Ｄ

　

Ｄ

底部に網代痕有り

第11号住居址

第 82図 -105

群

縄文

口径
残高  3.0
底径 10.2
底部1/4

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/8橙
(内)5YR6/4にぶい橙

平底 ０

　

０

底部に網代痕有り

第 31表 住居址出土遺物観察表 (13)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ

第11号住居址

第 82図 106

麟

縄文

口径
残高  1.7
底径 11.0
底部1/4

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)2.5YR5/6明赤褐
(内)2.5YR5/6明赤褐

平底 底部に網代痕有り

第11号住居址

第 82図 107

離

縄文

口径
残高  2。 3

底径  9.6
底部1/4

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)2.5YR5/6明赤褐
(内)2.5YR5/1赤灰

平底 底部に網代痕有り

第11号住居址

第 82図 -108

淋

縄文

口径
残高  2.6
底径  7.6
底部1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/6橙

(内)5YR6/8橙

平底 0)底部に網代痕有り

(内 )

第11号住居址

第 82図 109

鮮

縄文

口径
残高  0。 9

底径
底部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/4にぶい橙
(内)5YR6/4にぶい橙

平底 底部に網代痕有り

第11号住居址

第 82図 110

深鉢

縄文

口径
残高  3.2
底径 10,0
底部1/6

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)2.5YR4/6赤褐
(内)2.5YR5/6明赤褐

平底 (D底部に網代痕有り

(内)

第11号住居址

第 82図 111

離

縄文

口径
残高  1.5
底径  9.6
底部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5Ⅶ 6/4に‖ヽ 橙～5YR5/1褐灰
0)10YR5/3にぶい黄褐

平底 底部に網代痕有り

第11号住居址

第 82図 -112

淋

縄文

口径
残高  1.9
底径  6.1
躙瑚部4/5

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
0)2.5m4/3にぶい赤褐
(内)2.5YR4/3に ぶい赤褐

平底 0)胴部に沈線が垂下し、
その区画に縄文を回転
する

(内)磨き

第11号住居址

第 82図 113

浅鉢

縄文

口径
残高  1.8
底径  8.6
底部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/8橙～5Ⅶ6/1褐灰
0)10YR2/1黒

平底 0)胴部に沈線が垂下する

(内)

第11号住居址

第 82図 -114

深鉢

縄文

口径
残高  3.2
底径  9.6
底部1/4

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5R7/4にぶい橙
(内)2.5YR6/6橙

平底 Ｄ

　

Ｄ

第11号住居址

第 82図 -115

淋
　
　
緻

口径
残高  2.8
底径 10,0
底部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
餅
(外)5YR6/6橙
(内)5YR5/2灰褐～5YR7/6橙

上げ底気味の平底より、緩や
かに立ち上がる

撫で

第11号 7居址

第 82図 116

麟

縄文

口径
残高  3.7
底径 10.0
底部1/4

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)5YR7/6橙

(内)7.5YR7/6橙

平底 Ｄ

　

Ｄ

第11号住居址

第 82図 -117

鮮

縄文

口径
残高  2.6
底径 11.2
底部1/4

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/4にぶい赤褐
(内)5YR5/6明赤褐

平底

第11号住居址

第 82図 -118

潜

縄文

口径
残高  3.1
底径  8.0
底部1/3

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
a)5YR5/4にぶい赤褐
(内)5YR5/4にぷ嚇卜5YR5/2灰褐

平底

第11号住居址

第 82図 -119

群

縄文

口径
残高  1.8
底径  8.6
底部一部

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒含む
朗
a)5YR5/6明赤褐
(内)5Ⅶ5/4に ぶい橙

平底

第11号住居址

第 82図 120

料

縄文

口径

残高  1.7
底径  9.0
底部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;a)7.5YR6/8橙

(内)5YR7/6橙

平底 ①
　
①

第 32表 住居址出土遺物観察表 (14)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形 か

第11号住居址

第 82図 -121

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  2.8
底径 10。 4

底部1/4

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/6橙
(内)7.5YR7/4にぶい橙

平底 (外)

(内)

第11号住居址

第 82図 -122

淋
　
　
緻

口径
残高  3.2
底径  7.4
底部1/4

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/4に

`ヾ

い1登

(内)7.5YR6/3にぶい褐

平底 (外)

(内)

第11号住居址

第 82図 123

淋
　
　
緻

唯
嬬
酪
酬

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)5YIR7/4に ぶい橙

0)10YR3/1黒褐

平底

第11号住居址

第 82図 124

淋
　
　
緻

口径
残高  2.6
底径  5.0
底部1/5

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR7/4に‖嘔～7.5YR4/1褐灰

(内)5YR6/4にぶい橙

平底 (外)

(内)

第11号住居址

第 82図 -125

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  2.7
底径  7.2
底部1/4

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5Ⅶ 6/2灰褐

(内)7.5YR6/4にぶい橙

平底 (外)

(内)

第11号住居址

第 82図 126

沿
　
　
紋

口径
残高  3.1
底径  7.6
底部1/4

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明赤褐

(内)2.5YR5/6明赤褐

平底 (外)

(内)

第11号住居址

第 82図 -127

淋
　
　
緻

口径
残高  2.1
底径  7.6
底部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明赤褐

(内)2.5YR4/1赤灰

平底 (外)

(内)

第11号住居址

第 82図 128

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  1.8
底径  7.8
底部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;朗
色 ;0)2.5YR5/8嚇卜5Ⅶ5/6明赤褐

(内)7.5m4/1褐 灰

平底 (外)

(内 )

第11号住居址

第 82図 -129

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径 10.0
器高 15.3
底径  5.0
体部～底部3/4

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR3/1黒 褐

a)10YR3/1黒褐

平底より立ち_上がり、体部は
算盤の珠状を呈する 体部よ
り外反して口縁部に至る
把手が付く

0)磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す

0)粗雑な磨き

第11号住居址

第 82図 130

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径
器高 10。 9

底径  4.0
日録部～体部1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好    |
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

体部は算盤の珠状を呈する
日縁部は波状を呈する

G)箆磨き

0)撫で

第11号住居址

第 82図 -131

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径  1.4
残高
底径
注口部

胎
焼
色

石英、雲母、黒雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR4/1褐灰

0)撫で

(内)

第11号住居址

第 82図 132

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径
残高  7.9
底径  7.8
体部～底部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明褐

(内)7.5YR4/2灰褐

体部中位は強く張り、算盤の
珠状を呈する
把手が付く

0)胴部に1条の沈線が巡
り、刺突文を 1対施す
底部に網代痕有り

(内)箆肖Jり

第11号住居址

第 82図 -133

肝
淵
　
緻

口径
残高  6.3
底径
最上位

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

最上位は筒状を呈する G)押圧隆帯を縦横に施す

(内)磨き

第11号住居址

第 82図 -134

淋
　
　
緻

口径
残高 19.3
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/2灰褐

(内)5Ⅶ 5/3にぶい赤褐

胴部上位で丸みを帯び、頸部
で緩やかに窄まる

0)沈線による文様を施す

0)横位の箆削り

第12号住居址

第 83図 -1

不
　
　
獅

口径 12.3
残高  3.4
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)黒

口縁部は内弯する (外)撫で

(内)撫で 箆磨き
黒色処理

第 33表 住居址出土遺物観察表 (15)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か ほ整 形

第12号住居址

第 83図-2

不
　
　
獅

口径 12.6
残高  3.0
底径
日場嗜I～体瀾卜」部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/4にぶい橙
(内)5YR6/4にぶい橙

浅い体部より、内弯する口縁
部に至る

口縁部横位の撫で

回縁部横位の撫で

第12号住居址

第 83図-3

不
　
　
獅

口径 14.2
残高  3.0
底径
日縁部～体部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

浅い体部より、内弯気味の回
縁部に至る

口縁部横位の撫で
底部箆削り
撫で 箆磨き

第12号住居址

第 83図-4

卦
　
　
獅

口径
残高  3.4
底径  6.8
底部一部

粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/3にぶい橙
(内)5YR6/3にぶい橙

胎
焼
色

平底 0)撫で 箆削り

(内)撫で
竃出土

第12号住居址

第 83図 -5

不

土師

口径 14.7

器高  8。 2

底径
日縁部～底部1/4

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/4にぶい橙
0)黒

胎
焼
色

丸底より緩やかに内弯する日
縁部に至る

G)横位の箆削り

0)箆磨き 黒色処理
竃出土

第12号住居址

第 83図二6

不
　
　
獅

口径 17.6
残高  5。 8

底径
口縁部1/3

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5Ⅶ6/6橙

0)黒

内弯する体部より、内弯する
日縁部に至る

0)軸輯による撫で

0)鞠檀による撫で
箆磨き 黒色処理

第12号住居址

第 83図-7

不
　
　
徳

口径 14.2

器高  3.6
底径  9.8
日螂～底部部

石英、粗砂粒含む
朗
(外)2.5YR5/1黄灰
(内 )2.5YR5/1黄灰

胎
焼
色

高台付の底部より立ち上がっ
て開き、直線的に口縁部に至
る

0)軸輯による撫で

0)軸櫨による撫で

第12号住居址

第 83図 -8

不
　
　
徳

口径 12.4

残高  4.0
底径
畷部～体部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好

0)5Y5/1灰
Q)5Y5/1灰

体部より直線的に開く口縁部
に至る

Ｄ

　

Ｄ

朝櫨による撫で

軸輯による撫で

第12号住居址

第 83図 -9

甕
　
　
獅

口径 20.0

残高  5。 8

底径
口縁部1/5

石英、礫を多量に含む
朗
(外)5YR6/4にぶい橙
(内)5YR6/4にぶい橙

胎
焼
色

口縁部は外反する (D 口縁部横位の撫で
胴部縦位の箆削り
撫で

第12号住居址

第 83図 -10

甕

須恵

口径
残高  4.2
底径
胴部上位一部

粗砂粒含む
朗
(外)2.5YR6/2灰黄
(内)2.5YR6/2灰黄

胎
焼
色

強く張った胴部 Ｄ

　

Ｄ

叩き目を施す

箆削り 撫で

第12号住居址

第 83図 -11

一霊　
　
徳

口径
残高  5.8
底径  7.2
胴部～底部一部

礫、粗砂粒含む
朗
0)10YR5/2灰黄褐
0)10YR6/1褐灰

胎
焼
色

上げ底気味の底部より、内弯
気味に立ち上がる
剛         =

軸櫨による撫で

粧櫨による撫で

第12号住居址

第 83図 -12

鮮

縄文

口径 22.0
残高  5。 7

底径
口縁部一部

石英、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

上位で内側へ緩く折曲する 胴部に斜位の沈線によ
る文様を施す 撫で
撫で

第12号住居址

第 83図 -13

離

縄文

口径
残高  3.8
口径
口縁部一部

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
0)10YR7/2にぶい黄橙
0)10YR7/2にぶい黄橙

胎
焼
色

口唇部にEEl収 りを施す 0)2条以上の単位の沈線
を斜位に施す

(内)撫で

第13号住居址

第 84図 -1

離

縄文

口径
残高 19.0
底径
日田～鵬謝

胎 :粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5YR4/2灰褐

(内)7.5Ⅶ6/4にぶい橙

胴部から回縁部まで直線的に
開く 口縁部に2条の細い刻
み目を入れた隆帯が巡る

「 8」 字状貼付文を施す

磨消縄文を施す
LR縄文を施文した後
沈線の区画を施す
横位の箆磨き

第13号住居址

第 84図 -2

淋

縄文

口径 23.5

残高  4.7
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5Y8/3淡 黄

(内)7.5Y7/3浅黄

(外) 磨消縄文でLR欄文を施す
2条lJの相い刻み目の入った隆帯が日録部
を通り、「8」 鍬Ⅲ文を施す撫で

(内)磨き

第13号住居址

第 84図 -3

離

縄文

口径
残高  3.6
底径
口螂Nil頂詰卜1部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR3/1黒 褐

0)10YR3/1黒褐

(外)3条 1組の椰劇み目OAった饉帯が起る

「 8」 字状貼付文を施
す 磨き

(内)磨き

第 34表 住居址出土遺物観察表 (16)
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遺構N0

図版NO

器種

種類

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形 かほ

第13号住居址

第 84図 -4

淋

縄文

口径
残高  6.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)10YR8/2灰 白
(内)7.5YR7/6橙

口縁部に2条 1組の細
い刻み目を入れた隆帯
が巡る 磨消縄文構成
磨き

第13号住居址

第 84図 -5

淋
　
　
緻

口径
残高  4.6
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR3/1黒褐
(内)7.5YR4/1褐灰

0) 口縁部に2条 1組の細
い刻み目のある隆帯が
巡る 師叡揃 L磁文を樹
箆磨き

第13号住居址

第 84図 -6

鮮

縄文

口径
残高 12.3
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
G)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR8/3浅黄橙

G)細い刻み目を入れた隆
帯が巡る
横位の箆磨き

(内)

第13号住居址

第 84図 -7

淋

縄文

口径
残高  7.8
底径
口縁部一部

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/2灰褐
(内)7.5YR5/4に ぶい褐

3条の細い刻み目を入
れた隆帯が巡る
日縁部に平行に沈線が
巡る 磨き

第13号住居址

第 84図 -8

淋
　
　
緻

口径
残高 10.8
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR3/2暗 赤褐

(内)5YR6/4にぶい橙

磨消縄文構成
LR縄文を施す
箆磨き

0)

第13号住居址

第 84図 -9

深鉢

縄文

口径
残高  3.2
底径
胴部一部

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/2灰褐
(内)7.5YR5/3に ぶい褐

胎
焼
色

(外) ‖い2条の刻み目を入れた隆帯が遇り、その
上に「8」 字状鮎付文を施す

(内)

第13号住居址

第 84図 -10

淋

縄文

口径 36.8

残高 19.5
底径
日躙～郡部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Ⅶ 5/3にぶい褐

(内)7.5YR5/4に ぶい褐

胴部より回縁部に向かって外
反する

(外)横位、斜位の箆削り及
び撫で付け

0)精緻な箆磨き

第13号住居址

第 84図 -11

浅鉢

縄文

口径
残高  3.3
底径
口縁部一部

胎 ;金雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4に ぶい黄橙

Q)10YR8/3浅黄橙

口唇部に面取りを施す

沈線が巡る 磨き

の
　
①

第13号住居址

第 84図 -12

淋

縄文

口径
残高  5。 2

底径
口縁部一部

金雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/6橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

波頂部 0)磨き

0)沈線が巡る 磨き

第13号住居址

第 84図 -13

淋
　
　
緻

口径
残高  6.0
底径
口縁部一部

金雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR7/4にぶい橙
(内)5YR7/4にぶい橙

胎
焼
色

口唇部で小さく内折する 0)撫で

0)磨き

第13号住居址

第 84図 -14

浅鉢

縄文

回径
残高  2.0
底径
口紡陪ヽ ■部

粗砂粒含む
朗
0)5YR5/6明赤褐
(内)7.5YR6/6橙

胎
焼
色

口縁部は外側に肥厚する ０

　

０

第13号住居址

第 84図 -15

浅鉢

縄文

口径

残高  3.8
底径
口縁部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4に ぶい黄橙

Q)10YR8/4浅黄橙

回縁部は大きく開き、先端で

折曲する
箆磨き

箆磨き

Ｄ

　

Ｄ

第13号住居址

第 84図 -16

料

縄文

口径

残高  5.0
底径
口縁部一部

金雲母、粗砂粒含む

朗
(D5YR5/6明赤褐
(内)5YR5/6明赤褐

胎
焼
色

口縁部に深い沈線によ
る文様を施す 撫で
磨き

第13号住居址

第 84図 -17

淋

縄文

口径

残高  5.0
底径
口縁部一部

胎 ;金雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内)2.5YR6/8橙

口縁部は波状を呈し、内側に

肥厚する
G)隆帯による文様を施す

(内)磨き

第13号住居址

第 84図 -18

離
　
　
緻

口径
残高  2.7
底径
口縁部一部

胎 ;金雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3にぶい褐

(内)7.5YR7/6橙

波頂部
口縁部は先端で内折して、肥
厚する

磨消縄文、LR縄文を
施す

第 35表 住居址出土遺物観察表 (17)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 か

第13号住居址

第 84図 -19

浅鉢

縄文

口径
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5YR3/1黒褐
(内)5YR5/4にぶい赤褐

波頂部 a)箆磨き

0)沈線が巡る 箆磨き

第13号住居址

第 84図 -20

離

縄文

口径
残高 11.1
底径
突起部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を僅かに含む
朗
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
(内)5YR6/4にぶい橙

りで撫Ｄ

　
Ｄ

第13号住居址

第 84図 -21

浅鉢

縄文

口径
残高  5,7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/4にぶい赤褐
(内)7.5YR7/3に ぶい橙

口縁部に孔を穿つ 0)箆削り 箆磨き
(内) 日縁部に平行に1条の沈線による文様を施し

そOTに 2条1組の沈線による文様を施す
箆磨き

第13号住居址

第 84図 -22

浅鉢

縄文

口径
残高  3.1
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

沈線による文様を施す

第13号住居址

第 84図 -23

浅鉢

縄文

口径
残高  5.0
底径
体部一部

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒含む
朗
(D7.5YR7/3に ぶい橙
(内)7.5YR7/2明褐灰

磨消縄文構成
RL縄文を施す
箆磨き

第13号住居址

第 84図 -24

麟

縄文

口径
残高  4。 1

底径
胴部一部

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/3に ぶい橙
(内)5YR6/8橙

Ｄ

　

Ｄ

磨消縄文構成
LR縄文を施す

第13号住居址

第 84図 -25

淋

縄文

口径
残高  2.9
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5YR2/1黒褐
(内)5YR4/3に 応ヾい赤褐

0)LR縄 文を施す

(内)

第13号住居址

第 84図 -26

離

縄文

口径
残高  5.2
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5Ⅶ6/3に ぶい褐
(内)7.5YR6/4に ぶい褐

洗銀と粗いLR縄文に
よる文様を施す
箆肖Jり

第13号住居址

第 84図 -27

離

縄文

口径
残高  3.6
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/6橙
(内)7.5YR6/3に ぶい橙

RL縄文を施した後、
沈線による文様を施す
磨き

第13号住居址

第 84図 -28

麟

縄文

口径
残高  6.1
底径
胴部一部

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/3に ぶい橙
(内)7.5YR3/1黒 褐

0)磨消縄文構成
RL縄文を施す

(内)

第13号住居址

第 84図 -29

麟

縄文

口径
残高  3.7
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR7/6橙

(内)7.5YR6/6橙

LR縄文を施す

第13号住居址

第 84図 -30

淋

縄文

口径
残高  5。 3

底径
胴部一部

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/4に ぶい褐
(内)7.5YR5/6明 褐

Ｇ

　

Ｑ

RL縄文を施す

箆肖Jり

第13号住居址

第 84図 -31

料

縄文

口径
残高  7.0
底径
波頂部一部

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR4/4褐
(内)7.5Ⅶ5/4にぶい橙

沈線による文様を施す

磨き

第13号住居址

第 84図 -32

淋

縄文

口径

残高  4.8
底径
口縁部一部

胎 ;金雲母、細砂粒含む
焼 ;良好
色 :(D5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

口唇部に面取りを施す G)口縁部に平行に太い刻
み目を入れた隆帯を巡
らす 撫で

(内)撫で

第13号住居址

第 84図 -33

深鉢

縄文

口径
残高  2.1
底径
胴部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :G)7.5YR6/8橙

(内)7.5YR4/2灰 褐

0)沈線による文様を施す

(内)磨き

第 36表 住居址出土遺物観察表 (18)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第13号住居址

第 84図 -34

淋

縄文

口径
残高  3.6
底径
胴部一部

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒含む

朗
(外)5YR6/6橙
(内)5YR6/3にぶい橙

沈線による文様を施す

第13号住居址

第 84図 -35

淋
　
　
緻

口径
残高  3.6
底径  7.4
底部一部

麒
朗
①
①

胎
焼
色

、雲母、礫、粗砂粒含む

10YR3/4浅黄橙
10YR7/4にぶい黄橙

平底より立ち上がる
底部は張り出す

箆肖Jり

箆肖Jり

第13号住居址

第 84図 -36

深鉢

縄文

口径
残高  2.1
底径 10.2
底部一部

胎 ;金雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR8/4淡 橙

(内)5YR7/4にぶい橙

平底
底部は張り出す

底部に網代痕有り

箆肖1り

第13号住居址

第 84図 -37

淋

縄文

口径

残高  1.4
底径
底部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR7/6橙

(内)5Ⅶ 6/8橙

平底 底部に網代痕有り

第13号住居址

第 84図 -38

淋

縄文

口径
残高  3.6
底径 14。 2

底部一部

胎
焼
色

金雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)5YR7/4にぶいオ登
(内)5YR7/4にぶい橙

平底
底部は張り出す

(外)箆肖Jり

(内)1窒肖Jり

第13号住居址

第 84図 -39

麟
　
　
緻

口径
残高  1。 1

底径
底部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
0)10YR7/3に ぶい黄橙

平底 底部に網代痕有り

箆肖1り

第13号 居址

第 84図 -40

甕
　
　
獅

回径
残高  3。 3

底径 16.0
底部一部

胎 ;金雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6カ 臣

平底より緩やかに立ち上がる 底部に網代痕有り

箆肖Jり

第13号住居址

第 84図 -41

注目

土器

縄文

口径
残高  5.0
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/3に ぶい黄褐

0)10YR4/1褐灰

体部より屈曲外反して日縁部
に至る
日縁部に把手が付く

き

　

き

磨
　
磨

第13号住居址

第 84図 -42

土偶

縄文

縦  5.6
横  4.8
厚さ 4.0
土偶腕部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(表)5YR6/6橙
① 5YR6/6橙

山形土偶 沈線による文様を施す

第13号住居址

第 84図 -43

製
板
　
文

土
円
　
縄

さ
形

縦
横
厚
完

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(表)7.5YR4/1褐灰
(∋ 5YR6/4に ぶい橙

網代文を施した土器底部を加
工している

第14号住居址

第 85図 -1

深鉢

縄文

口径
残高  7.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

撫で

第14号住居址

第 85図-2

潜

縄文

口径
残高  4.1
底径
回綱暗卜■部

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒含む
朗
G)10YR6/3にぶい黄橙
0)10YR7/3にぶい黄橙

(外)撫で

0)2条の沈線が巡る
磨き

第14号住居址

第 85図 -3

藩

縄文

口径

残高  9。 0

底径
把手部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明 赤褐

(内)5Ⅶ5/6明赤褐

０

　

０

LR縄文を施す

第14号住居址

第 85図 -4

料

縄文

口径
残高 15。 7

底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR4/4に ぶい赤褐

(内)5Ⅶ 6/6橙

張りの無い胴部 0)縦位の櫛状工具による
条線文
0)撫で
5と 同一個体と思われる

第14号住居址

第 85図 -5

料
　
　
緻

略
嬬
雌
邸

6.0

10.2

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内)7.5YR6/6橙

平底 0)縦位の櫛状工具による
条線文
(内)1寃肖1り

4と 同一個体と思われる

第 37表 住居tL出土遺物観察表 (19)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

第14号住居址

第 85図 -6

離
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径  8.6
脚部～底部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/8黄橙

(内)7.5YR4/2灰褐

平底より立ち上がる (外)1窒肖りり

(内)1竜肖Jり

炉より出土

第15号住居址

第 86図-1

麟
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径
胴部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :0)7.5YR5/6明褐

(内)7.5YR6/6橙

0)口縁部に太い刻み目を
入れた突帯を施す

(内)

第15号住居址

第 86図 -2

淋
　
　
紋

口径
残高 11.1
底径 10.0
酬■～底部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)5YR7/6橙

0)10YR6/4に ぶい橙

平底より直線的に立ち上がる G)底部に網代痕 ?

(内 )

炉胎土器

第17号住居址

第 87図 -1

杯
　
　
獅

２

略
縞
雌
ν

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR6/4に ぶい橙

(内)7.5YR4/2灰褐

平底より内弯して開き、日縁
部でごく僅かに外反する

(外)1室肖Jり

0)箆磨き

第17号住居址

第 87図 -2

杯
　
　
獅

口径 13.6
残高  2.1
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;][:][り i子

色 ;0)7.5YR7/6橙
(内)7.5YR5/6明褐

直立気味の日縁部 (外)撫で

(内)撫で
炉より出土

第17号住居址

第 87図 -3

杯
　
　
獅

略
嬬
雌
邸

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 :」::][Ji子

色 ;G)7.5YR7/6橙
0)黒

平底 0)底部回転糸切り

0)箆磨き 黒色処理

第17号住居址

第 87図-4

皿
　
　
獅

略
稿
酪
訛

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;α)5YR6/6橙

0)黒

高台付の底部より直線的に大
きく開く

(外)統櫨による撫で

0)箆磨き 黒色処理

第17号住居址

第 87図-5

甕
　
　
鰤

口径 25。 3

残高 11.7
底径
口螂～郡一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D5Ⅶ6/6橙

(内)5YR6/6橙

張りの無い胴部より、穏やか
に外反する日縁部に至る

(外)軸輯による撫で
胴部下位は斜位の箆削
り

0)横位の刷毛目

第17号住居址

第 87図 -6

甕
　
　
徳

口径
残高  5.2
底径
胴部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5Y4/1灰

0)10YR4/1褐灰

0)叩き目を施す

(内)1空肖1り

第18号住居址

第 88図 -1

不
　
　
却

口径 15.9
残高  3.9
底径
口縁部1/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10Ⅶ5/4に ぶい黄褐

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

口縁部で僅かに外反する 0)軸輯による撫で

0)横位の撫で 箆磨き

第18号住居址

第 88図 -2

琢
　
　
枷

口径 12.6
残高  3.4
底径
口郷～体:『弓部

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

内弯する体部より外反する日
縁部に至る

0)軸輯による撫で

Q)軸韓による撫で

第18号住居址

第 88図 -3

琢
　
　
獅

口径 13.0
残高  3.2
底径
口縁部卜体部1部

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4にぶい橙

(内)7.5YR7/4に ぶい橙

内弯気味の体部より、やや外
反する口縁部に至る

(外)軸輯による撫で

0)軸韓による撫で
箆磨き

第18号住居址

第 88図 -4

不
　
　
獅

口径 15。 8

残高  3.5
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5Ⅶ6/4に ぶい橙

口縁部は外反する G)軸輯による撫で

(内)軸輯による撫で

第18号住居址

第 88図 -5

椀
　
　
獅

径
高
径
部

口
残
底
底

粗砂粒含む
朗
0)黒
0)黒

胎
焼
色

高台付の底部 G)蝉によるLでの撫榊な麟き
底部回転糸切り

m)蝉による撫での女湘な麟き
外内面黒色処理

第18号住居址

第 88図 -6

椀
　
　
獅

略
嬬
酪
螂

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

高台付の底部 G)軸檀による撫で
底部回転糸切りの後、撫で付け

0)軸輯による撫での後、
箆磨き

第 38表 住居址出土遺物観察表 (20)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 ヨ里 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第18号住居址

第 88図 -7

甕
　
　
獅

口径
残高  6.5
器径  7.0
脚螂～瑯1/3

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/4にぶい橙
(内)7.5YR6/3に ぶい褐

平底の底部より立ち上がる 軸輯による撫で
底部回転糸切り
輛韓による撫で

第18号住居址

第 88図 -8

甕
　
　
徳

口径
残高 15。 3

底径
胴部一部

胎 ;礫、細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR2/1黒 褐

Q)10Ⅶ5/1褐灰

粘土帯積み上げ Ｄ

　

Ｄ

横位の箆削り

叩き目を施す

第18号住居址

第 88図 -9

瓦
　
　
代

平
　
　
古

厚さ 2.0

狭 端 面 の
一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;側)5YR5/2灰褐

(凸)5YR5/3にぶい赤褐

一枚作りと思われる (師)布 目痕を有する

(師)叩 き目痕を有する

第19号住居址

第 89図 -1

群

縄文

口径
残高  4.0
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
餅
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

(D口縁部に2条 1組の細
い刻み目を入れた突帯
が巡る

0)口縁部に沈線が巡る

第19号住居址

第 89図 -2

浅鉢

縄文

口径
残高  3.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4に ぶい黄橙

0)10YR7/3に ぶい黄橙

口縁部は内側に肥厚する Ｄ

　

Ｄ

第19号住居址

第 89図 -3

浅鉢

縄文

口径
残高  4.3
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/4にぶい褐
(内)7.5YR7/4にぶい橙

口縁部の先端で内折する 0)箆磨き

0)箆磨き

第19号住居址

第 89図 -4

浅鉢

縄文

口径
残高  4.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5Ⅶ7/4に ぶい橙
(内)7.5Ⅵ16/4に

=ミ

いオ登

口縁部で屈曲する (外)1室肖Jり

(内)1皇肖Jり

第19号住居址

第 89図 -5

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.5
底径
回縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
0)10YR7/3にぶい黄橙
0)10YR7/3にぶい黄橙

0)沈線による文様を施す

(内)

第19号住居址

第 89図 -6

麟
　
　
緻

口径
残高  5。 6

底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/3にぶい赤褐
(内)5YR4/6赤褐

０

　

０

RL縄文を施す

箆肖Jり

第19号住居址

第 89図 -7

群

縄文

口径
残高  3.4
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR5/8明赤褐

0)沈線と連続する刺突文
による文様を施す
箆肖Jり

(内)1奎肖Jり

第19号住居址

第 89図 -8

感

縄文

口径
残高  3.5
底径 11.0
底部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)10YR7/4にぶい黄橙
0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底 の
　
①

底部に網代痕有り

第19号住居址

第 89図 -9

離

縄文

口径
残高  2.4
底径 11.8
底部一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗細砂粒含む
断
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5Ⅶ7/4に ぶい橙

平底 Ｇ

　

Ｏ

底部に網代痕有り

第20号住居址

第 90図 -1

不

土師

回径
残高
底径
底部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)5YR7/6橙
(内)5YR6/3にぶい橙

平底 ∽
　
①

軸檀による撫で

軸韓による撫で

第20号住居址

第 90図 -2

不
　
　
鰤

口径

残高  1.7
底径  5.2
底部

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(D10Ⅶ7/3に ぶい黄橙
0)10YR7/4にぶい黄橙

平底 の 軸檀による撫で
底部に窯印
軸輯による撫で

第20号住居址

第 90図 -3

不
　
　
獅

回径
残高  2.6
底径  7.0
底部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/2灰褐

(内)5YR6/6橙

平底 0)軸様による撫で
底部回転糸切り

0)軸韓による撫で
竃出土

第 39表 住居tL出土遺物観察表 (21)
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遺構N0

図版NO

器種

嵐

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

第20号住居址

第 90図 -4

不
　
　
獅

口径
残高  0。 9

底径  5。 9

底部一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR7/4にぶい橙
(内)7.5Ⅶ7/4にぶい橙

平底 ０

　

０

底部回転糸切り

軸韓による撫で

第20号住居址

第 90図 -5

不
　
　
獅

口径
残高  1.0
底径  4.6
底部

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
朗
(lly 10YR5/2灰 黄褐
0)10YR8/3浅黄橙

平底 底部回転糸切り

第20号住居址

第 90図 -6

椀
　
　
獅

口径 16。 1

器高  5。 3

底径  7.6
1/3

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR8/3浅黄橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

高台付の底部から内弯して開
き、やや外反する日縁部に至
る

朝壇による撫で
底部回転糸切り
軸輯による撫で
箆磨き 11

(D

第20号住居址

第 90図-7

椀
　
　
獅

口径 17.0
残高  5_2
底径
日調寸‖

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
0)10Ⅶ7/3に ぶい黄橙
0)黒

内弯した体部から、僅かに外
反する日縁部に至る

0)軸輯による撫で
Q)朝襲による撫で

日酬lla伽麟き 底譜‖IM哺
磨き 黒色処理

第20号住居址

第 90図 -8

不

土師

口径
残高  1.8
底径  7.6
底部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(D10YR7/4に ぶい黄橙
0)黒

高台付の底部 底部回転糸切り

黒色処理

第20号住居址

第 90図 -9

椀

土師

口径
残高  2.0
底径  6.4
底部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)黒

0)黒

高台付の底部 a)軸輯による撫で 底部
回転糸切り 箆磨き

(内)崚櫨によ維で箆磨き
外内面黒色処理

第20号住居址

第 90図 -10

椀
　
廟
陪

唯
嬬
雌
廓

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;の 2.5YR7/3浅 黄

(内)2.5YR8/2灰白

高台付の底部 軸輯による撫で
底部回転糸切り
灰釉は漬け掛けを施す
軸輯による撫で

第20号住居址

第 90図 -11

椀
　
卿
略

口径 16.1

器高  4.7
底径  6.6
晴卜郎1/2

胎 ;細砂粒僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(D5YR7/1灰 白

(内)5YR7/1灰 白

高台付の底部より丸みのある
体部を経て、先端で外反して
口縁部に至る

0)軸輯による撫で
0)軸櫨による撫で

箆肖Jり
外内面に灰釉を漬け掛けする

第20号住居址

第 90図 -12

甕
　
　
獅

口径
残高 11.0
底径
頸部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
G)10m7/6明黄褐
0)10YR6/3にぶい黄橙

粘土帯積み上げ
張りの無い胴部より、外反す
る口縁部に至る

箆による沈線が頸部を
巡る 箆削り

撫で

第20号住居址

第 90図 -13

甕
　
　
獅

口径 20.0
残高 10.3
底径
口脚～脚部

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
朗
0)10YR7/4にぶい黄橙
0)10YR7/4にぶい黄橙

粘土帯積み上げ 横位の撫で

横位の撫で

Ｄ

　

ゆ

第20号住居址

第 90図 -14

甕
　
　
徳

口径

残高 12.4
底径
胴部一部

胎 ;礫、白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(D7.5YR6/2灰褐

0)10YR6/1褐灰

叩き目を施す

箆削り 撫で

第20号住居址

第 90図 -15

士
霊

　

廟

蹴

口径
残高  5。 6

底径 13.8
榔～瑯1/4

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D5Ⅶ7/1灰白

(内)2.5YR7/2灰黄

高台付の底部から立ち上がる 軸韓による撫で
灰釉を施す
朝輯による撫で

0)

第20号住居址

第 90図 -16

甑
　
　
鰤

口径 19.0

残高 14.9
底径
日郎～鵬一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む

朗
(外)10ⅥW/4に

=ミ

い責轟登
0)10YR6/3にぶい黄橙

鍔部付きで回縁部に向かって
窄まる
粘土帯積み上げ

横位の撫で

横位の撫で

第20号住居址

第 90図 -17

甑
　
　
獅

口径 21.2
残高 14.3
底径
口録部1/4鵬調

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/6橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

鍔部付きで回縁部に向かって
窄まる 鍔部は全周する

(D横位の撫で

0)横位の撫で
18と同一個体

第20号住居址

第 90図 -18

甑
　
　
却

口径
残高 11.1
底径 18.7
胴部一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5Ⅶ7/6橙

(内)7.5YR7/4に ぶい橙

孔部より張りの無い胴部に至
る
底部端部はやや肥厚する

0) 孔部横位の撫で
胴部に叩き目を施す
孔部横位の撫で
指頭による圧痕

第40表 住居址出土遺物観察表 (22)
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遺構N0

図版N0

器種

融
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

第21号住居址

第 91図 -1

不
　
　
獅

口径 11.8
残高  3.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/1褐 灰

0)黒

丸みのある体部より、緩く内
側に折曲した日縁部に至る

(外)軸輯による撫で
0)軸輯による撫で

箆磨き 黒色処理

第21号住居址

第 91図 -2

椀
　
　
獅

口径 14.6

器高  5.3
底径  7.0
日縁部体部1/3底部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3にぶい橙

0)黒

高台付の底部から内弯 して開
き、やや外反する口縁部に至
る

(D輛輯による撫で
回転糸切りの後、撫で

(内)曇担によ確で箆磨き黒蜘
十文字の暗文を施す

第21号住居址

第 91図-3

椀
　
珈
酬

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/2灰 黄褐

Q)10YR6/2灰黄褐

高台付の底部 (外)軸韓による撫で
底部回転糸切り

(内)軸輯による撫で
灰釉を施す

第21号住居址

第 91図-4

皿
　
廟
卿

□径 15.2
器高  2.8
底径  6.7
ほぼ完形

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Ⅶ 6/1褐灰

(内)7.5YR6/1褐灰

高台付の底部より開き、日縁
部に至る
体部は浅い

0)軸輯による撫で
回転箆削り

0)軸輯による撫で
灰釉を施す

第21号住居址

第 91図 -5

甕
　
　
獅

口径 12.4
器高 11.4
底径  6.4
日1/4胴 1/3瑯

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3にぶい褐

0)10Ⅶ5/2灰黄褐

平底より立ち上がり、丸みの
ある胴部より回縁部で僅かに
外反する

(D軸輯による撫で
底部回転糸切り

(内)軸韓による撫で

第21号住居址

第 91図-6

甕
　
　
徳

口径
残高  6.5
底径 12.4
胴部下位～底部■部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/1黄灰

(内 )2.5YR5/1黄灰

平底より立ち上がる G)叩 き目を施す

(内)1亀肖Jり

7と 同一個体

第21号住居址

第 91図 -7

甕
　
　
徳

口径
残高  9.5
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10Ⅶ5/1褐灰

0)10Ⅶ 5/1褐灰

0)叩 き目を施す

(内)箆肖Jり

6と 同一個体

第22号住居址

第 92図-1

不
　
　
獅

口径 13.0
器高  4.9
底径  5.2
日縁～体部1/5底部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;J良虫子
色 :0)5YR6/6橙

(内)5Ⅶ5/2灰褐

平底より立ち上がり、丸みの
ある体部より僅かに外反する
日縁部に至る

(外)軸輯による撫で
底部回転糸切り

0)横撫で 精緻な箆磨き
竃出土

第22号住居址

第 92図 -2

不
　
　
獅

口径 13.6
器高  4.4
底径  5.3
日縁～体部1/4底部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR7/6橙

0)黒

平底より内弯して開き、日縁
部で僅かに外反する

0)底部回転糸切り

0)箆磨き 黒色処理

第22号住居址

第 92図-3

不
　
　
獅

口径 13.4
器高  4.4
底径  6。 1

日螂1/2～郎

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4にぶい橙

0)黒

平底より立ち上がり回縁部に
至る
体部はやや深い

G)軸檀による撫で
底部回転糸切り

0)箆磨き 黒色処理

第22号住居址

第 92図 -4

琢
　
　
獅

回径 11.1
器高  1.6
底径  4.8
日郡部～底部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(D10YR7/4に ぶい黄橙

0)黒

平底より大きく開いて口縁部
に至る
体部は非常に浅い

(外)軸輯による撫で
底部回転糸切り

(内)横位の撫で 黒色処理

第22号住居址

第 92図-5

不
　
　
獅 ３

径
高
径
／

口
器
底
１

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5Ⅶ 6/6橙

0)黒

平底より大きく開いて回縁部
に至る

(外)横位の撫で
底部箆切り

0)箆磨き 黒色処理

第22号住居址

第 92図 -6

椀
　
　
獅

径
高
径
／

回
器
底
１

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/6橙

0)黒

高台付の底部より立ち上がり
口縁部に至る

(外)体部続櫨による撫で
底部回転糸切り

0)箆磨き 黒色処理

第22号住居址

第 92図 -7

皿
　
　
獅

口径 12.8
器高  2.6
底径  7.0
日体1/3底部2/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)黒

0)黒

高台付の底部より平らに開い
て回縁部に至る

G)箆削り
底部回転糸切り

0)精緻な箆磨き
外内面黒色処理

第22号住居址

第 92図 -8

甕
　
　
獅

口径 26.8
残高 16.0
底径
口螂～脚1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6橙

a)黒

口唇部に面取りを施す
張りの無い胴部より、外反す
る日縁部に至る

G)木口状工具による横位
の撫で

0)木口状工具による横位
の撫で 黒色処理

第 41表 住居tL出土遺物観察表 (23)
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遺構NO

図版NO

器種

種類

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ整 形

第22号住居址

第 92図 -9

甕
　
　
獅

口径 25.4

残高 14.4
底径
口縁～胴部上位1/2

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;a)7.5m6/6橙

0)5YR6/6橙

口唇部に面取りを施す
張りの無い胴部より外反して
口縁部に至る

G)撫で
胴部斜位の箆削り

0)口縁部横位の撫で
胴部撫で

第22号住居址

第 92図 -10

甕
　
　
獅

口径 22.2
残高 12.3
底径
日縁■趾位1/5

雲母、礫、粗砂粒含む

朗
(外)5YR5/6明赤褐
(内)2.5YR4/3にぶい赤褐

胎
焼
色

張りの無い胴部より外反して
口縁部に至る

0)木口状工具による横位
の撫で

0)木口状工具による横位
の撫で

第22号住居址

第 92図 -11

甕
　
　
徳

口径
残高  4。 4

底径 12.6
底部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(D10YR3/1黒 褐

0)10YR5/1褐灰

平底 横位の箆削り

横位の箆削り

第23号住居址

第 93図 -1

淋
　
　
緻

口径
残高  4.0
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR6/3にぶい褐
(内)5YR4/1褐灰

胎
焼
色

突起部
筒状突起を呈する

(外)

(内)磨き

第23号住居址

第 93図 -2

麟

縄文

口径
残高  4.8
底径
把手部一部

胎 ;石魚影量期、粗雌含む
焼 ;良好
色 ;a)5Ⅶ6/4にぶい橙

(内)5YR5/4にぶい赤褐

橋状把手 (外)

0)箆磨き

第23号住居址

第 93図 -3

淋

縄文

口径
残高  6。 1

底径
口縁部一部

石英、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/3にぶい褐
(内 )7.5YR5/3にぶい褐

胎
焼
色

波頂部 0)隆帯と連続刺突文によ
る文様を施す

0)箆磨き

第23号住居址

第 93図 -4

淋
　
　
緻

口径
残高  9.5
底径
口縁部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/3に ぶい黄橙

(内)7.5YR6/4にぶい橙

口縁部は外側に肥厚する 胴部に沈線による文様
を施す

第23号住居址

第 93図 -5

麟

縄文

口径
残高  5.0
底径
口縁部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/6明赤褐
(内)5YR5/4にぶい赤褐

胎
焼
色

口縁部は内弯する (D無文

(内)

第23号住居址

第 93図 -6

淋

縄文

口径
残高  4。 4

底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :0)5YR5/3に ぶい赤褐

(内)5YR5/4にぶい赤褐

口縁部は外反する 0)無文 横位の箆削り

0)横位の箆削り

第23号住居址

第 93図 -7

深鉢

縄文

口径
残高  4.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/2灰 黄褐

0)10YR6/3にぶい黄橙

口縁部は先端で屈曲外反する 0)胴部にRL縄文を施す

0)箆磨き

第23号住居址

第 93図-8

癒

縄文

口径
残高  5,7
底径
□縁部一部

石英、粗砂粒含む
朗
(D5YR5/6明赤褐
(内)5YR5/6明赤褐

胎
焼
色

□縁部は肥厚する

第23号住居址

第 93図-9

淋

縄文

口径
残高  5.8
底径
口縁部一部

石英、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR5/4に ぶい褐
(内)7.5YR5/4に ぶい褐

胎
焼
色

a)口縁部に太い突帯が巡
る 箆肖Jり

(内)1寃肖Jり

第23号住居址

第 93図 -10

淋

縄文

口径
残高  2.5
底径
口縁部一部

粗砂粒含む
良好
0)10YR5/2灰黄褐
(内)7.5YR6/3に ぶい褐

胎
焼
色

口縁部は先端で内折する G)口唇部に刻み目を施す
磨き

(内) 段を有し、その段に連続したIInを施す
磨き

第23号住居址

第 93図 -11

糾

縄文

口径
残高  4.8
底径
胴部一部

石英、礫、粗砂粒含む

朗
(外)5YR6/4に恵ミい橙
(内)5YR6/4にぶい橙

胎
焼
色

0)沈線による渦巻きの文
様を施す

(内)

第23号住居址

第 93図 -12

群

縄文

口径
残高  7.0
底径
胴部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3にぶい橙

0)10YR4/2灰黄褐

RL縄文を施文し、沈
線による文様を施す
横位の箆削り

0)

第42表 住居址出土遺物観察表 (24)
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遺構NO

図版NO

器種

種類

亘里法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ整 形

第23号住居址

第 93図 -13

淋

縄文

口径
残高  5.8
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
G)5m5/3にぶい赤褐
(内)5YR5/6明赤褐

0)刻み目を入れた突帯と
RL縄文を施す

(内)

第23号住居址

第 93図 -14

淋

縄文

口径
残高  3.3
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)5Ⅶ5/4にぶい赤褐
(内)5YR5/4にぶい赤褐

Ｇ

　

Ｑ

沈線による文様を施す

第23号住居址

第 93図 -15

淋

縄文

口径
残高  1.9
底径  9.0
底部1/3

胎
焼
色

礫、粗砂粒を多量に含む
朗
(外)10YR6/3に 応ミい責呈左釜
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

0)底部に網代痕有り

(内)

第23号住居址

第 93図 -16

深鉢

縄文

口径
残高  3.0
底径  5.8
底部1/2

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)10YR6/2灰黄褐

平底 Ｄ

　

Ｄ

第23号住居址

第 93図 -17

淋

縄文

口径
残高  3。 9

底径  9.0
底部1/3

胎 ;石英を多量に含む
焼 ;JE:1[サ :子

色 ;0)7.5YR5/4にぶい褐
(内)2.5YR5/6明赤褐

上げ底気味の底部 0)横位の箆削り

0)箆削りの後、箆磨き

第24号住居址

第 94図-1

淋

縄文

口径
残高 14.1
底径
胴部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;朗
色 :G)10YR6/5灰 黄褐

0)10YR6/5灰黄褐

強い熱を二次的に受ける
焦げ付着

0)翻叡雄す漕で艤的な鴎をした
後、LR相文を施文する

0)箆磨き
炉胎土器 2と同一個体

第24号住居址

第 94図 -2

淋

縄文

口径
残高  6.2
底径  7.0
底部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5YR4/3褐

0)10YR3/1黒褐

平底 0)磨消縄文を施す
沈線て区西した後、LR縄文を施文する

0)箆磨き
炉胎土器 1と同一個体

第24号住居址

第 94図 -3

深鉢

縄文

口径
残高  6.3
底径
回縁部一部

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5Ⅶ5/4に ぶい褐
(内)7.5YR4/3褐

胎
焼
色

波頂部 0)日録部直下に相Lヽ刻み目を入れた突帯を施し
剛 雄す
磨消縄文構成

(内)磨き

第24号住居址

第 94図 -4

淋

縄文

口径
残高  4.3
底径
胴部一部

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/3に ぶい褐
(内)7.5YR4/4褐

胎
焼
色

0)沈線とLR縄文による
文様を施す

(内)磨き

第24号住居址

第 94図-5

深鉢

縄文

口径
残高  5.0
底径
胴部一部

石英、礫、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/6明赤褐
(内)5YR5/6明赤褐

胎
焼
色

0)沈線とRL縄文による
文様を施す

(内)磨き

第24号住居址

第 94図-6

麟

縄文

口径
残高  4.3
底径
胴部一部

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/6明赤褐
(内)5YR4/2灰褐

胎
焼
色

0)沈線とRL縄文による
文様を施す

0)箆磨き

第24号住居址

第 94図 -7

麟

縄文

口径
残高  3.4
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6橙

0)10YR4/6褐

G)沈線とRL縄文による
文様を施す

(内)

第24号住居址

第 94図 -8

淋

縄文

口径
残高  6.2
底径
口郷 瑯

胎 ;金雲母多量、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR5/8明 赤褐

(内)5YR5/8明赤褐

口縁部は内側に折り返ってい
る

(外)磨き

0)磨き
炉より出土

第24号住居址

第 94図 -9

淋

縄文

口径
残高  6.1
底径
口縁部一部

石英、雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/6橙
(内)7.5Ⅶ6/4にぶい橙

胎
焼
色

口縁部に隆帯が巡る∽
　
①

第24号住居址

第 94図 -10

淋

縄文

口径
残高  2.4
底径
口縁部一部

石英、雲母、礫、粗砂粒含む
朗
0)10YR7/4に ぶtヽ黄橙～7.5YR5/6明橿
(内)7.5YR5/8明 橙

胎
焼
色

口縁部は内側に肥厚する G)口縁部に隆帯が巡る

(内)

第43表 住居址出土遺物観察表 (25)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第24号住居址

第 94図 -11

淋

縄文

口径
残高  4.0
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR3/1黒 褐～7.5YR5/4にれヽ褐
(内)7.5YR5/8明褐

0)隆帯が巡る

(内)

第24号住居址

第 94図 -12

淋

縄文

口径
残高  3.4
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

0)口縁部直下に太い突帯
が巡る 箆削り

(内)磨き

第24号住居址

第 94図 -13

鮮

縄文

口径
残高  5.3
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明 赤褐

(内)5YR5/6明赤褐

0)隆帯と沈線の区画にL
R縄文を施す

0)横位の箆磨き

第24号住居址

第 94図 -14

淋

縄文

口径
残高  5。 9

底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10Ⅶ 5/2灰黄褐

0)10YR5/飯端卜10YR6/3に ぶい如

波頂部 ①
　
①

無文

磨き

第24号住居址

第 94図 -15

淋

縄文

口径
残高  2.4
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明 赤褐

(内)5YR4/8赤褐

Ｄ

　

Ｄ

第24号住居址

第 94図 -16

淋

縄文

口径
残高  7.9
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
0)■ 5YR7/6橙

(内)7.5YR5/4に ぶい橙

口縁部は外反する 0)無文 横位の箆削り

0)横位の箆削り
炉より出土

第24号住居址

第 94図 -17

淋

縄文

口径
残高  4.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒含む
朗
a)2.5YR5/6明 赤褐
(内)2.5YR4/1赤灰

① 沈線とLR縄文による
文様を施す

(内)磨き

第24号住居址

第 94図 -18

藩

縄文

口径
残高  3.2
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(D10YIR7/4にぶい黄橙

0)10YR6/4にぶい黄橙

０

　

０

刺突文を施す

第24号住居址

第 94図 -19

麟

縄文

口径
残高  2.7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

金雲母、雲母、粗砂粒含む
朗
(D7.5Ⅶ 5/3に ぶい褐
(内)7.5YR4/2灰褐～7.5YR7/6橙

0)沈線による文様を施す

(内)磨き

第24号住居址

第 94図 -20

鮮

縄文

口径
残高  4.8
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5Ⅶ6/4に ぶい橙
0)10YIR6/4に ぶい黄橙

G)沈線による文様を施す

(内)

第24号住居址

第 94図 -21

淋

縄文

口径
残高  5.0
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明褐

(内)7.5YR6/8橙

∽
　
①

沈線による文様を施す

第24号住居址

第 94図 -22

辮
　
　
緻

口径
残高  3.5
底径
口縁日附召部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(D5YR5/6明 赤褐

(内)5YR5/8明赤褐

波頂部 (外)

(内)磨き

第24号住居址

第 94図 -23

淋

縄文

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4にぶい橙

(内)7.5YR6/6橙

波頂部 0)沈線と隆帯からなる文
様を施す

(内)

第24号住居址

第 94図二24

料

縄文

口径
残高  2.5
底径
胴部一部

胎 ;石魚鑑母、雲臥駄冊餃須に含む
焼 ;良好
色 ;0)5Ⅶ6/8橙～5YR5/2灰褐

(内)5YR6/6橙

∽
　
①

沈線による文様を施す

第24号住居址

第 94図 -25

離

縄文

口径
残高  3.6
底径  9.0
底部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

麟
(外)7.5Ⅶ7/6橙

(内)7.5Ⅶ7/4に ぶい橙

底部に網代痕有り

第44表 住居址出土遺物観察表 (26)
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遺構NO

図版N0

器種

種類
法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ

第24号住居址

第 94図 -26

淋

縄文

口径
残高  1.0
底径 10.4
底部一部

郭
朗
∽
①

胎
焼
色

、粗砂粒含む

7.5YR6/6橙

7.5YR6/4に ぶい橙

平底 底部に網代痕有り

第24号住居址

第 94図 -27

淋

縄文

口径
残高  4.9
底径  9.5
F部

-1制齢部ほ臨

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒含む

良好
0)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)5YR6/6橙

平底

第24号住居址

第 94図 -28

一一
ユ
　
文

ミ
チ
ア
縄

口径

残高  5.0
底径  2.6
ほぼ完形

胎

焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒含む

朗
0)10YR6/2灰 黄褐～5YR6/4に ‖`橙
0)10YR6/3に ぶい黄橙

手捏ね
高台部に孔を有する

第26号住居址

第 95図 -1

淋

縄文

口径
残高  4。 3

底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;uF・
色 ;0)7.5YR3/1黒褐

(内)7.5YR5/2灰褐

口縁部直下に突帯が巡
る 削りの後、磨き

削りの後、磨き

第26号住居址

第 95図 -2

淋

縄文

口径
残高  6.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
6)7.5YR4/2灰褐
(内)7.5YR4/2灰褐

口縁部は内側に肥厚する 0)口縁部直下に突帯が巡
る
精緻な横位の箆磨き

0)精級な横位の箆磨き

第26号住居址

第 95図 -3

淋

縄文

口径
残高  8.0
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(D7.5YR4/2灰褐

(内)7.5YR4/3褐

口縁部は内側に肥厚する 0)口縁部直下に突帯が巡
る 胴部にLR縄文を
施す

0)精緻な箆磨き

第26号住居址

第 95図 -4

淋

縄文

口径
残高  7.0
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)5YR5/3にぶい赤褐
(内 )5YR5/3にぶい赤褐

G)RL縄 文を施す

0)箆撫で

第26号住居址

第 95図 -5

淋

縄文

口径
残高  9。 4

底径
口縁部一部

胎
焼
色

金雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/3にぶい赤褐
(内)5YR5/3にぶい赤褐

口唇部に面取りを施す で

　

で

撫
　
撫

第26号住居址

第 95図 -6

淋

縄文

口径
残高 10.8
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英多量、雲母、粗砂粒含む
断
(外)2.5YR5/6明赤褐
(内)5YR6/6橙

0)横位の削りの後、撫で

(内)横位の削りの後、撫で

第26号住居址

第 95図 -7

淋

縄文

口径
残高 11.8
底径
突起部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(D10YR7/4に ぶい黄橙
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

塔状突起 箆削り 撫で

第26号住居址

第 95図 -8

深鉢

縄文

□径
残高  5.8
底径
突起部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/1褐灰
(内)7.5YR4/1褐灰

知 0)精級な箆磨き

0)精緻な箆磨き

第26号住居址

第 95図-9

麟

縄文

口径
残高  6.1
底径
口縁部一部

胎
焼
色

金雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(D5YIR5/3に ぶい赤褐
(内)7.5YIR6/4に ぶい橙

口唇部に面取 りを施す 沈線による文様を施す

箆磨き

第26号住居址

第 95図 -10

淋

縄文

口径
残高  4.6
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/2灰褐
(内)7.5YR4/2灰褐

口唇部は内側に肥厚する 磨消縄文構成
沈線で区画した後、R
L縄文を施す
精級な箆磨き

第26号住居址

第 95図 -11

淋

縄文

口径
残高  7.2
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR4/3にぶい赤褐
(内)5YR4/3にぶい赤褐

G)磨消縄文構成
RL縄文を施す

(内)

第26号住居址

第 95図 -12

淋

縄文

口径
残高  7.5
底径
突起部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR4/2灰褐
(内)5YR5/3にぶい赤褐

知 G)磨消縄文構成

0)箆磨き

第45表 住居址出土遺物観察表 (27)
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遺構NO

図版N0

器種

種類
法   量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形 かほ

第26号住居址

第 95図 -13

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高 11.8
底径
胴部一部

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6橙～5YR6/3に 熱ヽ褐

(内)7.5YR6/4に 応ミい市登

粘土帯積み上げ 0)刻み目を入れた隆帯が
巡る 磨消縄文構成
RL縄文を施す

(内)

第26号住居址

第 95図 -14

群
　
　
緻

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/3に ぶい赤褐

(内)5YR5/4にぶい赤褐

平底 0)底部に木葉痕有り

(内)磨き

第26号住居址

第 95図 -15

離
　
　
緻

口径
残高  5.2
底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 :良好
色 ;a)10YR4/1褐 灰

0)10YR4/2灰 黄褐

G)LR縄 文を回転する

0)精緻な横位の箆磨き

第26号住居址

第 95図 -16

淋
　
　
緻

43.0
48.5

11.0
瑯

径
高
径
部”

口
器
底
曜

胎 ;粗砂粒僅かに含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR5/4にぶい褐

(内)7.5YR4/2灰褐

粘土帯積み上げ
平底より立ち上がり胴部上位
で張り、外反する日縁部に至
る

G)口縁部撫で 頸部に隆
帯が巡る 斜位、鮒の箆用り

0)横位の箆削り
炉より出土

第26号住居址

第 95図 -17

淋
　
　
緻

口径
残高 10.0
底径 14。 4

胴師位瑯～底部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR7/1灰 白

(内)2.5YR7/1灰白

平底より立ち上がる (外)

(内)

外内面剥落している
炉胎土器

第26号住居址

第 95図 -18

淋
　
　
緻

口径
残高  3.1
底径 10。 4

底部一部

胎 ;石英、雲母、礫含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明 赤褐

(内)7.5YR6/3に応ヾい褐

平底 0)箆削りの後、箆磨き

0)箆削りの後、箆磨き

第26号住居址

第 95図 -19

淋
　
　
緻

口径
残高 10.3
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、長石を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内)2.5YR6/6橙～7.5YR5/7灰褐

(外)撫で

(内)撫で

第26号住居址

第 95図 -20

麟
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D5YR5/4に ぶい赤褐

0)10YR5/3に ぶい黄褐

G)隆帯による渦巻き文様
を施す

0)箆磨き

第26号住居址

第 95図 -21

淋
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明赤褐

(内)2.5YR5/6明赤褐

(外)

(内)磨き

第26号住居址

第 95図 -22

淋
　
　
緻

口径
残高  5.3
底径
胴部一部

金雲母、雲母、礫、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR5/2灰褐
(内)7.5YR6/3に ぶい褐

胎
焼
色

a)沈線による文様を施す

0)磨き

第26号住居址

第 95図 -23

麟
　
　
緻

口径
残高  4。 3

底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4に ぶい赤褐

(内)5YR5/4に
=ミ

い赤褐

0)連続した刺突文とLR
縄文を施す

0)箆磨き

第26号住居址

第 95図 -24

淋
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :G)10YR6/3に ぶい黄橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

0)櫛歯状工具による条線
文を施す

(内)磨き

第46表 住居址出土遺物観察表 (28)

第 47表 掘立て柱建物址出土遺物観察表

第 1号
掘立て柱建物
址
第 96図 -1

甕
　
　
獅

口径 25,0

残高  7.2
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
(外)5YR6/3に ぶい橙～5YR3/1黒褐

(内)5YR6/4に応ミい橙

G)縦位の箆削り

0)横位の箆削り
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

第 3号 土壌

第 97図 -1

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.3
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5YR7/3にぶい橙

(内)7.5YR7/3にぶい橙

口縁部は先端で屈曲する 0)磨消縄文を施す

(内 )

第 3号 土墳

第 97図-2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.5
底径  7.0
底部一部

石英、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR6/3に ぶい褐

胎
焼
色

0)胴部箆磨き
底部に網代痕有り

0)箆磨き

第 3号 土壌

第 97図-3

士霊

　

　

徳

口径 26.8
残高  7.7
底径
口縁部一部

胎 ;0.5の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/2灰オリープ

(内)7.5YR5/1灰

口唇部に面取りを施す 0)軸輯による撫で

0)軸輯による撫で

第4号 土壌

第 98図-1

不
　
　
獅

口径 15。 8

残高  4.0
底径  5。 0

日調～郎1/8

礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
0)黒

胎
焼
色

平底より立ち上がり、大きく
開く体部より、緩く内弯する
日縁部に至る

0)軸櫨による撫で
底部回転糸切り

0)箆磨き 黒色処理

第4号 土壌

第 98図-2

坪
　
　
獅

口径 14.4
残高  2.5
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;J::1[り :子

色 ;0)7.5YR7/4にぶい橙
0)黒

0)軸輯による撫で

0)箆磨き 黒色処理

第 4号 土壌

第 98図 -3

製
玉
　
文

土
勾
　
縄 形

縦
横
　
完

5.2
1.3

胎 ;微砂粒僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)5YR6/6橙

孔を一方向より穿つ 0)RL縄 文を施す

(内 )

第 6号 土墳

第 99図-1

淋
　
　
緻

口径
残高 11.4
底径
日縁部～胴部―一部

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
0)10YR3/3暗褐
0)10Ⅶ 6カ臓卜10YR3/3暗褐

胎
焼
色

口縁部に平行に細い刻み目を
入れた隆帯が巡る

0)磨消縄文を施す
沈線で区画した後、縄
文を施文する

0)箆磨き

第 6号 土壌

第 99図-2

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.1
底径
回縁部一部

雲母、粗砂粒含む
良好
α)10YR3/2黒褐
0)10YR3/4暗褐

胎
焼
色

口縁部は肥厚する
口縁部に平行に細い刻み目を
入れた突帯が巡り、「 8」 字
状貼付文を施す

(D磨消縄文を施す
LR縄文を施文した後
沈線の区画を施す

0)磨き

第 6号 土壌

第 99図 -3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.2
底径
口縁部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4にぶい橙

(内) 7/5YR6/6菱釜

口唇部に面取りを施す (外)日縁部に平行に刻相を入れた隆帯が追る
隆帯の下の胴部にLR
縄文を施文する

0)箆磨き

第 6号 土壌

第 99図 -4

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.1
底径
口縁部一部

粗砂粒含む
朗
a)10YR3/2黒褐
0)10YR5/3にぶい黄褐

胎
焼
色

(D細い押圧隆帯が日縁部
に平行に巡る

0)口縁部に沈線が巡る

第 6号 土墳

第 99図 -5

麟
　
　
緻

口径
残高  3.2
底径
口縁部一部

礫、粗砂粒含む
朗
0)10YR7/3にぶい黄橙
0)10YR7/3にぶい黄橙

胎
焼
色

口唇部に面取りを施す (D刻み目を入れた隆帯が
回縁部に平行に巡り、
その下にLR縄文施文

(内)磨き

第 6号 土墳

第 99図-6

淋
　
　
紋

口径
残高 10.1
底径
胴部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)5YR6/4に船ヽ 橙～5Ⅶ5/2灰褐

(内)5YR6/6橙～5YR5/2灰褐

(外)

(内)

第 8号 土墳

第 100図 -1

糾
　
　
緻

口径
残高  6。 8

底径
口縁部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4にぶい褐

(内)7.5YR5/6明 褐～7.5YR5/3にぷい褐

0)胴部に縦位の条線文を
施す

0)箆磨き

第 8号 土墳

第 100図 -2

料
　
　
緻

口径
残高  5.8
底径
口縁部一部

胎 :粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/2灰褐～7.5YR2/1黒

(内)7.5YR5/2灰 褐

G)沈線による、紐の絡ん
だような文様を施す

0)箆磨き

第 8号 土壌

第 100図-3

？
・
　

文

蓋
　
　
縄

裾径 13.4
残高  3。 1

裾部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/3に ‖噴～2.5YR5/1黄灰

(内)2.5YR7/1灰 白

G)沈線による、紐の絡ん
だような文様を施す

(内)箆磨き

第 48表 土墳出土遺物観察表 (1)
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遺構NO

図版N0

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第 8号 土墳

第 100図-4

蓋?

縄文

裾径 11.2
残高  3.1

裾部1/3

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR2/1黒

(内)10YR3/3暗褐

沈線による、紐の絡ん
だような文様を施す
箆磨き

第8号 土墳

第 100図-5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  8.4
底径 11.0
胴剛 ほぼ完

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/4に遮ミい橙
0)5YR4/1褐灰

平底より立ち上がり、外反気
味に開く胴部に移行する

1同部箆磨き
底部に網代痕有り
撫で

第 8号 土墳

第 100図-6

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.4
底径 17.0
底部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
a)5YR4/6赤褐
m)5YR4/6赤褐

平底より立ち上がり、外反気
味の胴部に移行する

(外)1空肖1り

0)撫で

第 9号 土壌

第 101図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  7.8
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に Sヾい市釜
(内) 7.5YR7/4に ぶい橙～7.5YR4/1掲灰

(外)

(内)

第 9号 土墳

第 101図 -2

淋
　
　
緻

口径
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に 恵ミい橙
(内)7.5YR7/4に 応ミt｀橙

0)箆磨き

0)口縁部に沈線による文
様を施す 箆磨き

第 9号 土壌

第 101図 -3

淋
　
　
緻

口径
残高  5.3
底径
1同部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR4/1褐灰
(内)7.5YR4/1褐 灰～7.5YR6/3に‖ヽ橙

0)口縁部の下に連続して
押圧した隆帯が巡る

(内)

第 9号 土墳

第 101図 -4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  2,0
底径  7.0
底部1/2

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)2.5YR6/6橙
(内) 2.5YR6/3にぶい橙～2.5YR3/1暗赤灰

平底 (外)撫で

(内)肖1り

第10号 土壌

第 102図-1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.3
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR5/3に 応ミいオ局
(内)7.5YR4/3褐

0)LR縄 文を施す

(内 )

第10号 土墳

第 102図 -2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6。 4

底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
(外) 7.5YR7/6々静
(内)7.5YR7/4に

=ヾ

いオ登

0)胴部を隆帯が縦に区分
し、RL縄文を施す

(内)

第11号 土壌

第 103図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  6.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/4に 応ヾt'登

0)5YR5/8明赤褐

(外)箆肖1り

(内)撫で

第13号 土壌

第 104図-1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.3
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内) 5YR6/6有饉

0)沈線と刺突文による文
様を施す

(内)

第13号 土壌

第 104図 -2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高 11.6
底径
胴部一部

胎
焼
色

0。 2の礫、粗砂粒含む
良好
(外) 5YR6/6カ釜
(内)5YR7/4に応ヾい1登

0)櫛歯状工具による条線
文を施す

(内)

第13号 土墳

第 104図 -3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.2
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
G)5YR5/2灰褐
0)5YR6/4にぶい橙

磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す
箆磨き

第14号 土壌

第 105図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.9
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
道色;(外) 7.5YR7/6カ螢

(内)7.5YR5/8明 褐

0)胴部に隆帯を巡らす

(内)

第15号 土墳

第 106図 -1

淋
　
　
緻

口径
残高  3.4
底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR6/2灰 黄褐

0)10YR6/4にぶい黄橙

G)磨消縄文を施す

(内)

第 49表 土墳出土遺物観察表 (2)

-59-



遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 ほ形

第15号 土壌

第 106図 -2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.3
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR5/3にぶい褐
(内 ) 7.5YR3/1渠貝湘島

0)LR縄 文を施す

(内)

第16号 土墳

第 107図 -1

甕
　
　
箱

口径
残高  6.7
底径
頸部Nll部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)5Y7/2灰 白

0)5Y2/1黒

0)叩 き目を施す

(内)肖Jり

第17号 土壌

第 108図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  8.0
底径
把手部

雲母、粗砂粒を多量に含む
良好
(外)7.5YR6/6橙
(内 )7.5YR4/4褐

胎
焼
色

0)横位の箆削り

(内)

第17号 土墳

第 108図-2

淋
　
　
緻

口径
残高  4.6
底径
口縁部一部

石英、0。 3の礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/4に 応ミい1登

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

a)磨消縄文を施す

0)横位の箆削り

第17号 土墳

第 108図 -3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.5
底径
胴部一部

石英、粗砂粒含む
良好
0)5YR6/6橙～5YR4/4に ‖ヽ赤褐
(内 )7.5YR5/4に ぶい橙

胎
焼
色

磨消縄文を施す
LR縄文を施文した後
沈線の区画を施す
横位の箆削り

第17号 土壌

第 108図-4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.8
底径
口縁部一部

石英、粗砂粒含む
良好
G)5YR7/6橙～5YR5/3に ぶい赤褐
(内 )7.5YR6/3に ぶい褐

胎
焼
色

0)磨消縄文を施す

m)横位の箆削り

第17号 土墳

第 108図 -5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.8
底径
口縁部一部

胎 ;石英、0.2の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/3褐

(内 ) 7.5YR4/4利島

G)磨消縄文を施す

(内)

第17号 土墳

第 108図 -6

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.5
底径
胴部一部

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR5/4に ぶい褐
(内 ) 7/5YR7/6屯 笠

胎
焼
色

(外)1同部に沈線が垂下し、
その区画にRL縄文を
施文する

(内)

第17号 土壌

第 108図 -7

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.6
底径
胴部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/4にぶい橙
0)5YR5/4にぶい赤褐

胎
焼
色

0)櫛歯状工具による条線
文を施す

(内)

第17号 土墳

第 108図-8

監
　
　
緻

口径
残高  3.0
底径  6.8
底部1/2

石英、0.2の 礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
0)10YR3/2黒褐

胎
焼
色

a)底部に網代痕有り

m)箆削りの後、磨き

第17号 土墳

第 108図-9

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  1.7
底径  6.6
底部2/3

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/6橙
(内 ) 7.5YR6/6有饉-7.5YR4/25て 引島

胎
焼
色

平底

第18号 土墳

第 109図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高 25.4
底径 25,0
日縁部～胴部2/5

胎 :粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3にぶい褐

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

胴部より緩やかに外反して、
日縁部で少し窄まる

磨消縄文を施す 沈線
で渦巻き状の区画を施
しRL縄文を充填する
横位の箆削り

第18号 土墳

第 109図 -2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.0
底径
口縁部一部

石英、0。 2の礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内 )7.5YR7/6橙

胎
焼
色

G)口縁部に平行に隆帯を
施す

(内)

第18号 土壌

第 109図 -3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  9.6
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、0.2の礫、祖砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(外) 7.5YR6/6橙

(内)7.5YR7/4に ぷtl橙～7.5YR4/2灰褐

2条の隆帯が垂下して
胴部を縦に分割し、区
画内にLR縄文を施す
横位の箆削り

0)

第18号 土墳

第 109図-4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  2.5
底径  5。 8

底部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底 (外)

(内 )

第 50表 土墳出土遺物観察表 (3)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整   形   ほ  か

第19号 土壊

第 110図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
口縁部一部

胎 :粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
拒生;(外 ) 7.5YR7/6相 饉

(内 )7.5YR5/2灰褐

0)無文 横位の箆削り

0)横位の箆磨き

第19号 土壌

第 110図-2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.6
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;(外)7.5YR5/4に 遮ヾい褐

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

口唇部に面取りを施す 0)無文 箆削り

0)撫で 箆磨き

第19号 土墳

第 110図-3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)10YR6/3に ぶい黄褐

0)10YR7/3に ぶい黄褐

0)無文 横位の箆削り

0)横位の箆削り

第19号 土墳

第 110図-4

淋
　
　
緻

口径
残高  3.5
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 :良好
色 ;0)7.5Ⅶ 6/6橙

(内)7.5YR5/3にぶい褐

0)RL縄 文を施す

0)撫で

第19号 土壌

第 110図-5

淋
　
　
緻

口径
残高  3.0
底径
胴部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;J::1[り [子

色 ;a)7.5YR6/6橙
(内)7.5YR6/6橙

磨消縄文、LR縄文を
区画内に施文する
磨き

第20号 土墳

第 111図-1

甕
　
　
獅

口径 24.7
残高 22.6
底径
日縁部～胴部1/3

粗砂粒含む
朗
(外)5YR7/4に ぶlll～ 5YR5/4に 熱ヽ赤褐
(内 )7.5YR7/6橙～7.5YR2/2黒 褐

胎
焼
色

張りの無い胴部から、緩く外
反する口縁部に至る

口縁部横位の撫で
胴部箆削り
横位の撫で

第21号 土墳

第 112図-1

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  2.8
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR4/3に ぶい黄褐

0)10YR4/3にぶい黄褐

0)磨 き

0)口縁部に2条の沈線が
巡る

第21号 土壌

第 112図-2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.2
回径
口縁部一部

胎 ;石英、0.2の 礫、粗砂粒含む
焼 ;朗
色 ;G)7.5Y6/1灰

(内)7.5Y5/1灰

口縁部に平行に細い刻
み目を入れた隆帯が巡
る 沈線文を施す
箆磨き

第21号 土壌

第 112図-3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4。 2

底径
胴部一部

丹合;石英、雲母、0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;朗
色 ;G)7.5YR7/4にぶい橙

(内)5YR6/6橙

a)磨消縄文を施す

(内 )

第21号 土墳

第 112図 -4

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.0
底径
口縁部一部

胎 :粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

(内)7.5YR7/6橙

口縁部に連続した刻み
目を施す
沈線による文様を施す

第21号 土壌

第 112図-5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.3
底径
胴部一部

石英、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR4/3褐
(内)7.5YR4/4褐

胎
焼
色

0)櫛歯状工具による条線
文を施す

(内 )

第22号 土壌

第 113図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.7
底径 10.8
底部一部

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
(内)7.5YR4/2灰褐

胎
焼
色

0)胴部を沈線が縦位に垂
下し、その区画にLR
縄文を施文する

(内)

第23号 土墳

第 114図-1

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  4.7
底径
体部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/2灰 黄褐

0)10YR5/2灰黄褐

(外)肖 1り

(内)肖Jり

第23号 土墳

第 114図-2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  2.7
底径
口縁部一部

雲母、粗砂粒を僅かに含む
朗
(D7.5YR6/3に ぶい褐
(内)7.5YR6/3に ぶい褐

胎
焼
色

0)日縁部に2条の沈線が
巡る

(内)磨き

第24号 土墳

第 115図 -1

盤
　
　
鰤

口径 30.0
残高  7.6
底径
日縁部～体部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/2灰 褐

(内)5YR6/6橙

口唇部に面取りを施す 0)軸韓による撫で

(内 )

第 51表 土墳出土遺物観察表 (4)
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遺構NO

図版N0

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 か

第24号 土墳

第 115図 -2

不
　
　
鰤

口径 15.0
残高  2.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
0)7.5YR4/2灰褐
(内)7.5YR4/1褐灰

(外)軸輯による撫で

(内)軸輯による撫で

第24号 土墳

第 115図 -3

不
　
　
徳

口径
残高  3.6
底径
体部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
0)10YR4/2灰黄褐
0)10YR4/2灰黄褐

(外)軸軽による撫で

0)輛韓による撫で

第25号 土墳

第 116図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.0
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR4/3褐

(外)

(内)

第25号 土墳

第 116図 -2

甕
　
　
獅

口径 10。 2

残高  5。 2

底径
日縁部～胴部言部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 :良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6橙

胴部より外反して口縁部に至
る
口唇部に面取りを施す

(外)撫で

0)撫で

第26号 土境

第 117図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外) 7.5YR6/3に ぶい褐～7.5YR3/2黒
(内)7.5YR3/2黒褐

a)RL縄 文を施す

(内)磨き

第26号 土墳

第 117図 -2

麟
　
　
緻

口径
残高  5.7
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/4に 慮ヾtЧ登
(内)7.5YR6/2灰褐

0)R縄文を施す

0)横位の箆削り

第26号 土壌

第 117図 -3

淋
　
　
緻

口径
残高  5,3
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

(D RL縄文を施す

0)箆磨き

第26号 土墳

第 117図 -4

麟
　
　
緻

口径
残高  4.8
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR7/3に

=ミ

い橙

(外)

0)横位の箆削り

第26号 土壌

第 117図 -5

甕
　
　
獅

口径 22.5
残高 12.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)5YR7/4にぶい橙
(内)5YR7/4に ‖颯～5YR5/3に 鳳1赤褐

張りの無い胴部より、緩く「
く」の字状に外反して回縁部
に至る

a)撫で

0)撫で

第27号 土墳

第 118図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/2灰 黄褐

0)10YR6/2灰黄褐

0)無文 横位の箆削り

0)横位の箆削り

第27号 土装

第 118図-2

淋
　
　
緻

回径
残高  6.9
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR6/2灰 黄褐

0)10YR6/2灰黄褐

a)無文 横位の箆削り

0)横位の箆削り

第27号 土装

第 118図 -3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.9
底径
胴部一部

胎 :粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR5/4に 応ミいオ局

0)沈線による横位の羽状
斜線文を施す

0)精緻な箆磨き

第27号 土墳

第 118図 -4

料
　
　
緻

口径

残高  2.3
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;(外)7.5YR5/3に 応ミい褐

(内 )7.5YR5/3に ぶい褐

0)沈線による横位の羽状
斜線文を施す

(内)磨き

第27号 土墳

第 118図 -5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5。 4

底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;(外)7.5YR6/4に

=ミ

い橙
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

0)櫛歯状工具による条線
文を施す

(内 )肖Jり

第28号 土墳

第 119図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径

残高  6.3
底径
口縁部一部

ヽ
好
＞
＞

礫
良
０
０

胎
焼
色

粗砂粒含む

10YR6/3に ‖ヽ雌～10YR5/2灰 黄褐
10YR6/4にぶい黄橙

口縁部に細い刻み目を入れた
隆帯が巡り、その上に「 8」

字状貼付文を施す

磨消縄文を施す
LR縄文を施文する
箆磨き

第 52表 土墳出土遺物観察表 (5)
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 か

第28号 土壌

第 119図 -2

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  6.3
底径
体部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
(外) 5YR6/6竜螢
Q)5YR5/6明赤褐

0)磨消縄文を施す

(内)1空肖Jり

第28号 土墳

第 119図 -3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)10YR5/3に ぶい黄褐～10Ⅶ2/1黒

0)10YR2/1黒

0)隆帯による文様を施す

0)横位の箆削り

第28号 土壌

第 119図 -4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい褐

(内)7.5YR5/2灰褐

(外)

(内)

第33号 土墳

第 120図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  7.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒含む
良好
0)10YR7/3に ぶい黄橙
0)10YR7/3に ぶい黄橙

a)口縁部に平行に隆帯が
巡る 撫で

m)日縁部は段を有する
横位の箆削り

第33号 土壌

第 120図 -2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.2
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4にぶい橙

(内)7.5YR7/4にぶい橙

口縁部は内側に肥厚する (外)

(内)

第33号 土壌

第 120図 -3

麟
　
　
緻

口径
残高  3.9
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
良好
0)10YR7/3に ぶい黄橙
Q)10YR7/3に ぶい黄橙

(外)

0)口縁部に沈線が巡る
磨き

第33号 土壌

第 120図 -4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.1
底径
突起部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/6明赤褐

第33号 土墳

第 120図 -5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.0
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :G)5YR3/1黒 褐～5YR4/2灰褐

(内)5YR5/4にぶい赤褐

0)磨消縄文を施す
R縄文を施文した後、曲線的な沈線の区画を
施す

(内)1窒肖」り

第33号 土墳

第 120図 -6

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.5
底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/2灰褐

(内)7.5YR5/1褐灰

0)磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す

0)磨き

第33号 土壌

第 120図 -7

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.0
底径
体部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/2に ぶい黄橙

0)10YR7/4にぶい黄橙

0)2条の細い刻み目を入
れた隆帯が巡る上に「
8」 字状貼付文を施す

(内)

第36号 土塘

第 121図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

回径
残高  8。 6

底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR5/3にぶい褐

(内)7.5YR5/3にぶい褐

□唇部は内側に窄まる 0)日縁部に隆帯が巡る
胴部にLR縄文を施文
する

0)箆磨き

第36号 土壌

第 121図-2

毅
　
　
緻

口径
残高  7.2
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR7/6橙

(内 )7.5YR6/4にぶい橙

胴部より緩く内傾して、口縁
部に至る

0)日縁部に平行に隆帯が起る 脚を分割し
て隆帯が垂下し、その区西内にRL縄文を施
す

(内)

第36号 土墳

第 121図 -3

淋
　
　
緻

口径
残高 11.4
底径
胴部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/6橙

(内 )5YR6/4に ぶい橙～5YR6/2灰褐

(外) 隆帯が垂下して胴部を区西し、RL綱文を施
文する

0)撫で
2と 同一個体

第36号 土墳

第 121図 -4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3にぶい褐

(内)7.5YR4/2灰褐

0)RL縄 文を施す

0)箆磨き

第36号 土墳

第 121図 -5

癒
　
　
鮫

口径
残高  6.0
底径
口縁部一部

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR5/4に ぶい赤褐

(内)5YR3/2暗赤褐

0)

0)箆磨き

第 53表 土墳出土遺物観察表 (6)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ

第36号 土渡

第 121図-6

淋

縄文

口径
残高  5。 8

底径
日縁部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR4/3褐

(内)7.5YR5/3に ぶtヽ掲～7.5YR4/1褐灰

Ｇ

　

０

第36号 土渡

第 121図-7

麟

縄文

口径
残高  6.0
底径
胴部一部

胎 ;雲母含む
焼 ;良好
色 ;(D5YR5/6明 赤褐

(内)5YR6/6橙

橋状把手 箆肖1り

第36号 土壌

第 121図-8

淋
　
　
緻

口径
残高  6。 2

底径
胴部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4にぶい褐

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

(D 磨消縄文を施す
沈線で区画した後、R
L縄文を施す
撫で

第36号 土墳

第 121図-9

深鉢

縄文

口径
残高  7.0
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/3褐

(内)7.5YR4/3褐

波頂部

第36号 土壌

第 121図 -10

淋

縄文

口径
残高  4.0
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR7/6明 黄褐

0)10YR7/6明黄褐

(外)

(内)磨き

第36号 土墳

第 121図 -11

深鉢

縄文

口径
残高  5,7
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR2/2黒 褐

(内)5YR3/6暗赤褐

隆帯と沈線による曲線
的な文様を施す
箆肖1り

第36号 土墳

第 121図 -12

淋
　
　
緻

口径
残高  6。 7

底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)5YR4/3にぶい赤褐
(内)5YR5/6嚇卜5YR4/2灰褐

沈線による文様を施す

箆肖Jり

第36号 土墳

第 121図 -13

淋
　
　
緻

口径
残高  5。 1

底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒多量に含む

朗
0)10YR5/4にぶい褐
0)10YR5/4にぶい褐

第36号 土墳

第 121図 -14

麟

縄文

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6橙

(内)7.5m6/6橙

(外)日縁部に平行に連続し
て押圧した隆帯が巡る

(内)

第36号 土墳

第 121図 -15

滋

縄文

口径
残高  4.3
底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/8赤 褐

(内)7.5YR5/4に ぶい褐

Ｄ

　

Ｄ

綾杉状文を施す

第36号 土墳

第 121図 -16

淋

縄文

口径
残高  3.0
底径  6.2
底部■部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む

餅
(外)5YR5/4にぶい赤褐
(内)5YR3/1黒褐

第37号 土壌

第 122図 -1

離

縄文

口径
残高  3.4
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内)2.5Ⅶ3/1明赤灰

Ｄ

　

Ｄ

RL縄文を施す

第37号 土墳

第 122図 -2

麟

縄文

口径

残高  3.4
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
(D10R4/1褐灰
0)10YR7/6明黄褐

櫛歯状工具による条線
文を施す

第38号 土墳

第 123図 -1

淋

縄文

口径
残高  8.6
底径
胴部一部

丹台;石英、雲母、礫、粗砂帝立多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4に ぶい黄橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

第38号 土墳

第 123図 -2

淋
　
　
緻

口径

残高 13.8
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む

朗
G)10YR5/3にぶい黄褐
m)10YR7/8黄橙

胴部を沈線が縦に分割
し、その区画内にRL
縄文を施文する
撫で

第 54表 土墳出土遺物観察表 (7)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ

第39号 土壌

第 124図-1

淋
　
　
緻

口径
残高 11.8
底径
醒部～胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
a)7.5YR4/2灰褐
(内)7.5YR5/2灰褐

口唇部に面取りを施す 0)無文 箆削り

(内)箆肖Jり

第39号 土壌

第 124図 -2

離
　
　
緻

口径
残高  7.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/2灰 褐

(内)5YR5/3に 船ヽ 赤橙～5YR1/7黒

波頂部 の

(内 )

焦げ付着

第39号 土壌

第 124図 -3

淋
　
　
緻

口径

残高  5。 9

底径
口縁部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D5YR6/4にぶい橙～5YR1/7黒

(内)5YR6/4に ぶい橙～5YR1/7黒

G)LR縄 文を胴部に施す

(内)

第39号 土壌

第 124図 -4

淋
　
　
緻

口径
残高  7.5
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぷい橙～5YR5/1褐灰

0)5YR6/4に ぶい橙～5YR5/1褐灰

(外)

(内 )

第39号 土壌

第 124図 -5

淋
　
　
緻

口径
残高  5.8
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;J[:1:サ ::子

1

色 ;0)5YR6/6橙
(内)5YR6/4にぶい橙

0)RL縄 文を施す

(内)

第39号 土壌

第 124図 -6

淋
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR3/2暗 赤褐

(内)5YR4/1褐灰

(外)

(内)

第39号 土墳

第 124図 -7

群
　
　
緻 嘲

略嬬雌脚

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D5YR6/4に ぶい橙

(内)5YR6/6橙

0)RL縄 文を施す
箆肖Jり

(内)1空肖Jり

第40号 土壌

第 125図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  3。 9

底径
胴部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/3褐

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

0)沈線による文様を施す

(内)箆肖Jり

第40号 土壌

第 125図 -2

淋
　
　
緻

口径
残高  4.8
底径
胴部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)5Ⅶ5/4にぶい赤褐

(内)5YR5/4にぶい赤褐

0)

(内 )

第40号 土壌

第 125図-3

不
　
　
徳

口径 15.0
残高  2.3
底径
口縁部一部

胎 :細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5Y5/1灰

(内)5Y5/1灰

(外)

(内 )

第41号 土壌

第 126図-1

不
　
　
獅

口径 10_0
器高  2.0
底径  4.0
日録部1/4郎

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR6/4に 応ミいオ登

上げ底気味の平底 0)底部回転糸切り

(内)磨き

第41号 土壌

第 126図 -2

不
　
廟
鶴

口径 14.7
残高  3.2
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒含む

焼 ;良好
色 :G)10YR6/1灰

0)10YR6/1灰

(わ 軸輯による撫で
0)軸輯による撫で

外内面に灰釉を施す

第41号 土墳

第 126図 -3

不
　
　
徳

口径

残高  1.7
底径  5,4
底部1/4

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YIR6/1褐灰

0)10YR6/1褐灰

平底 0)軸輯による撫で
底部回転糸切り

(内)

第41号 土墳

第 126図 -4

椀
　
　
獅

口径

残高  1.8
底径  7_6
底部1/2

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)黒

高台付の底部 G)軸檀による撫で

m)磨き 黒色処理

第41号 土墳

第 126図 -5

盤
　
　
獅

口径
残高  1.9
底径  5.0
底部ほぼ完

胎 ;0。 2～0.5の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

高台付の底部 (外)

(内 )

第 55表 土壊出土遺物観察表 (8)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

第41号 土壌

第 126図-6

不
　
励
略

口径
残高  1.8
底径  5.2
底部一部

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5Y6/2灰オリープ

0)5Y7/2灰白

高台付の底部 0)軸韓による撫で
底部回転糸切り
灰釉を漬け掛けする

0)軸韓による撫で

第41号 土壌

第 126図-7

淋
　
　
紋

口径
残高  5。 1

底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/2灰褐

0)10YR5/2灰黄褐

G)磨消縄文を施す

(内)

第42号 土墳

第 127図 -1

麟
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5Ⅶ6/6橙

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

0)日縁部に隆帯が巡る
撫で

0)横位の箆削り

第42号 土壌

第 127図-2

淋
　
　
緻

口径
残高  5。 6

底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6褐

(内)7.5YR6/6褐

0)日縁部に隆帯が巡る
箆肖Jり

0)横位の箆削り 磨き

第42号 土壌

第 127図 -3

麟
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ,0)7.5YR5/1褐灰

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

0)無文 磨き

0)横位の磨き

第42号 土墳

第 127図-4

離
　
　
緻

口径
残高  4.9
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(D10YR4/2灰 黄褐

a)10YR6/2灰黄褐

G)磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す

(内)

第42号 土墳

第 127図 -5

淋
　
　
紋

口径
残高  5。 4

底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;(D7.5YR7/6にぶい橙

(内)7.5YR5/4に ぶい褐

0)縦位の区画内にRL縄
文を施す

(内)1寃肖Jり

第42号 土墳

第 127図-6

淋
　
　
緻

口径
残高  4.2
底径
胴部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3にぶい褐

(内)7.5YR4/2灰褐

G)LR縄 文を施す

(内)磨き

第42号 土壌

第 127図 -7

麟
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;露奸
色 ;G)7.5YR5/6明褐

Q)10YR7/2にぶい黄橙

0)楕円形の区画内にL縄
文を施す

0)横位の箆削り

第42号 土壌

第 127図-8

淋
　
　
緻

口径
残高  5。 4

底径
胴部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YIR6/4にぶい橙

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

0)磨消縄文構成 LR縄
文を施文した後、沈線
の区画を施す

0)横位の箆磨き

第42号 土墳

第 127図 -9

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.2
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 :G)7.5YR5/2灰褐

(内)7.5YR4/1褐灰

0)沈線による文様を施す

0)横位の磨き

第42号 土壌

第 127図 -10

淋
　
　
緻

口径
残高  4.3
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)5Ⅶ6/6橙

(内)5YR6/6橙

0)横位の羽状斜線文を施
す

0)箆磨き

第42号 土墳

第 127図 -11

藩
　
　
緻

回径
残高  3.0
底径
底部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3にぶい褐

(内)7.5YR4/1褐灰

(外)

(内)箆削り 磨き

第43号 土墳

第 128図 -1

料
　
　
緻

口径
残高  5。 7

底径
頸部一部

胎 ;石英、粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5Ⅶ 7/3に ぶい橙

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

(外) 頸部に2条の相い刻み目を入れた隆帯が遇り
「

8」 字拙倣雄す箆磨き
(内)1窒肖Jり

第43号 土墳

第 128図 -2

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  4。 3

底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に‖鼈～7.5YR4/2灰掲

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

0)横位の箆削り

0)回縁部に2条の沈線が
巡る 箆磨き

第 56表 土墳出土遺物観察表 (9)
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遅誹毒NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整    形    ほ    か

第43号 土壌

第 128図-3

淋
　
　
緻

口径
残高  5,7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外) 7.5YR6/4に ぶい橙～7.5YR4/1鵜灰
(内)5YR6/4にぶい橙

(外)

0)口縁部に2条の沈線が
巡る 箆削り

第43号 土墳

第 128図-4

離
　
　
緻

口径
残高  0.8
底径  7.1
底部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒僅かに含む
朗
(外)5YR4/4に

=ヾ
い赤褐

(内)5YR5/6明赤褐

0)底部に網代痕有り

0)箆磨き

第44号 土壌

第 129図 -1

淋
　
　
緻

口径
残高  3.4
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/2灰 黄褐

(内 )5YR6/6橙

0)細い刻み目を入れた隆
帯を施す 箆削り

(内)

第44号 土墳

第 129図-2

料
　
　
緻

口径
残高  5.3
底径
胴部一部

胎 ;細砂粒を多量に含む
焼 :良好
色 ;0)5YR5/4に ぶい赤褐

(内)7.5YR4/2灰褐

0)磨消縄文を施す
L縄文を施文した後、
沈線を施す

(内)肖」り

第44号 土墳

第 129図-3

淋
　
　
緻

口径
残高  6.9
底径
胴部一部

胎 ;細砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 :0)5YR6/3に ぶい橙

(内)5YR6/3に盤ドい力臣

0)RL縄 文を施文した後
沈線を施す

0)撫で

第45号 土墳

第 130図-1

怒
　
　
緻

口径
残高  3.8
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/2灰褐

(内)7.5YR5/2灰褐

0)磨消縄文を施す
LR縄文を施文した後
沈線を施す

(内)磨き

第45号 土壌

第 130図 -2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.7
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 :良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YIR6/6橙

(外)

0)横位の箆削り

第46号 土墳

第 131図-1

不
　
　
獅

口径 13.6
残高  4.6
底径  5。 2

日録部体部一部底部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/4に ぶい褐
(内)7.5YR5/4にぶい褐

平底より立ち上がり、内弯気
味に開いて口縁部に至る

軸輯による撫で
底部回転糸切り
軸櫨による撫で

第46号 土渡

第 131図 -2

不
　
　
卸

口径 15.4
残高  4.1
底径
日緑部1/琳部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/3に ぶい橙
(内)7.5Ⅶ6/3にぶい橙

体部より緩やかに口縁部に至
る

0)軸輯による撫で

Q)軸輯による撫で

第46号 土墳

第 131図-3

不
　
　
鰤

口径
残高  3.7
底径  5.6
体部一部底部ほぼ完

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5YR4/2灰褐
(内)5YR4/2灰褐

平底より内弯気味に立ち上が
る

軸輯による撫で 底部
回転糸切り 黒色処理
軸輯による撫での後、
箆磨き 黒色処理

第 57表 土境出土遺物観察表 (10)

第 58表 集石出土遺物観察表 (1)
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第 1号 集石

第 132図-1

料
　
　
緻

口径

残高  8.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
0)10YR5/2灰黄褐

0)LR縄 文を施文した後
胴部を垂下する沈線が
分割する

0)撫で

第 1号 集石

第 132図-2

潜
　
　
緻

口径
残高  4.8
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/4に 応ヾい橙
0)10YR7/3にぶい黄橙

0)隆帯とLR縄文の文様
構成

(内 )

第 1号 集石

第 132図-3

鮮
　
　
緻

口径
残高  3.6
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/2灰褐

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

0)沈線とLR縄文を施す

0)横位の箆削り

第 1号 集石

第 132図 -4

料
　
　
緻

口径
残高  3.1
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
朗
0)10YR5/3にぶい黄褐
(内)7.5YR5/4に 応ヾい褐

RL縄文を施文した後
沈線の懸垂文を施す
横位の箆削り



遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

第 1号 集石

第 132図 -5

淋
　
　
緻

口径
残高  5,3
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/3に ぶい赤褐

(内)5YR6/4に応ミt'登

0)沈線と隆帯による文様
を施す

(内 )

第 1号 集石

第 132図-6

淋
　
　
緻

口径
残高  5。 5

底径
胴部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明褐

(内)7.5YR5/6明褐

a)沈線と隆帯による文様
を施す

(内 )

第 1号 集石

第 132図-7

淋
　
　
緻

口径

残高  4.2
底径
口縁部一部

、雲母、礫、粗砂粒含む

7.5YR5/3に ぶい褐
7.5YR7/4に ぶい橙

麒
朗
∽
①

胎
焼
色

突起部

第 1号 集石

第 132図-8

淋
　
　
緻

口径
残高  4。 3

底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;G)5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

a)刺突文を施す

(内)

第 304号
集石

第 133図-1

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  5。 3

底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)7.5YR8/6浅黄橙

(内)7.5YR7/4に ぶい橙

波頂部 G)磨消縄文を施す
0)文様を施す

LR縄文を施 した後、
沈線による文様を施す

第 3・ 4号
集石

第 133図-2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.9
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR5/3に ぶい赤褐

(内)5YR5/1褐灰

(外) 相い刻み目を入れた隆帯が日緑部を通る
磨消縄文、「 8」 字状
貼付文を施す

0)精緻な横位の箆磨き

第 304号
集石

第 133図-3

麟
　
　
紋

口径
残高  6.0
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;J::l[サ i子

色 ;G)7.5YR5/3にぶい褐
(内)7.5YR5/3に ぶい褐

波頂部 0)磨消縄文を施す
LR縄文を施文した後
沈線による文様を施す

0)磨き

第 304号
集石

第 133図 -4

淋
　
　
緻

回径
残高  4.0
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/2黒褐

(内)7.5YR6/2灰褐

波頂部
口唇部に面取りを施す

0)磨消縄文を施す
RL縄文を施文した後
沈線による文様を施す

0)精緻な磨き

第304号
集石

第 133図-5

淋
　
　
緻

口径
残高  6.1
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;」[:][Ji子

色 ;0)7.5YIR4/1褐灰
(内)7.5YR4/1褐灰

口縁部は内折する 0)磨消縄文を施す
L縄文を施文した後、
沈線による文様を施す

0)2条の平行沈線を施す

第 304号
集石

第 133図-6

淋
　
　
緻

口径
残高  4.2
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/1褐灰

(内)7.5YR4/1褐灰

口縁部は内折する
口唇部に面取りを施す

(D磨消縄文を施す
LR縄文を施文した後
沈線による文様を施す

0)精緻な箆磨き

第 3。 4号
集石

第 133図 -7

淋
　
　
緻

回径
残高  4.2
底径
回縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D10YR4/2灰 黄褐

m)10YR5/3にぶい黄褐

口縁部は内折する 0)磨消縄文を施す

(内)磨き

第304号
集石

第 133図-8

料
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
口縁部■部

胎 ;麒、醤母、郭湘帥含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/1赤灰

(内)2.5YR4/1赤 灰

波頂部 0)磨消縄文を施す
RL縄文を施文した後
平行沈線を施す

0)精緻な箆磨き

第 304号
集石

第 133図 -9

淋
　
　
緻

口径
残高  7.2
底径
口縁部一部

雲母、粗砂粒含む
朗
0)7.5YIR4/1褐 灰
0)10YR6/3にぶい黄橙

胎
焼
色

口唇部に面取りを施す (D磨消縄文を施す

0)横位の箆削り

第 304号
集石

第 133図 -10

糾
　
　
緻

口径
残高  4.8
底径
口翡譜酵吾部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;(D2.5YIR5/3に ぶい赤褐

(内)2.5YR5/1赤灰

波頂部
口唇部に面取りを施す

G)磨消縄文を施す

0)精績な磨き

第 3・ 4号
集石

第 133図 -11

淋
　
　
紋

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :G)2.5YR5/3にぶい赤褐

(内)2.5YR4/1赤 灰

口縁部は外側に肥厚する a)沈線による文様を施す

0)精緻な磨き

第 59表 集石出土遺物観察表 (2)
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第 304号
集石

第 133図 -12

淋
　
　
緻

口径
残高  7.0
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :a)5YR6/4に ぶい橙

(内)5YR7/4に
=ヾ

いオ登

口縁部は先端で屈折する 0)無文 箆削り

0)横位の箆削り

第 304号
集石

第 133図 -13

麟
　
　
緻

口径
残高  6.3
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)5YR8/4淡橙
(内)5YR7/6橙

G)無文 撫で

0)横位の箆削り

第304号
集石

第 133図 -14

淋
　
　
緻

口径
残高  7.2
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む

焼 :良好
色 ;G)7.5Ⅶ 5/2灰褐

(内)7.5YR5/2灰褐

0)無文 撫で

0)横位の削り

第 3・ 4号
集石

第 133図 -15

淋
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)5YR5/6明 赤褐

(内)7.5YR4/2灰褐

口唇部に刻み目を施す
横位の箆削り 撫で
横位の箆削り 撫で

第 3・ 4号
集石

第 133図 -16

淋
　
　
緻

口径
残高  7.3
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)5YR5/2灰褐
(内)5YR4/1褐灰

(外)横位の羽状斜線文を施
す

(内)磨き

第304号
集石

第 133図 -17

淋
　
　
緻

口径
残高  5.2
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;α)7.5YR3/1黒褐

(内)7.5YR2/1黒

口縁部は内折する
日唇部に面取りを施す

G)横位の羽状斜線文を施
す

0)精緻な磨き

第 304号
集石

第 133図 -18

淋
　
　
緻

口径
残高  5.3
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR5/3に ぶい黄褐

m)10YR4/1褐灰

(D斜線文を施す

(内)磨き

第 3・ 4号
集石

第 133図 -19

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.3
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;① 10YR6/3にぶい黄橙

0)10Ⅶ5/3にぶい黄橙

突起部 (外)

(内)磨き

第304号
集石

第 133図 -20

淋
　
　
緻

口径
残高  5。 3

底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、金雲母、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)2.5YR5/6明赤褐
(内)5YR6/4にぶい橙

(外)

0)撫で

第 304号
集石

第 133図 -21

淋
　
　
緻

口径
残高  7.7
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;a)5YR3/3暗 赤褐

(内)5YR4/3にぶい赤褐

隆帯による区画内にL
R縄文を施文する
撫で

第 3・ 4号
集石

第 133図 -22

麟
　
　
緻

口径
残高  7.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)10YIR7/2にぶい黄橙

0)10YR4/1褐灰

突起部 (外)磨き

(内)磨き

第304号
集石

第 133図 -23

ニ

ユ
　
文

ミ
チ
ア
縄

口径
残高  4.5
底径
接合部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
G)10YR4/2灰黄褐
0)10YR4/2灰黄褐

(外)瑯に平行に2条の沈線を巡らせ、その間に
酷緞文を施す
精緻な磨き

0)削り 撫で

第 3・ 4号
集石

第 133図 -24

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径  2.1
残高
底径
注目部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR5/3に ぶい褐

G)磨き

(内 )

第 3・ 4号
集石

第 133図 -25

淋
　
　
緻

口径

残高  4.6
底径 10.8
底部4/5

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)5Ⅶ3/2暗赤褐
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

撫で 縦位の削り
底部に網代痕有り
肖Jり

第 304号
集石

第 133図 -26

淋
　
　
緻

口径
残高  6.0
底径  5。 8

脚～郎■

胎 ;石英、雲母く粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5Ⅶ4/1褐灰

(内)5YR4/1褐灰

平底 0)底部に網代痕有り

0)撫で 削り

第 60表 集石出土遺物観察表 (3)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

第 3・ 4号
集石

第 133図 -27

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.3
底径 10。 0

胴部～底部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;a)5YR6/8橙

(内)7.5YR6/3にぶい褐

0)底部に網代痕有り

(内)

第 3・ 4号
集石

第 133図 -28

離
　
　
緻

口径
残高  4.4
底径 11.4
脚～郎瑯

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙～7.5YR5/2灰褐

(内)7.5YR7/3にぶい橙

平底 0)底部に網代痕有り

0)撫で 削り

第 5号 集石

第 134図 -1

淋
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径
口縁部一部

麒
朗
①
①

胎
焼
色

、雲母、礫、粗砂粒含む

7.5YR5/6明 褐
7.5YR6/6橙

(外 )

0)横位の箆削り

第 5号 集石

第 134図-2

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を多量に含む
焼 ;」良虫子
色 ;0)10YR6/3に ぶい黄橙

0)10Ⅶ6/3に ぶい黄橙

(外) 2条の相い刻み目を入れた隆帯が日縁部を追
る

0)3条の沈線が日縁部を
巡る

第 5号 集石

第 134図-3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.0
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)5YR4/6赤 褐

(内)5YR5/6明赤褐

0)無文 横位の箆削り

0)横位の箆削り

第 5号 集石

第 134図-4

淋
　
　
紋

口径
残高  3.5
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、礫 粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR5/3に ぶい黄褐

(内)7.5YR6/6橙

口唇部の内側に面取りを施す 0)横位の箆削り

0)横位の箆削り

第 5号 集石

第 134図-5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.8
底径
口縁部一部

胎 :石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/6橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

G)沈線文、LR縄文を施
す

0)磨き

第 5号 集石

第 134図-6

淋
　
　
緻

口径
残高  5。 2

底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5YR6/4に熱嘔～10YR3/1黒褐

(内)5YR5/6明赤褐

0)磨消縄文を施す
RL縄文、「 8」 字状
沈線文を施す

(内)磨き

第 5号 集石

第 134図-7

淋
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(外)7.5YR6/3に 応ヾい褐

(内)7.5YR7/4に ぶい橙

0)沈線による文様を施す

(内)磨き

第 5号 集石

第 134図-8

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4。 4

底径
胴部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/8橙

(内)7.5YR7/6橙

Ｄ

　

Ｄ

第 5号 集石

第 134図-9

麟
　
　
緻

回径

残高  4.0
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4にぶい褐

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

a)LR縄 文を施す

(内 )肖 Jり

第 5号 集石

第 134図 -10

淋
　
　
緻

口径

残高  4.2
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/2灰褐

(内)7.5YR5/4に ぶい褐

(外)

(内 )

第 6号 集石

第 135図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  2,4
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6橙

(内)5YR6/8橙～7.5YR5/1褐灰

G)「 8」 字状貼付文を施
す

(内 )

第 6号 集石

第 135図-2

淋
　
　
緻

回径
残高  4.0
底径
胴部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)10YR4/4褐
0)10YR5/4にぶい黄褐

胎
焼
色

0)羽状斜線文を施す

(内 )

第 6号 集石

第 135図 -3

淋
　
　
緻

口径
残高  4.3
底径
胴部一部

粗砂粒含む
朗
0)10YR5/4にぶい黄褐
0)10YR6/4にぶい黄褐

胎
焼
色

0)沈線による文様を施す

(内 )

第 61表 集石出土遺物観察表 (4)
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ整 形

第 6号 集石

第 135図-4

淋
　
　
緻

口径
残高  1.6
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
G)10YR6/4に ‖噴卜10YR4/1褐灰
Q)10YR5/3に ぶい黄褐

0)

(内)

第 6号 集石

第 135図 -5

麟
　
　
緻

口径
残高  1.7
底径  9。 3

底部1/3

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)10YR6/8明 黄褐～10YR5/4に ‖瑣褐
0)10YR7/6明黄褐

平底 0)底部に網代痕有り

(内)

第 8号 集石

第 136図 -1

淋
　
　
緻

口径 31.7
器高 23.0
底径 10.0
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR5/4に ぶい黄褐

0)10YR5/4にぶい黄褐

上げ底気味の底部より立ち上
がり、丸みのある体部より外
反して回縁部に至る

0)磨消縄文を施す 文様
は胴部を 6単位に構成
する 底部網代痕有り

(内)日螂に麟を施す欄な箆磨き

第 8号 集石

第 136図-2

離
　
　
緻

口径
残高  5.7
底径
胴部一部

胎 ;金雲母、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

0)磨消縄文を施す

(内)磨き

第 8号 集石

第 136図 -3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  8.9
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR5/6明 赤褐

(内)5YR6/6橙

0)磨消縄文を施す

0)横位の箆削り

第 8号 集石

第 136図 -4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.9
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;館軒
色 ;G)5YR6/6橙

(内)5YR6/8橙

0)磨消縄文を施す

(内)

第 8号 集石

第 136図 -5

淋
　
　
鮫

口径
残高  4.1
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5Ⅶ4/4にぶい赤褐

(内)5Ⅶ6/4にぶい橙

0)磨消縄文を施す

(内)1亀肖1り

第 8号 集石

第 136図 -6

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.9
底径
体部一部

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4にぶい橙

(内)5YR5/2灰褐

a)磨消縄文を施す
LR縄文を施文した後
沈線の区画を施す

0)横位の箆削り

第 8号 集石

第 136図 -7

淋
　
　
緻

口径
残高  6.4
底径
口縁部一部

島合;礫多量、石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内)7.5Ⅶ7/8黄橙

波状口縁を呈する G)磨消縄文を施す

0)横位の箆削り

第 8号 集石

第 136図 -8

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.3
底径
口縁部一部

胎 ;駄 鑑母、割、鋤齢む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

0)口縁部に平行して隆帯
が巡る

(内)

第 8号 集石

第 136図 -9

淋
　
　
緻

口径

残高  5.5
底径
回縁部一部

胎
焼
色

石英、金雲母、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR5/6明 褐
(内)7.5YR7/4に 痣ヾい橙

口縁部は内側に肥厚する 0)沈線による文様を施す

(内)

第 8号 集石

第 136図 -10

淋
　
　
紋

口径
残高  7.1
底径
胴部一部

胎 ;石英、金雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5Ⅶ 5/4にぶい赤褐

(内)7.5YR6/6橙

0)沈線による文様を施す

0)横位の箆削り

第 8号 集石

第 136図 -11

淋
　
　
紋

口径
残高  6.5
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR5/8明 褐

G)LR縄 文を施す

(内)

第 8号 集石

第 136図 -12

淋
　
　
緻

口径
残高  6.4
底径
胴部一部

胎 ;麒、金調、郭、鋤齢む
焼 ;良好
色 :0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/8種 臣

0)LR縄 文を施す

(内)

第 8号 集石

第 136図 -13

料
　
　
緻

口径
残高  3.2
底径
胴部一部

胎
焼
色

金雲母、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/6橙
(内)7.5Ⅶ 6/6橙

0)交互刺突文を施す

(内)

第 62表 集石出土遺物観察表 (5)

-71-



遺構NO

図版NO

器種

種類
法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第 8号 集石

第 136図 -14

深鉢

縄文

口径
残高  2.8
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
G)5YR4/3に ぶい赤褐
(内)5YR5/6明赤褐

連続刺突文を施す

磨き

第 8号 集石

第 136図 -15

群

縄文

口径
残高  3.5
底径 12.6
底部一部

島合;石英、金雲母、雲母、llln含 む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR7/4にぶい橙

平底

第 8号 集石

第 136図 -16

離

縄文

口径
残高  3.3
底径  9.4
底部1/2

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/4褐

(内)7.5Ⅶ7/6橙

平底 Ｇ

　

Ｏ

箆削りの後、箆磨き

第 8号 集石

第 136図 -17

淋

縄文

口径
残高  3.6
底径 11.8
底部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/8橙

(内)7.5YR6/8橙

平底

第 8号 集石

第 136図 -18

淋

縄文

口径
残高  0。 7

底径
底部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;.[i:][〕 i:]『

:

色 ;0)7.5YR6/8橙
(内)5Ⅶ 6/8橙

底部に網代痕有り

第 8号 集石

第 136図 -19

不
　
　
徳

口径 15.0
残高  3.3
底径
口縁部一部

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5Y5/2暗 灰黄

(内)2.5Y5/3黄 褐

口縁部は直線的に開く 軸韓による撫で

第 8号 集石

第 136図 -20

不
　
　
徳

径
高
径
部

口
残
底
底

1.1

7.6

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR5/1褐 灰

(内)2.5Y5/2暗 灰黄

高台付の底部 底部回転糸切りの後、
調整を施す

第 8号 集石

第 136図 -21

甕
　
　
抑

口径 18.6
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR5/4にぶい褐

(内)7.5YR5/6明褐

口縁部は緩く「く」の字状に
外反する

０

　

０

縦位の箆削り

横位の箆削り

第 8号 集石

第 136図 -22

甕
　
　
獅

口径
残高 10.0
底径
体部■部～底部2/3

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

箆肖Jり

箆肖Jり

第11号 集石

第 137図 -1

淋

縄文

口径 38.4
残高 15.0
底径
日肝 脚1/3

胎
焼
色

細砂粒、雲母多量に含む
朗
(外)5YR5/8明赤褐
(内)5YR5/8明赤褐

丸みのある胴部より外反して
回縁部に至る
頸部に橋状把手が付く

G)胴部に連続刺突文を施
す

(内)磨き

第11号 集石

第 137図 -2

淋

縄文

口径

残高  8.3
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)2.5YR6/6橙
(内)2.5YR5/4に ぶい赤褐

(外)櫛歯状工具による条線
文を施す

0)横位の箆削り

第11号 集石

第 137図 -3

淋

縄文

回径
残高  6.9
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)2.5YR6/6橙
(内)5YR6/4にぶい橙

Ｇ

　

Ｑ

櫛歯状工具による条線
文を施す

第11号 集石

第 137図 -4

淋

縄文

口径
残高  8.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
餅
(外)7.5YR5/2灰褐～5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR5/3に ぶい褐

0)櫛歯状工具による条線
文を施す

(内)

第11号 集石

第 137図 -5

淋

縄文

口径
残高  4.6
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/6橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

沈線による文様を施す

第11号 集石

第 137図 -6

淋
　
　
緻

口径
残高  3.6
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明 赤褐

(内)5YR6/6橙

G)連続して押圧した隆帯
が胴部を巡る

(内)

第 63表 集石出土遺物観察表 (6)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第11号 集石

第 137図 -7

淋

縄文

口径
残高  4.6
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む

朗
(外)5YR7/4にぶい橙
(内)5YR6/4にぶい橙

Ｇ

　

Ｏ

第11号 集石

第 137図 -8

淋
　
　
緻

口径
残高  6。 9

底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

朗
(外)7.5YR4/3褐～5YR4/6赤褐

(内)5YR4/6赤褐

磨消縄文を施す
沈線を施した後、RL
縄文を施文する
箆磨き

第11号 集石

第 137図-9

淋

縄文

口径
残高  4。 2

底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
朗
(D7.5YIR6/4橙
(内)7.5YR5/4に ぶい褐

(D RL縄文と沈線による
文様を施す

0)箆磨き

第11号 集石

第 137図 -10

淋
　
　
緻

口径
残高  6.5
底径
胴部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/2灰褐

(内)5YR6/6橙

(D RL縄文と沈線による
文様を施す

(内)

第11号 集石

第 137図 -11

深鉢

縄文

口径
残高  4.6
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む

朗
(外)2.5YR5/8明赤褐
(内)2.5YR6/8橙

0)唐草文を施す

(内)撫で

第14号 集石

第 138図-1

麟

縄文

口径
残高 10.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(D5YR5/4にぶい赤褐
(内)5YR5/6明赤褐

突起部 り

　
り

箆
　
箆

Ｇ
　
Ｏ

撫で

撫で

第14号 集石

第 138図 -2

淋
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む

朗
0)10YR6/4にぶい黄橙
0)10m7/4にぶい黄橙

口縁部は内側に肥厚する で
　
で

撫
　
撫

第14号 集石

第 138図-3

麟

縄文

口径
残高  6.5
底径
胴部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;J::][り i子

色 ;0)7.5YR6/6橙
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

G)沈線が胴部を垂下し、
その区画内にRL縄文
を施す

(内)

第14号 集石

第 138図-4

深鉢

縄文

口径
残高  5.3
底径
胴部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D5YR6/6橙

(内)5YR5/4にぶい赤褐

0)太い沈線が胴部を垂下
し、その区画内にRL
縄文を施す

(内)1窒肖1り

第14号 集石

第 138図 -5

淋
　
　
緻

口径
残高  8.3
底径
胴部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR5/4に ぶい褐

a)沈線が胴部を垂下し、
その区画内にLR縄文
を施す

(内)肖Jり

第14号 集石

第 138図-6

淋

縄文

口径
残高  5。 2

底径
胴部=部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

RL縄文を施す

第14号 集石

第 138図-7

群

縄文

口径
残高  4.5
底径
胴部一部

胎 ;石英、金雲母、雲母含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR5/4に ぶい褐

０

　

０

櫛歯状工具による条線
文を施す

第14号 集石

第 138図-8

淋
　
　
緻

口径
残高  3。 7

底径  7.7
底部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR4/3褐

平底 Ｄ

　

Ｄ

第 64表 集石出土遺物観察表 (7)
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

第 1号 溝址

第 139図 -1

不
　
　
獅

口径 15.6
器高  6.2
底径
ほぼ完形

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5Ⅶ 6/6橙

丸底より、緩やかに外反する
口縁部に至る

口縁部横位の撫で
体部箆削りの後、撫で
回縁部横位の撫で
体部箆劇りの後、世で、箆磨き

第 1号 溝址

第 139図 -2

不
　
　
獅

口径
器高
底径
完形

石英、礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

丸底より体部へ内弯して立ち
上がり、僅かに外反する口縁
部に至る

0)横位の箆磨き

0)放射状の箆磨き

第 1号 溝址

第 139図-3

不
　
　
獅

口径 12.6
器高  4.7
底径  6.0
日縁体1/3底 1/2

礫、粗砂粒含む
断
G)10Ⅶ5/2灰黄褐
0)10YR5/2灰黄褐

胎
焼
色

平底より内弯して開く 軸輯による撫で
底部回転糸切り
軸輯による撫で

第 1号 溝址

第 139図 -4

不
　
　
獅

口径 11.2
器高  3.0
底径  5,0
ほぼ完形

石英、礫、粗砂粒含む
良好
a)5YR8/4淡橙
(内)7.5YR8/4浅黄橙

胎
焼
色

平底より立ち上がり回縁部に
至る

軸韓による撫で
底部回転糸切り
軸輯による撫で

第 1号 溝址

第 139図 -5

不
　
　
獅

径
高
径
部

口
残
底
底

2.2

7.8

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR6/3に 恵ヾtヽ褐

胎
焼
色

高台付の底部 0)軸櫨による撫で

0)軸輯による撫で

第 1号 溝址

第 139図 -6

不
　
　
師

吉同
　
　
土

口径 16.6
器高 13.4
裾径 14.8
椰部1/3脚邸1/2

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/6橙
(内)7.5YR6/6た 饉

胎
焼
色

外部は内弯して開く
脚部はラッパ状に広がる

0)坪部、脚部箆磨き

0)外部箆磨き
脚部箆削りの後、撫で

第 1号 溝址

第 139図 -7

不
　
　
師

吉同
　
　
土

口径
残高  9.3
裾径
瑯螂瑯

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
0)5YR6/6橙
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

外部は接合部より強い稜を経
て、外反する
脚部は接合部より大きく開く

0)外部、脚部箆磨き

0)外部箆磨き
脚部箆削り

第 1号 溝址

第 139図 -8

不
　
　
師

吉同
　
　
土

口径
残高  8.3
裾径 10.0
榔瑯～脚1/4

石英、礫、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

外部は接合部より開く
脚部は接合部より大きく開く

α)不部、脚部箆磨き

0)外部撫で 脚部箆削り

第 1号 溝址

第 139図-9

高不

土師

口径
残高  7.8
裾径
不躙

金雲母、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/4にぶい橙
(内)5YR6/4に 応ヾt,登

胎
焼
色

外部は接合部より開く
脚部は接合部より大きく開く

0)脚部箆磨き

0)脚部箆削り

第 1号 溝址

第 139図 -10

不
　
　
師

昔同
　
　
土

口径
残高  8.0
裾径
脚部一部

石英、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR6/3に ぶい褐

胎
焼
色

粘土帯積み上げ
脚部は筒状を呈す

0)箆削りの後、箆磨き

(内 )

第 1号 溝址

第 139図 -11

椀

灰釉
陶器

口径
残高  2.2
底径  8.0
底部一部

細砂粒含む
良好
G)2.5Y7/2灰黄
(内)5Y7/2灰白

胎
焼
色

高台付の底部より立ち上がる 0)軸輯による撫で

0)軸輯による撫で
外内面に灰釉を施す

第 1号 溝址

第 139図 -12

甕
　
　
獅

口径 19.2
残高  4。 4

底 1

回縁部一部

胎 ;石英多量、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内) 7.5YR6/6市登

口縁部は外反する 0)横位の撫で

0)横位の撫で

第 1号 溝址

第 139図 -13

甕
　
　
鰤

口径 17.0
残高  3.9
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :0)5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は「く」の字状に外反
する

0)横位の撫で

0)横位の撫で

第 1号 溝址

第 139図 -14

甕
　
　
獅

口径 17.0
残高  4.4
底径
口縁部1/5

、粗砂粒含む

7.5YR6/4に ぶい橙
7.5YR6/3にぶい褐

英
好
＞
＞

石
良
０
０

胎
焼
色

口縁部は「く」の字状に外反
する

0)横位の撫で

0)横位の撫で

第 1号 溝址

第 139図 -15

十霊　
　
獅

口径 15.8
残高 5.4
底径
口縁部1/3

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

口縁部は「く」の字状に外反
する

0)横位の撫で

0)横位の撫で

第 65表 溝址出土遺物観察表 (1)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第 1号 溝址

第 139図 -16

増
　
　
獅

口径
残高  8.8
底径
体部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
G)7.5YR6/4に ぶい橙
0)10YR6/3に ぶい黄橙

球状の体部より頸部で屈曲す
る

0)縦位の箆磨き

0)撫で

第 1号 溝址

第 139図 -17

甕
　
　
獅

口径 11.5
器高 12.5
底径
日郡～躙部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4に ぶい赤褐

(内)5YR6/4に
`ミ

い橙

丸底より張りの無い胴部を経
て、緩く外反する日縁部に至
る

0)箆削りの後、撫で

0)横位の撫で

第 1号 溝址

第 139図 -18

甕
　
　
獅

口径
残高  6.0
底径 10。 4

113～瑯瑚

胎 :礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/2灰褐

(内)7.5YR5/3にぶい褐

平底より内弯気味に立ち上が
る

0)軸輯による撫で

0)撫で 箆削り

第 1号 溝址

第 139図 -19

一亜　
　
徳

口径 42.0
残高 10.0
底径
口縁部一部

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/3にぶい褐
(内)7.5YR6/2灰褐

口縁部は外反して開く
回唇部に面取りを施す

(D口縁部に波状文を施す

(内 )

第 1号 溝址

第 139図 -20

甕
　
　
徳

口径
残高  7.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
(D10YR3/1黒褐
0)10YR5/1褐灰

口唇部に面取りを施す 0)波状文を施す

(内)

第 1号 溝址

第 139図 -21

甕
　
　
徳

口径
残高  8。 1

底径
頸部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;J自崚子
色 :G)10YR4/1褐 灰

m)10YR4/1褐灰

頸部より緩やかに外反する 0)波状文を施す

(内 )

第 1号 溝址

第 139図 -22

甕
　
　
徳

口径
残高  7.4
底径
胴部一部

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
餅
(外)2.5YR6/2灰黄
(内)2.5Ⅶ7/2灰黄

0)叩 き目を施す

0)叩き目を施す

第 1号 溝址

第 139図 -23

甕
　
　
独

口径
残高  2.7
底径
頸部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)10YR5/1褐 灰

0)10YR5/1褐灰

0)叩 き目を施す

(内 )

第 1号 溝址

第 139図 -24

甕
　
　
徳

口径
残高  6.4
底径 17.8
底部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)10YR4/1褐灰
0)10YR5/2灰黄褐

平底 (外)

(内)

第 1号 溝址

第 139図 -25

一一
ユ
　

師

ミ
チ

ア
土

口径  5.6
器高  3.3
底径  4.0
ほぼ完形

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR6/4にぶい橙

手捏ね (外)指頭による撫で

(内)指頭による撫で

第 1号 溝址

第 139図 -26

ユ
　

師

チ

ア
土

口径  5.6
器高  4.0
底径  4.4
ほぼ完形

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
G)10YR6/3に ‖`黄橙～7.5YR3/1黒褐
0)10YR6/3にぶい黄橙

手捏ね (外)指頭による撫で

(内)指頭による撫で

第 1号 溝址

第 139図 -27

淋
　
　
緻

口径

残高  5.3
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒含む

朗
0)10YR6/4にぶい黄橙
(内)7.5YR5/4に ぶい褐

口縁部は内弯する (外)

(内)

第 1号 溝址

第 139図 -28

淋
　
　
緻

口径
残高  3.5
底径
胴部一部

胎 ;金雲母多量、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤 褐

(内)5YR4/4にぶい赤褐

(外)

(内 )

第 1号 溝址

第 139図 -29

雄
　
　
紋

口径
残高  8.9
底径
胴部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7_5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR5/4に ぶい褐

(外)

(内)

第 1号 溝址

第 139図 -30

潜
　
　
緻

口径
残高  5.1
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/4にぶい赤褐
(内)5YR5/3にぶい赤褐

(外)

(内 )

第 66表 溝址出土遺物観察表 (2)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 亘里 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第 1号 溝址

第 139号 -31

深鉢

縄文

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)5YR6/6橙

(内)5Ⅶ 6/6橙

口縁部は内側に肥厚する Ｄ

　

Ｄ

第 1号 溝址

第 139号 -32

麟

縄文

口径
残高  4。 3

底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英多量、粗砂粒含む
朗
(外)5YR4/3にぶい赤褐
(内)5YR6/6橙

口縁部は「く」の字状に外反
する

第 1号 溝址

第 139号 -33

淋

縄文

口径
残高 10.0
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)10YR7/4に

=ミ

い責罰登

波頂部 (外)

(内)

第 1号 溝址

第 139号 -34

離

縄文

口径
残高  4。 1

底径
口綬譜椰吾部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
(D5YR6/6橙
0)10YR6/4にぶい黄橙

口縁部に孔を穿つ ①
　
①

第 1号 溝址

第 139号 -35

浅鉢

縄文

口径
残高  5。 6

底径
口縁部一部

胎 ;金雲母、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Ⅶ 4/2灰褐

(内)7.5YR4/2灰褐

0)「 8」 字状沈線文を施
す

0)箆磨き

第 1号 溝址

第 139号 -36

離

縄文

口径
残高  4.6
底径
口翡譜召―召部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
(D7.5YR5/3に ぶい褐
(内)7.5Ⅶ5/3にぶい褐

口縁部は内弯する の 磨消縄文を施す

a)箆磨き

第 1号 溝址

第 139号 -37

淋

縄文

口径
残高  4。 3

底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)10YR5/2灰黄褐
0)10YR6/3にぶい黄橙

磨消縄文を施す

箆磨き

第 1号 溝址

第 139号 -38

淋

縄文

口径
残高  5。 2

底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3にぶい褐

(内)7.5YIR5/3に ぶい褐

口縁部は内弯する ０

　

０

RL縄文を施す

第 1号 溝址

第 139号 -39

淋

縄文

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、金雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/4に ぶい褐
(内)5YR6/4にぶい橙

口縁部は内折する G)箆磨き

(内)

第 1号 溝址

第 139号 -40

浅鉢

縄文

口径
残高  3.2
底径
口縁部一部

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/2灰褐

(内)7.5YR4/3褐

磨消縄文を施す

磨き

第 1号 溝址

第 139号 -41

浅鉢

縄文

口径
残高  3.0
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
餅
(外)7.5YR5/3に ぶい褐
(内)7.5YR5/3に ぶい褐

口縁部は内側に肥厚する 0)箆磨き

0)箆磨き

第 1号 溝址

第 139号 -42

料

縄文

口径
残高  5.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
断
(外)5YR7/6橙
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

第 1号 溝址

第 139号 -43

淋

縄文

口径
残高  3.7
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
朗
0)10YR5/3にぶい黄褐
0)10YR6/3にぶい黄橙

(D沈線による羽状斜線文
を施す

(内)

第 1号 溝址

第 139号 -44

淋

縄文

口径

残高  7.0
底径
把手部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

Ｄ

　

ゆ

第 1号 溝址

第 139号 -45

料

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

石英、雲母、礫含む
朗
0)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)5YR6/4にぶい橙

平底 ０

　

０

底部に網代痕有り

第 67表 溝址出土遺物観察表 (3)
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形 ほ か

第 1号 溝址

第 139図 -46

一一
ユ
　
文

ミ
チ
ア
縄

口径
残高  2.9
底径
底部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR6/3に ぶい黄橙

Q)10YR6/3に ぶい黄橙

平底より立ち上がり、外反気
味の胴部に移行する

G)箆磨き
底部に網代痕有り

0)箆磨き

第 1号 溝址

第 139図 -47

口
器
　
師

注
土
　
土

口径  1.8
残高
底径
注目部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

(外)

(内)

第 68表 ttL出土遺物観察表 (4)

第13号 ピット

第 140図 -1

不
　
　
蜘

口径 12.0
残高  2.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)2.5YIR6/6橙

(内)2.5YR4/1赤灰

(外)撫で

(内)磨き

第13号 ピット

第 140図 -2

不
　
　
獅

口径
残高  1.1
底径  5.0
底部1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)2.5Ⅶ 6/6橙

(内)2.5YR3/1暗赤灰

G)底部回転糸切り

0)箆磨き

第16号 ピット

第 140図 -3

甕
　
　
獅

口径 18.4
残高  7.8
底径
口縁部1/4

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

(内)2.5YR5/6明赤褐

口縁部は「 く」の字状に外反
する
口唇部に面取りを施す

G)横位の撫で

0)横位の撫で 刷毛調整

第22号 ピット

第 140図-4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.8
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR2/2黒褐

(内)7.5YR6/4にぶい橙

0)LR縄 文を施す

(内)磨き

第40号 ピット

第 140図 -5

鮮
　
　
紋

口径
残高  4.8
底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明 赤褐

(内)5YR6/4にぶい橙

0)隆帯とRL縄文を施す

(内)撫で

第40号 ピット

第 140図 -6

り
土
　
文

吊
手
器
縄

口径
残高  4。 2

底径
吊り部部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5Ⅶ6/6橙

0)沈線と刺突文を施す

0)沈線と刺突文を施す

第41号 ピット

第 140図 -7

潜
　
　
緻

略
嬬
酪
螂

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(lly 7.5YR7/4に ぶい橙

(内)7.5YR6/3にぶい褐

(外)1室肖Jり

(内 )1彗肖Jり

第41号 ピット

第 140図 -8

離
　
　
紋

口径
残高  3.4
底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/3褐

(内)7.5YR6/6橙

0)胴部を隆帯が縦に分割
し、その区画内にRL
縄文を施文する

(内 )

第53号 ピット

第 140図 -9

不
　
　
師

音同
　
　
土

口径
残高  5。 3

裾径 15。 2

脚部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5Ⅶ5/3にぶい褐

0)箆削り

(内 )1皇肖Jり

第53号 ピット

第 140図 -10

離
　
　
紋

口径
残高  2.5
底径 11.8
底部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/1黒褐

(内)7.5Ⅶ5/2灰褐

G)

(内)

第53号 ピット

第 140図 -11

料
　
　
緻

口径
残高  4.1
底径
胴部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)10YR6/4に ぶい黄橙

0)10YR5/2灰黄褐

0)羽状斜線文を施す

(内 )

第55号 ピット

第 140図 -12

淋
　
　
緻

口径
残高  2.8
底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/3にぶい赤褐

(内)2.5YR4/3に ぶい赤褐

(外)

(内 )
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

第67号 ピット

第 140図 -13

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  2.3
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
良好
a)10Ⅶ7/6明黄褐
0)10YR7/4に ぶい黄橙

把手部 0)

0)

第67号 ピット

第 140図 -14

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.0
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR4/1褐灰
(内)7.5YR5/4にぶい褐

0)

0)撫で

第67号 ピット

第 140図 -15

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4。 3

底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/3褐
(内)7.5YR6/3にぶい褐

0)連続して押圧 した隆帯
が胴部を巡る

(内)撫で

第72号 ピット

第 140図 -16

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.1
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :0)7.5YR5/6明褐

(内)7.5YR5/8明褐

(外)

(内)

第72号 ピット

第 140図 -17

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.6
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/8橙
(内)7.5YR7/3にぶい橙

(外)

(内)

第75号 ピット

第 140図 -18

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  7.6
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
G)5YR4/6赤褐～5YR6/8橙
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

0)LR縄 文を施す

(内 )

第76号 ピット

第 140図 -19

淋
　
　
紋

口径
残高  5.5
底径
口縁部一部

胎

焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/3褐
(内)7.5YR4/3褐～7.5YR5/6明褐

突起部

第82号 ピット

第 140図 -20

淋
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
胴部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/3明褐～7.5YR4/4褐

(内)7.5YR6/8橙

(外)

(内)

第82号 ピット

第 140図 -21

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6。 6

底径
口縁部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5Ⅶ5/6明赤褐

(内)5YR6/6橙

G)LR縄 文を施す

(内)

第83号 ピット

第 140図 -22

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.2
底径
口縁部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙 ～5YR3/1黒褐

(内)5YR6/6橙

波頂部 0)隆帯で区画した後、L
R縄文とRL縄文を施
す

(内 )1空肖Jり

第88号 ピット

第 140図 -23

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5。 3

底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/4にぶい褐
(内 )7.5YR6/4に ぶい褐

磨消縄文を施す 沈線
で区画した後、L縄文
を施文する
磨き

第 117号
ピット

第 140図 -24

淋
　
　
緻

回径
残高  5.4
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒を多量に含む
朗
(外)5Ⅶ6/8橙

(内)5YR5/4にぶい赤褐

(D沈線とLR縄文を施す

(内 )

第 127号
ピット

第 140図 -25

椀
　
　
獅

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
断
(外)5YR6/4にぶい橙
0)黒

高台付の底部 横位の撫で
底部回転糸切り
箆磨き 黒色処理

第 135号
ピッ ト

140図 -26第

淋
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
朗
(外)5YR3/2暗赤褐
(内)5YR5/2灰褐

0)櫛歯状工具による条線
文を施す

(内)1室肖Jり

第 142号

ピッ ト

140図 -27第

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

回径
残高  4.0
底径
胴部一部

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
断
(外)7.5YR7/6橙
(内)7.5Ⅶ5/4にぶい橙

細い刻み目を入れた2
条の隆帯が胴部を巡る
箆磨き
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ

第 143号
ピット

第 140図 -28

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  7.6
底径
胴部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 :良好
連L;(外 ) 7.5YR6/4に ぷい橙～7.5YR3/1黒褐

(内)7.5YR6/6橙

(D磨消縄文を施す
RL縄文を施文した後
沈線の区画を施す

0)箆磨き

第 143号
ピット

第 140図 -29

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5。 3

底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR7/6橙

G)RL縄 文を胴部に施す

(内)

第 143号
ピット

第 140図 -30

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5YR4/1褐灰
(内)5YR5/3にぶい赤褐

0)沈線による文様を施す

(内)1奎肖Jり

第 145号
ピット

第 140図 -31

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.7
底径
胴部一部

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR4/2灰褐

(内)7.5Ⅶ5/8明褐

0)連続刺突文を施す

(内 )

第 145号
ピット

第 140図 -32

麟
　
　
緻

口径
残高  3.7
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ,0)5YR4/4に ぶい赤褐

(内)5Ⅶ5/6明赤褐

(外)

(内)

第 146号
ピット

第 140図 -33

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5。 1

底径
胴部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/4に ぶい赤褐

0)5YR4/8赤褐

0)沈線による文様を施す

(内)磨き

第 148号
ピット

第 140図 -34

製
　
　
文

土
品
　
縄

口径
残高  4.1
底径
一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5m5/8明赤褐

(内)5YR5/2灰褐

円盤状を呈し把手が付く Ｄ

　

Ｄ

第 159号
ピット

第 140図 -35

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  2.9
底径
口縁部一部

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR4/3褐

(外)

0)撫で 磨き

第 159号
ピット

第 140図 -36

不
　
　
獅

口径 13.2
残高  3.5
底径
口録部～底部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/4にぶい橙

平底気味の底部より内弯して
立ち上がる

0)日縁部撫で
底部箆削り

0)箆磨き

第 161号
ピット

第 140図 -37

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.4
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

0)箆削り

0)横位の箆削り

第 161号
ピット

第 140図 -38

淋
　
　
紋

回径
残高  5。 8

底径
胴部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4にぶい橙

(内)7.5YR6/8橙

0)磨消縄文を施す

0)横位の箆削り

第 164号
ピット

第 140図 -39

淋
　
　
緻

口径
残高  3.2
底径  6.4
底部1/2

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

(内)5YR6/6橙

平底 (外)

(内 )

第 164号
ピット

第 140図 -40

淋
　
　
緻

口径
残高  4.6
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明 赤褐

(内)5YR3/1黒褐

0)沈線が垂下して胴部を
縦に分割する

0)横位の箆削り

第 164号
ピット

第 140図 -41

群
　
　
緻

口径
残高  4.9
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/4褐

(内)7.5YR3/2黒褐

G)磨消縄文を施す
LR縄文を施文した後
沈線による文様を施す

(内)箆肖Iり

第 164号
ピット

第 140図 -42

麟
　
　
緻

口径
残高  9.2
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/6褐

(内)7.5YR4/6褐

0)沈線が垂下して胴部を
縦に分割する
RL縄文を施す

(内 )

第 71表 ピット出土遺物観察表 (3)
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遺構NO

図版NO

器種

醸
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 か

第 164号
ピット

140図 -43第

麟
　
　
緻

口径
残高  5。 2

底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
良好
(外)5YR6/8橙
(内)5YR6/4にぶい橙

(外)

(内)

第 164号
ピット

第 140図 -44

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.8
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)5YR6/8橙～10YR7/4に ぷlヽ黄橙
0)10YR7/4にぶい黄橙

把手部 (外)

(内)

第 171号
ピット

第 140図 -45

淋
　
　
緻

口径
残高  5.2
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒多量に含む

朗
(外)5YR5/8明赤褐
(内)5YR5/4にぶい赤褐

0)隆帯と沈線による文様
を施す

(内)

第 171号
ピット

第 140図 -46

淋
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
良好
(D5YR3/3暗赤褐
(内)5YR5/4にぶい赤褐

G)沈線による文様を施す

(内)

第 173号
ピット

140図 -47第

淋
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR6/6橙
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

a)櫛歯状工具による条線
文を施す

(内)磨き

第 1号埋甕址

第 141図-1

淋
　
　
鮫

口径
残高 17.8
底径
胴部2/3

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を多量に含む
朗
a)7.5YR4/4褐
0)10YR3/2黒褐

張りの無い胴部 胴部を逆U字形の沈線
が 8分割しその区画内
にRL縄文を施文する
箆肖Jり

第 2号埋甕址

第 141図-2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高 16.1
底径
胴部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(D7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

0)太い刻み目を入れた隆
帯と磨消縄文による文
様を施す

0)横位の箆削り

第 2号埋甕址

第 141図-3

麟
　
　
緻

口径
残高 11.4
底径  9.2
躙2/3～螂

胎
焼
色

礫、粗砂粒を多量に含む
朗
(外)7.5YR4/4褐
(内)7.5YR4/4褐

平底より立ち上り外反して胴
部に至る

(D垂下する沈線が胴部を
8分割する
縦位の箆削り

(内)1空肖Jり

第 3号埋甕址

第 141図-4

料
　
　
紋

口径
残高 30.0
底径
胴部2/3

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明褐

a)10YR4/2灰黄褐

胴部より外反して、胴部上位
は大きく膨らむ

0)櫛歯状工具による縦位
の条線文を施す

0)横位の箆削り

第 4号埋甕址

第 141図 -5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.5
底径  8.0
脚1/2～郎

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 :良好
色 ;G)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR5/6明 橙

平底 0) 隆帯による曲線的な区
画を施し、RL縄文を
施文して充填する
横位の箆削り

第 5号埋甕址

第 141図-6

麟
　
　
緻

口径
残高 25.8
底径  9.0
胴部～底部

胎 :粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR5/8明褐

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

平底より立ち上がり、直線的
な胴部に移行する

(D胴部にL縄文を施す

0)横位の箆削り

第72表 ピット出土遺物観察表 (4)

第73表 埋甕址出土遺物観察表

グリッド
N5-E29

第 142図-1

淋
　
　
緻

口径
残高 12.2
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :0)5YR5/6明 赤褐

(内)5YR6/6橙

0)隆帯による文様を施す
LR縄文を施す

(内)

グリッド
N5-E29

第 142図-2

淋
　
　
緻

口径
残高  5.9
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒含む
良好
(外)2.5Y6/2灰黄
0)10YR6/3にぶい黄橙

0)隆帯による文様を施す
LR縄文を施す

(内)

第 74表 グリッド出土遺物観察表 (1)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

グリッド
N5-E29

第 142図-3

淋
　
　
緻

口径
残高  4.2
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YIR4/3にぶい黄褐

(内)2.5YR6/2灰黄

刻み目を入れた細い隆
帯が口縁部を巡る
日縁部に平行に沈線が
巡る

グリッド
N5-E29

第 142図 -4

淋
　
　
緻

口径
残高  8.2
底径 11.0
鵬～瑯調

石英、礫、粗砂粒含む

鰤
(外)5YR5/4にぶい赤褐
0)10YR5/4にぶい黄褐

胎
焼
色

平底より立ち上がり、底部は
強く張り出し、反り気味の胴
部に移行する

0)縦位の削り
底部に網代痕有り

(内 )

グリッド
N5-E29

第 142図 -5

不
　
　
獅

口径 13.6
残高  3.9
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(D10YR7/4に ぶい黄橙

a)黒

内弯して開き、日縁部で僅か
に外反する

0)軸輯による撫で

0)続輯による撫で 横位
の箆磨き 黒色処理

グリッド
N5-E29

第 142図-6

不
　
　
鰤

口径
残高  2.3
底径  4.9
鵬2/3～郎

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(D10YR8/4浅 黄橙

(内)2.5Y8/2灰 白

平底より立ち上がり、内弯し
て開く

0)撫で 底部回転糸切り

0)撫で

グリッド
N5-E29

第 142図 -7

不
　
　
獅

口径
残高  1.9
底径  5.0
脚■～郎1/2

石英、雲母、礫、粗砂粒含む
朗
0)黒
0)黒

胎
焼
色

平底より大きく開く 0)軸韓による撫で
底部回転糸切り

0)軸輯による撫で
外内面黒色処理

磨 き

磨 き

グリッド
N5-E29

第 142図-8

不
　
　
獅

口径 21.2
残高  4.9
底径
口躙～‖‖[→部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;」自崚子
色 ;0)2.5Y5/2暗 灰黄

Q)黒

体部より屈折して、外傾する
口縁部に至る

(D軸輯による撫で

0)軸輯による撫で
黒色処理

グリッド
N5-E29

第 142図 -9

不
　
　
獅

口径 15.4

器高  5。 7

底径  5.6
ほlご耕

粗砂粒含む

10YR7/4にぶい黄橙
黒

礫、朗
①
①

胎
焼
色

平底より立ち上がり、丸みを
持った体部より回縁部に至る

軸輯による撫で
底部回転糸切り
横位の磨き 暗文
黒色処理

グリッド
N5-E29

第 142図 -10

椀
　
　
獅

口径
器高
底径
1/2

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4に ぶい黄橙

0)黒

高台付の底部より内弯して開
き、日縁部で僅かに外反する

G)軸輯による撫で

0)放射状の暗文を施す
磨き 黒色処理

グリッド
N5-E29

第 142図 -11

椀
　
　
獅

略
嬬
雌
螂

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR8/4浅黄橙

(内)7.5YR8/3浅黄橙

高台付の底部 0)軸輯による撫で

(内 )

グリッド
N5-E29

第 142図 -12

椀
　
　
獅

口径
残高  3.5
底径  5。 7

鵬瑚～瑯1/2

石英、礫、粗砂粒含む
朗
(外)2.5Y4/1黄恥 2.5Y7/3浅黄
0)黒

胎
焼
色

高台付の底部より大きく開く 0)輛輯による撫で

0)磨き 黒色処理

グリッド
N5-E29

第 142図 -13

琢
　
廟
略

口径
残高  3.6
底径  7.8
冊 脚

粗砂粒含む
朗
(外)2.5Y6/1黄灰
(内)2.5Y7/1灰 白

胎
焼
色

高台付の底部より大きく開く 軸壇による撫で 削り
灰釉を漬け掛けする
軸輯による撫で
灰釉を漬け掛けする

グリッド
N5-E29

第 142図 -14

椀
　
廟
略

口径 13.0
残高  2.3
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5Y5/1灰

(内)7.5Y5/1灰

G)灰釉を漬け掛けする

0)灰釉を漬け掛けする

グリッド
N5-E29

第 142図 -15

皿
　
　
獅

径
高
径
／

口
器
底
１

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(llD黒
0)黒

高台付の底部より屈曲して外
反して、日縁部に至る

0)横位の磨き

0)横位の磨き
外内面黒色処理

グリッド
N5-E29

第 142図 -16

十里　
　
箱

口径 11.2
残高  6.8
底径
日瑯～鵬調

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)5Y6/1灰

(内)5Y5/1灰

口唇部に面取りを施す
胴部は強く張り、日縁部で外
反する

0)自然釉を施す

0)軸韓による撫で

グリッド
N5-E29

第 142図 -17

甕
　
　
徳

口径
残高  5。 3

底径
回翡譜3-→部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)N4/05k
(内)2.5Y7/2灰 黄

口縁部は外反する
日縁帯を有する

0)櫛歯状工具による波状
文を施す

0)撫で

第 75表 グリッド出土遺物観察表 (2)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整   形   ほ  か

グリッド
N5-E29

第 142図 -18

甕
　
　
徳

口径
残高  4.6
底径 12.0
脚～郎串

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外) 2.5Y5/1 ,責 うて
(内)N4/0灰

高台付の底部より立ち上がる 軸輯による撫で
底部削り
軸檀による撫で

グリッド
N5-E29

第 142図 -19

甕
　
　
徳

口径
残高  6.2
底径 13.2
邸～瑯躙

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
〔L;(外 ) 7.5Y4/1 5【

(内) 5Y5/1 5に

平底より立ち上がる 0)叩 き目を施す

0)撫で

グリッド
N6-E42

第 143図-1

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  5.5
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10Ⅶ5/3にぶい黄褐

m)10YR7/2にぶい黄橙

a)口唇部に刻み目を施す
横位の削り

0)口縁部に平行に沈線が
巡る

グリッド
N6-E42

第 143図-2

麟
　
　
紋

口径
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5Ⅶ 6/8橙

(内)5YR7/6橙～10YR8/2灰白

0)磨消縄文を施す

0)撫で

グリッド
N6-E42

第 143図-3

淋
　
　
紋

口径
残高  8.6
底径
胴部一部

胎 ;礫を多量に含む
焼 ;朗
色 ;G)7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR5/2灰褐

0)横位の羽状斜線文を施
す

0)横位の削り

グリッド
N6-E42

第 143図-4

不
　
　
獅 「

略嬬離脚

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5Y6/1黄 灰～10YR8/3麟灰

(内)7.5YR7/6橙

平底より立ち上がる 軸輯による撫で
底部回転糸切り
磨き

グリッド
N7-E24

第 144図-1

椀
　
廟
鵬

口径
残高  2.5
底径  7.5
脚瑯～郎1/2

胎
焼
色

細砂粒を僅かに含む
朗
(外)2.5Y7/1灰 白
(内)2.5Y7/1灰 白

高台付の底部より体部に移行
する

軸輯による撫で
灰釉を漬け掛けする
軸輯による撫で
灰釉を漬け掛けする

グリッド
N8-E42

第 145図-1

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.4
底径
口縁部一部

胎 :粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR7/3に ぶい黄橙

0)10YR5/2灰黄褐

口唇部に面取りを施す (D磨消縄文を施す

(内)

グリッド
N8-E42

第 145図 -2

離
　
　
緻

口径
残高  7.1
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)5Ⅶ5/4に ぶい赤褐
(内)5YR6/6竜釜

0)LR縄 文を施す

(内)

グリッド
N8-E42

第 145図-3

甕
　
　
徳

口径
残高  4.4
底径
郡～郎串

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/2灰褐
0)10YR5/1褐灰

a)横位の箆削り

(内)1空肖Jり

グリッド
N9-E42

第 146図-1

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

回径
残高  3.1
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
0)10YR7/2にぶい黄橙

0)口縁部に平行に1条の
刻み目を入れた隆帯が
巡る

(内 )

グリッド
N9-E42

第 146図 -2

料
　
　
緻

口径
残高  3.0
底径  8,7
底部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)10YR8/2灰 白
0)10YR8/2灰 白

0)底部に網代痕有り

(内)

グリッド
N9-E42

第 146図-3

淋
　
　
紋

口径
残高  2.1
底径 11.4
底部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)10YR4/1
(内)2.5Y5/2 黄

灰
灰

褐
暗

G)底部に網代痕有り

(内)肖 Jり

グリッド
N9-E43

第 147図-1

淋
　
　
緻

口径

残高  2.9
底径 1■ 9

底部一部

胎
焼
色

石英、礫を多量に含む
朗
(外)7_5YR7/4に ぶい橙
Q)10Ⅶ6/2灰黄褐

G)底部に網代痕有り

(内)肖 Uり

グリッド
N10-E37

第 148図-1

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径  1.5
器高
底径
注目部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/盛麹～7.5YR5/1褐灰

(内)7.5YR7/2明 褐灰

(外 )

(内)

第 76表 グリッド出土遺物観察表 (3)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

グリッド
N10-E41

第 149図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)10YR8/4浅 黄橙

(内)7.5YR7/6橙

胴部より内折して口縁部に至
る

G)RL縄 文を粗く施文し
た後、日縁部に平行に
沈線を施す

(内)横位の削り

グリッド
N10-E42

第 150図-1

麟
　
　
緻

口径
残高  6.5
底径
突起部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;a)2.5YR5/1赤灰

(内 )2.5YR6/6橙

∽ 突起部にLR縄文を施
文する 胴部に沈線に
よる文様を施す

0)横位の削り

グリッド
N10-E43

第 151図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  7.1
底径
突起部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3にぶい褐

(内)5YR4/1褐灰

0)口縁部にRL縄文を施
す 磨き

(内)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  7.5
底径
突起部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 :良好
色 ;0)10YR7/4に ぶい黄橙

(内)7.5YR6/3にぶい褐

(外)

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図 -3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(D10YR6/2灰 黄褐

m)10YR6/3にぶい黄橙

波頂部
口縁部の内側は断面が三角形
状に肥厚する

0)磨消縄文を施す 口唇
部に連続した刻み目を
施す

(内)肖Jり

グリッド
N10=E43

第 151図-4

淋
　
　
緻

口径
残高  7.2
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;二奸
色 ;0)7.5YR7/4にぶい橙

(内)5YR7/6橙

波状口縁を呈する 口唇部に連続した刻み
目を施す 削り
肖Iり

0)

グリッド
N10-E43

第 151図 -5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6。 9

底径
胴部一部

雲母、粗砂粒を多量に含む
朗
(外)5YR5/8明赤褐
(内)5YR5/4にぶい赤褐

胎
焼
色

(外)

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図-6

麟
　
　
緻

回径
残高  6.5
底径
日渇賠;～胴書卜」部

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR4/2灰 褐
0)10YR6/2灰黄褐

胎
焼
色

口縁部に突起を有する (外) 日録部に平行に連続した刻み目が起り、その
下位に辮文を鮨すボタン状の

貼付文を施す
0)削 り 撫で

グリッド
N10-E43

第 151図 -7

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高 11.5
底径
日脚γ胴部一部

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/2灰褐
(内)5YR6/4にぶい橙

胎
焼
色

口縁部に突起を有する 日螂に巧に連続した刻み目が起り、その

下位に横位の羽欧斜線文を施す
削り 撫で

グリッド
N10-E43

第 151図-8

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/1褐灰

(内)7.5YR3/1黒褐

波頂部 0)斜位の沈線による文様
を施す

(内)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図-9

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

回径
残高  6.3
底径
回縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3にぶい褐

(内)7.5YR5/3に ぶい褐

口縁部は波状を呈する 0)磨消縄文を施す Lと
RL縄文を沈線の区画
内に施文する

(内)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -10

淋
　
　
紋

口径
残高  9.6
底径
日脚～躙螂

胎 ;微砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3にぶい褐

(内)7.5YR4/1褐灰

胴部より屈折して、開く口縁
部に至る
日縁部は波状を呈する

G)口唇部に連続した刻み
目を施す 沈線による
文様を施す

(内)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -11

淋
　
　
紋

口径
残高  9.3
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

(内)2.5YR6/2灰黄

横位の羽状斜線文を施
す 横位の削り
削り 磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -12

料
　
　
緻

口径
残高 11.2
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/1褐 灰

0)10YR4/1褐灰

0)横位の羽状斜線文を施
す

0)横位の磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -13

淋
　
　
緻

□径
残高  6。 1

底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)10YR5/2灰黄褐

口唇部に面取りを施す 0)横位の羽状斜線文を施
す

0)横位の磨き

第77表 グリッド出土遺物観察表 (4)
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遺構N0

図版NO

器種

醸
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

グリッド
N10-E43

第 151図 -14

離
　
　
緻

口径
残高  4.0
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR4/1褐 灰

0)10YR7/3に ぶい黄橙

0)沈線による斜線文を施
す

0)横位の削り

グリッド
N10-E43

第 151図 -15

淋
　
　
緻

口径
残高  4.4
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
0)10YR6/2灰黄褐
(内)2.5Y7/2灰 黄

胴部は緩く括れる 0)沈線による斜線文を施
す

(内)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -16

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.2
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5YR4/1褐灰
(内)7.5YR4/1褐灰

0)沈線による横位の羽状
斜線文を施す

0)横位の磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -17

離
　
　
緻

口径
残高  4.9
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3にぶい褐

(内)7.5YR6/2灰褐

沈線による横位の羽状
斜線文を施す
横位の削りの後、磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -18

淋
　
　
緻

口径
残高  3.4
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;」自咬子
色 ;0)5YR7/4に ぶい橙

(内)7.5YR5/1褐灰

0)沈線による横位の羽状
斜線文を施す

0)横位の磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -19

淋
　
　
緻

口径
残高  3.4
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を多量に含む
焼 ;」::][り :子

色 ;0)7.5YIR7/4にぶい橙
m)10YR8/2灰 白

波頂部
口唇部に面取りを施す

0)沈線による文様を施す

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図 -20

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.9
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/2灰褐
(内)7/5YR7/3に ぶい橙

0)羽状沈線文を施す

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図 -21

淋
　
　
緻

口径
残高  4.2
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/2灰褐

(内)2.5YR5/6明赤褐

口唇部に面取りを施す 0)沈線による文様を施す

0)横位の箆削り

グリッド
N10-E43

第 151図 -22

淋
　
　
緻

口径
残高  7.1
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
0)10YR5/3にぶい黄褐

0)羽状沈線文を施す

(内)撫で

グリッド
N10-E43

第 151図 -23

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  7.5
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/1褐 灰

0)10YR4/1褐灰

0)羽状沈線文を施す

(内)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -24

麟
　
　
緻

回径

残高  9.0
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/2灰褐

0)10YR3/1黒褐

0)回縁部に羽状沈線文を
施す 磨き

0)口縁部に平行に1条の
沈線が巡る 磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -25

料
　
　
緻

口径
残高 14。 2

底径  7.2
郡～邸嘲

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)10YR4/1褐灰～5YR7/4に‖鼈

平底より立ち上がり、緩やか
な胴部に移行する

の 胴部に羽状沈線文を施
す 縦位の箆削り
撫で

グリッド
N10-E43

第 151図 -26

淋
　
　
緻

口径
残高  8.3
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)10Ⅶ3/1黒褐

0)10YR3/1黒褐

口縁部に突起を有する (外)腑縄文を施すL縄文を施した後、沈線に
よる姑備す精緻な箆磨き

(内)日郡に平行に1条の沈線がにる
精緻な箆磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -27

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  8.0
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/1褐 灰

0)10YR4/1褐灰

体部より大きく開いて、先端
で内折する

0)沈線の区画内にR縄文
を施文する

0)日縁部に平行に2条の
沈線が巡る 磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -28

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  5.0
底径
体部一部

胎
焼
色

粗砂粒を僅かに含む
朗
(外)2.5Y5/2暗灰黄
(内)2.5Y5/2暗 灰黄

0)「 8」 字状沈線文を施
す 磨き

0)4条の沈線が平行に巡
る

第 78表 グリッド出土遺物観察表 (5)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

グリッド
N10-E43

第 151図 -29

麟
　
　
緻

口径
残高  3.3
底径
胴部一部

胎 ;微砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/1褐灰

0)10YR6/2灰黄褐

0)磨消縄文を施す

0)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -30

淋
　
　
緻

口径
残高  3.0
底径
口縁部一部

胎 ;微砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR3/1黒褐

(内)7.5Ⅶ4/2灰褐

外反気味に開いて口縁部に至
る

日唇部に連続した刻み目を施す
沈線による、紐の絡ん
だような文様を施す
磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -31

淋
　
　
緻

口径
残高  3.7
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR7/6橙

(内)7.5YR7/6橙

大きく開いて、日縁部の先端
で折れて直立する
日唇部に面取りを施す

① 口縁部に平行に2条の

沈線を施 し、磨消縄文
を施文する

(内 )肖1り

グリッド
N10-E43

第 151図 -32

淋
　
　
緻

口径
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR5/1褐灰

胴部より緩やかに屈折し、内
傾して口縁部に至る
日唇部に面取りを施す

磨消縄文を施す RL
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す
撫で

グリッド
N10-E43

第 151図 -33

麟
　
　
緻

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(D10YR7/3に ‖ヽ如～10YR5/飯端

Q)10YR6/2灰黄褐

口唇部に面取りを施す 0)磨消縄文を施す L縄
文を施文した後、沈線
の区画を施す

(内)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -34

淋
　
　
緻

口径
残高  3.6
底径
白錫暗卜召部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;(D7.5YR6/3にぶい褐

(内)7.5YIR4/1褐 灰

口唇部に面取りを施す G)磨消縄文を施す L縄
文を施文した後、沈線
の区画を施す

0)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -35

淋
　
　
緻

口径
残高  5,0
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒を多量に含む
朗
a)10Ⅶ3/1黒褐
0)10YR5/1褐灰

0)磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す

(内 )

グリッド
N10-E43

第 151図 -36

淋
　
　
紋

口径
残高  5。 2

底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/1褐灰

(内)7.5YIR4/1褐 灰

0)磨消縄文を施す

(内)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -37

淋
　
　
緻

口径
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR5/2灰 黄褐

(内)7.5YR4/1褐灰

体部より屈折して直立し、日
縁部に至る
日唇部に面取りを施す

0)口縁部に平行に沈線と
連続刺突文を施す

0)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -38

麟
　
　
緻

口径
残高  4.3
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR5/2灰 黄褐

0)10YR5/2灰黄褐

口唇部に面取りを施す 0)口縁部に平行に沈線が
巡る

0)撫で

グリッ ド
N10-E43

第 151図 -39

餓
　
　
緻

口径
残高  3.9
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3にぶい橙

(内)7.5YR4/1褐灰

口縁部の先端で内折する 0)日縁部に平行に沈線と
連続刺突文を施す
磨き

(内)磨き

グリッド
N10-E43

第 151図 -40

淋
　
　
緻

口径
残高  1.0
底径
底部一部

胎
焼
色

雲母、細砂粒含む

朗
(外)7.5Ⅶ7/4に ぶい橙
m)10YR7/3にぶい黄橙

0)底部に網代痕有り

(内 )

グリッド
N10-E43

第 151図 -41

淋
　
　
緻

口径
残高  1.5
底径  7.4
底部一部

胎 ;礫含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5Y8/3淡 黄

(内)2.5Y8/3淡 黄

G)底部に網代痕有り

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図 -42

淋
　
　
緻

口径
残高  1.2
底径
底部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/3に ぶい橙
(内)7.5YR7/2明褐灰

G)底部に網代痕有り

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図 -43

淋
　
　
緻

□径
残高  2.9
底径  8.0
底部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を多量に含む

良好
(D5YR7/4にぶい橙
(内)7.5YR6/1褐灰

0)底部に網代痕有り

0)撫で

第79表 グリッド出土遺物観察表 (6)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 か

グリッド
N10-E43

第 151図 -44

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

礫含む
良好
a)7.5YR5/2灰 褐
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

(外)肖 1り

(内)肖1り

グリッド
N10-E43

第 151図 -45

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径
残高  7.4
底径
把手部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR7/3にぶlヽ如～5YR7/6橙

(内)7.5YR6/2灰褐

(外)

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図 -46

注目
土器

縄文

口径  1,0
器高
底径
注目部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR4/2灰褐
0)10YR5/2灰黄褐

(外)

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図 -47

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径  1.1
器高
底径
注口部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/3に 応ミい有臣
0)10YR4/1褐灰

(外)

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図 -48

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径  0.8
器高
底径
注目部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に ぶい橙
(内 )7.5YR7/4に

=ヾ

t｀ 1登

(外)

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図 -49

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径  1.0
器高
底径
注目部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/3に 応ヾい橙
(内)7.5YR5/1褐灰

(外)

(内)

グリッド
N10-E43

第 151図 -50

ニ

ユ
　
文

ミ
チ
ア
縄

口径  5.1
器高  3.5
底径
日縁部～底部一部

胎 ;微砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR8/3浅 黄橙

(内 )7.5YR7/3に 応ヾい橙

(外)

0)撫で

グリッド
Nll― E42

第 152図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.9
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)10YR5/2灰黄褐
0)10YR3/1黒褐

0)沈線による文様を施す

(内)

グリッド
Nll― E42

第 152図-2

淋
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/3に ぶい黄橙

0)10YR7/2にぶい黄橙

0)磨消縄文を施す

(内)削り 磨き

グリッド
Nll― E42

第 152図 -3

淋
　
　
緻

口径
残高  3.5
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/3にぶい褐

0)10YR5/1褐灰

体部より屈折して口縁部に至
る

0)口縁部に平行に3条の
沈線が巡る

(内)磨き

グリッド
Nll― E42

第 152図-4

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR5/3に ぶい黄褐

0)10YR6/3にぶい黄橙

内側より1孔を穿つ 0)口唇部に刻み目を施す
横位の羽状斜線文を施
す

(内)磨き

グリッド
Nll― E42

第 152図-5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.9
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/3に ぶい黄橙

0)10YR5/2灰黄褐

0)横位の羽状斜線文を施
す

(内 )

グリッド
Nll― E42

第 152図-6

チュ

ア

縄文

□径
残高  3.4
底径
胴部一部

胎 ;微砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5YR4/1褐灰

0)10YR5/1褐灰

0)沈線による、紐が絡ん
だような文様を施す

(内 )

グリッド
Nll― E42

第 152図-7

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5。 7

底径
口縁部一部

胎 :礫を多量に含む
焼 ;良好
色 ;a)10YR6/3に ぶい黄橙

(内)7.5YR7/3に 応ヾい橙

口唇部に面取りを施す G)沈線による文様を施す

(内)肖Jり

グリッド
Nll― E42

第 152図-8

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内)7.5YR7/4に ぶい橙

G)2条 1組の沈線による
文様を施す

(内 )

第80表 グリッド出土遺物観察表 (7)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

グリッド
Nll― E42

第 152図-9

淋
　
　
緻

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 ;礫を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/1褐 灰

(内)2.5Y6/2灰 黄

0)底部に網代痕有り

(内)肖 1り

グリッド
Nll― E42

第 152図 -10

淋
　
　
緻

口径
残高  3.0
底径
底部1/4

胎 ;礫を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5Y8/3淡 黄

(内)2.5Y8/3淡 黄

0)底部に網代痕有り

(内)

グリッド
Nll― E43

第 153図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  8.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
埴色;(外)7.5YR7/4に 応ヾいた登

(内)7.5YR8/4浅黄橙

口縁部に突起を有する 胴部に連続した刺突文
と斜線文を施す
口縁部に平行に2条の

沈線が巡る

グリッ ド
Nll― E43

第 153図 -2

淋
　
　
緻

口径
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎 :礫を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;(D7.5Ⅶ 4/1褐灰

0)10YR3/1黒褐

口縁部は波状を呈する 口唇部に刻み目を施す
沈線による文様を施す
磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図-3

鮮
　
　
緻

口径
残高  8.5
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;(外)7.5Ⅶ6/3に

=ミ

い褐
(内)7.5YR7/3にぶい橙

G)横位の羽状斜線文を施
す

(内)磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -4

淋
　
　
緻

口径
残高  5.8
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR8/4浅 黄橙

(内)7.5YR7/4にぶい橙

0)横位の羽状斜線文を施
す

(内 )

グリッド
Nll― E43

第 153図 -5

淋
　
　
紋

口径
残高  5.4
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5Ⅵ16/3に 応ヾい1局

m)10YR7/2に ぶい黄橙

0)横位の羽状斜線文を施
す

(内)

グリッド
Nll― E43

第 153図-6

淋
　
　
紋

口径
残高  5.2
底径
胴部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR5/2灰 黄褐

(内)7.5YR6/3にぶい褐

G)横位の羽状斜線文を施
す

(内)削り 磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -7

麟
　
　
緻

口径
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/1褐灰
0)10YR6/2灰黄褐

0)横位の羽状斜線文を施
す

(内)磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -8

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.8
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4にぶい橙
(内)7.5YIR4/1褐 灰

(外)横位の羽状沈線による
文様を施す

(内)磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図-9

麟
　
　
緻

口径
残高  8.2
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/1褐灰
(内)7.5YR4/1褐灰

(外)横位の羽状斜線文を施
す

(内)磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -10

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  5.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

細砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/1褐灰
0)10YR4/2灰黄褐

口縁部の先端で屈折する (外)横位の羽状斜線文を施
す

(内)磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -11

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径 34.0

器高 13.8
底径 10。 0

口縁部～胴部1/3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR7/6橙

Q)10YR3/1黒褐

平底より緩やかに立ち上がり
先端で緩く屈折して、内傾す
る日縁部に至る

(外)日録部に磨消縄文を施すL縄文を施文した
後、沈線の区西を施す
底部に網代痕有り

(内)撫で

グリッド
Nll― E43

第 153図 -12

淋
　
　
緻

口径
残高 11.2
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR7/3に ぶい黄橙

0)10YR6/2灰黄褐

0)「 8」 字状沈線文を施
す

(内)磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -13

潜
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/1褐 灰

0)10YR7/2に ぶい黄橙

口縁部の先端で内側に屈折す
る

磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す
日郷に勁に2条の麟縄る磨き

第 81表 グリッド出土遺物観察表 (3)
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遺構N0

図版NO

器種

醸
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

グリッド
Nll― E43

第 153図 -14

淋
　
　
緻

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5YR4/1褐灰

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す
日郡に新に2条の部 迅る磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -15

餓
　
　
緻

口径
残高  3。 9

底径
体部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/3に ぶい黄橙

0)10Ⅶ7/3に ぶい黄橙

G)磨消縄文を施す

0)磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -16

淋
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
体部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
(内)7.5YR4/1褐灰

磨消縄文を施す RL
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す
磨き

(D

グリッド
Nll― E43

第 153図 -17

注目
土器

縄文

口径
残高  3.8
底径
体部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(D10YR4/1版～10YR7/4に ぷlヽ黄橙
(内)2.5YR4/1黄灰

磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線による文様を施す
撫で

グリッド
Nll― E43

第 153図 -18

淋
　
　
緻

口径
残高  5。 4

底径
胴部一部

胎
焼
色

細砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/4に ‖嘔～7.5YR3/1黒褐
(内)7.5YR4/2灰褐

磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す
磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -19

麟
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

細砂粒含む
朗
0)10YR6/2灰黄褐
0)10YR6/2灰黄褐

磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す
磨き

0)

グリッド
Nll― E43

第 153図 -20

淋
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)7.5Ⅶ 6/3にぶい褐
0)10YR5/3にぶい黄褐

0)磨消縄文を施す

「 8」 宇状沈線文を施
す

(内)磨き

グリッ ド
Nll― E43

第 153図 -21

淋
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
胴部一部

胎
焼
色

細砂粒含む
朗
0)5YR4/1褐灰
(内)7.5YR4/1褐灰

G)磨消縄文を施す
LR縄文を施ました後、沈線の区画を施す
「

8」 字状沈線文を施す
0)磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -22

淋
　
　
緻

口径
残高  6.3
底径
口縁部一部

胎
焼
色

細砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

0)沈線と刺突文による文
様構成

0)口縁部に平行に2条の
沈線が巡る 磨き

グリッド
Nll― E43

第 153図 -23

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/2灰褐
(内)7.5YR4/1褐灰

0)沈線と刺突文による文
様構成

0)回縁部に平行に2条の
沈線が巡る 磨き

グリッ ド
Nll― E43

第 153図 -24

麟
　
　
緻

口径
残高  3.0
底径
胴部一部

胎 ;礫を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3にぶい褐

(内)7.5YR4/1褐灰

0)沈線による文様を施す

(内)撫で

グリッ ド
Nll― E43

第 153図 -25

料
　
　
緻

口径
残高  8.8
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Ⅶ 7/6橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

0)横位の箆削り

(内 )

グリッド
Nll― E43

第 153図 -26

淋
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4に ぶい黄橙

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

口唇部に面取 りを施す (外)肖 Iり

(内 )肖1り

グリッド
Nll― E43

第 153図 -27

料
　
　
緻

口径
残高  6。 8

底径
回縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/3に ぶい黄橙

0)10YR6/2灰黄褐

口縁部は波状を呈する
口唇部に面取りを施す

0)横位の削り

0)横位の削り

グリッド
Nll― E43

第 153図 -28

麟
　
　
緻

口径
残高  7.5
底径
胴部一部

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Ⅶ 4/1褐灰

(内)7.5YR4/2灰褐

0)刻み目を入れた隆帯が
巡る

(内)撫で

第 82表 グリッド出土遺物観察表 (9)
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遺構N0

図版N0

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

グリッド
Nll― E45

第 154図-1

鮮
　
　
緻

口径
残高  4.9
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)10YR4/2灰黄褐
(内)5Ⅶ5/3にぶい赤褐

波頂部 G)磨消縄文を施す

0)磨き

グリッド
N12-E40

第 155図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

細砂粒含む
朗
0)7.5YR8/3浅 黄橙
0)10YR7/3にぶい黄橙

突起部 (外 )

(内)

グリッド
N12-E40

第 155図-2

淋
　
　
緻

口径
残高  4.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

細砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
(内)7.5YR4/1褐灰

0)磨消縄文と斜線文を施
す

(内)磨き

グリッド
N12-E41

第 156図-1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/3に ぶい橙
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は肥厚する 連続して押圧 した隆帯
が口縁部を巡る
縦位の条線文を施す
撫で

グリッド
N12-E41

第 156図 -2

淋
　
　
緻

口径
残高  5.9
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)10Ⅶ5/2灰黄褐

Q)10YR4/1褐灰

G)横位の羽状斜線文を施
す

0)横位の磨き

グリッド
N12-E41

第 156図-3

怒
　
　
緻

口径
残高  5。 0

底径
胴部一部

胎 ;石英を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/2灰 黄褐

0)10YR5/1褐灰

0)横位の羽状斜線文を施
す

0)横位の磨き

グリッド
N12-E41

第 156図-4

淋
　
　
紋

口径
残高  3.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

石英、雲母含む
朗
0)10YR6/2灰黄褐
0)10YR7/3にぶい黄橙

0)磨消縄文を施す

0)口縁部に1条の沈線が
巡る

グリッド
N12-E41

第 156図-5

淋
　
　
緻

口径
残高  6.6
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR5/1褐灰
Q)10YR8/3浅黄橙

G)磨消縄文を施す

(内 )

グリッド
N12-E41

第 156図 -6

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)10YR7/3に ぶい黄橙

0)10YR6/2灰黄褐

突起部 0)撫で

(内)撫で

グリッド
N12-E41

第 156図 -7

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径  1.3
器高
底径
注目部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)10YR4/1褐灰
0)10YR4/1褐灰

細い棒状のもので、注目内部
を成形している

グリッド
N12-E41

第 156図 -8

型
咄
　
緻

さ
形

縦
横
厚
完

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(D5YR4/2灰褐

(D5YR5/6明赤褐

ω
　
①

グリッド
N12-E42

第 157図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR5/1褐灰
0)10YR6/2灰褐黄

0)横位の羽状斜線文を施
す

0)口縁部に平行に沈線が
巡る

グリッド
N12-E42

第 157図-2

淋
　
　
緻

口径
残高  2.6
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/3に ぶい橙
(内)7.5Ⅶ7/3に ぶい橙

G)横位の羽状斜線文を施
す

(内)

グリッド
N12-E42

第 157図 -3

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  4.5
底径
口縁部一部

胎 ;微砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 :0)10YR3/1黒 褐

0)10YR3/1黒褐

口縁部は先端で内折する G)磨消縄文を施す

0)精級な磨き

グリッド
N12-E42

第 157図 -4

淋
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅
(外)2.5Y5/2暗灰黄
0)10YR7/3にぶい黄橙

0)磨消縄文を施す

(内)

第 83表 グリッド出土遺物観察表 (10)
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遺構N0

図版N0

器種

種類
法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

グリッド
N12-E42

第 157図 -5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  2.7
底径 13.4
底部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)7.5YR6/2灰褐

0)底部に網代痕有り

(内)

グリッド
N12-E42

第 157図-6

淋
　
　
緻

口径
残高  2.9
底径  9.3
底部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)7.5YR5/1褐灰

G)底部に網代痕有り

(内)

グリッド
N12-E42

第 157図 -7

一一
ユ
　
文

ミ
チ
ア
縄

口径
残高  2.3
底径  5.1
底部1/3

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5Ⅶ7/4にぶい橙
0)10YR7/3に ぶい黄橙

0)底部に網代痕有り

(内)

グリッド
N12-E42

第 157図-8

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径 13.0
器高  6.8
底径  5.5
1/2

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
G)7.5YR7/4に ‖嘔～10YR6/1褐灰
(内)7.5YR7/4に ぷい卜10YR6/1褐灰

平底より立ち上がり、丸みを
帯びて口縁部に至る

(外)撫で

(内)撫で

グリッド
N12-E43

第 158図-1

淋
　
　
緻

口径
残高 11.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR4/1褐灰
(内)7.5YR4/2灰褐

貼付文を施す 木口状
工具による斜位の撫で
横位の削り

グリッド
N12-E43

第 158図 -2

麟
　
　
緻

口径
残高  4.3
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/4にぶい橙
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

口唇部に面取りを施す (外)横位の羽状斜線文を施
す

0)口縁部に平行に1条の
沈線が巡る

グリッド
N12-E43

第 158図 -3

淋
　
　
鮫

口径
残高  2.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、細砂粒を僅かに含む
朗
G)10YR4/1褐灰
0)10YR4/2灰黄褐

G)磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す

(内)

グリッド
N12-E43

第 158図 -4

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.4
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR6/3に ぶい黄橙

0)10YR6/3に ぶい黄橙

0)磨消縄文を施す

グリッド
N12-E43

第 158図 -5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.0
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4にぶい褐

(内)7.5YR7/6橙

0)沈線による文様を施す

(内)磨き

グリッド
N12-E43

第 158図 -6

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  6.8
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を多量に含む
朗
(外)5YR6/8橙
(内)5YR6/6橙

0)磨消縄文を施す

0)横位の削り

グリッド
N12-E43

第 158図-7

離
　
　
紋

回径
残高  6.2
底径 10。 2

鵬～郎部

胎 ;礫を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)10YR7/3に ぶい黄橙

(外)撫で 削り
底部に網代痕有り

(内)

グリッド
N12-E43

第 158図 -8

辮
　
　
緻

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

細砂粒含む
良好
G)10YR4/2灰黄褐
0)10YR4/2灰黄褐

0)底部に網代痕有り

(内)

グリッド
N12-E43

第 158図 -9

淋
　
　
緻

口径
残高  8.0
底径 11.4
脚～瑯部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR7/6橙

(内)5YR7/4にぶい橙

平底より立ち上がる (外)肖Uり

(内)肖 Jり

グリッド
N12-E43

第 158図 -10

ニ

ユ
　
文

ミ
チ
ア
縄

口径
残高  5.0
底径  5。 1

胴部～底部

胎 ;微砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/3に鮎ヽ黄橙～7.5YR4/1褐灰

(内)7.5YR4/1褐灰

平底より立ち上がり、やや内
側に傾いて直線的に伸びる胴
部に移行する

0) 沈線による、紐が絡ん
だような文様を施す
肖Jり

グリッド
N12-E44

第 159図 -1

淋
　
　
緻

径
高
径
部

口
残
底
底

6.2

10.4

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10Ⅶ 7/3に ぶい黄橙

a)10YR7/3にぶい黄橙

平底より立ち上がる (外)

0)撫で

第 84表 グリッド出土遺物観察表 (11)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

グリッド
N12-E44

第 159図 -2

鮮
　
　
緻

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を多量に含む

朗
G)10YR5/2灰黄褐
0)10YR5/2灰黄褐

平底より立ち_上がり、外反す
る胴部に移行する

0)

(内)肖 Jり

グリッド
N13-E40

第 160図 -1

士里　
　
誡

口径
残高  2.1
底径  5.0
底部一部

胎 ;微砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)5GY7/1明 オリープ灰

(内 )5GY7/1明オリープ灰

高台部 a)

(内)

グリッド
N13-E40

第 160図 -2

淋
　
　
緻

口径
残高  4.0
底径
回縁部一部

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

口縁部に突起を施す G)沈線による文様と縄文
を施す

(内)肖Jり

グリッド
N13-E40

第 160図 -3

淋
　
　
緻

口径
残高  6.2
底径
口縁部一部

胎 ;礫を僅かに含む
焼 :良好
色 :0)10YR7/4に ぶい黄橙

0)10YR7/3にぶい黄橙

波状口縁を呈する 0)口唇部に刻み目を施す
LR縄文と沈線による
文様を施す

(内)磨き

グリッド
N13-E40

第 160図 -4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  8.1
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10Ⅶ 5/3に ぶい黄褐

0)10YR6/2灰黄褐

胴部は丸みを帯びる 0)横位の斜線文を施す

(内)肖1り

グリッド
N13-E40

第 160図-5

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.8
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR4/1褐 灰

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

胴部で屈曲して口縁部に移行
する

0)斜線文を施す

0)磨き

グリッド
N13-E40

第 160図 -6

淋
　
　
紋

口径
残高  6。 1

底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR8/3浅 黄橙

0)10YR8/2灰 白

口縁部は屈折して内側へ傾く G)沈線による文様とLR
縄文を施す

0)横位の箆削り

グリッド
N13-E41

第 161図 -1

淋
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR5/4に ぶい黄褐

0)10YR6/4にぶい黄橙

(外)

0)横位の箆削り

グリッド
N13-E41

第 161図 =2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.0
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;J:;1:サ ::il

色 ;0 10YR6/3にぶい黄橙
(内)7.5YR6/6橙

0)「 8」 字状貼付文を施
す

0)横位の箆削り

グリッド
N13-E41

第 161図-3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

略嬬雌岬

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を多量に含む
朗
G)10YR6/3にぶい黄橙
0)10YR4/1褐灰

波状口縁を呈する
胴部より屈曲して口縁部に至
る

G)横位の羽状斜線文を施
す

(内)磨き

グリッド
N13-E41

第 161図 -4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

回径
残高  4.8
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/3に ぶい黄橙

0)10YR3/1黒褐

0)横位の羽状斜線文を施
す

0)磨き

グリッド
N13-E41

第 161図 -5

淋
　
　
緻

口径
残高  5。 1

底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/2灰 黄褐

0)10YR5/2灰黄褐

口縁部は内弯する G)沈線による文様を施す
口縁部に磨消縄文を施
す

(内)磨き

グリッド
N13-E41

第 161図 -6

料
　
　
紋

口径
残高  6.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR4/2灰 黄褐

0)10YR5/3にぶい黄褐

波頂部
口縁部は内折する

沈線による文様を施す

磨き

グリッ ド
N13-E41

第 161図 -7

料
　
　
緻

口径
残高  5,7
底径
胴部一部

薇
朗
①
①

胎
焼
色

、礫、粗砂粒含む

2.5Y6/1黄灰～2.5Y8/4淡黄
2.5Y6/3にぶい黄

粘土帯積み上げ 「 8」 字状沈線文、磨
消縄文を施す L敵構
文した後、沈線による文様を施す
磨き

グリッド
N13-E41

第 161図 -8

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR3/2黒褐

(内 )7.5YR3/2黒褐

口縁部は内折する 0)平行沈線にRL縄文を
施す 「 8」 字状沈線
文を施す

0)2条の平行沈線を施す

第 85表 グリッド出土遺物観察表 (12)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 かほ

グリッド
N13-E41

第 161図-9

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  1.7
底径  8,7
底部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/2灰 黄褐

0)10YR4/2灰黄褐

平底 a)底部に網代痕有り

(内)磨き

グリッド
N13-E41

第 161図 -10

製

口
Ш
　

緻

最大幅10.3

厚さ 3.4

1/2

粗砂粒を多量に含む
朗
α)10YR7/3に ぶい黄橙
(D10YR7/3にぶい黄橙

胎
焼
色

2か所に、紐を通 したと思わ
れる孔がある

断面は半月形を呈する

0)

(∋ 沈線による文様を施す

グリッド
N13-E42

第 162図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/1褐 灰

(内 )5YR7/4にぶい橙

突起部 (外)

(内)

グリッド
N13-E42

第 162図-2

淋
　
　
紋

口径
残高  4.8
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 :良好
色 ;0)7.5YR7/4にぶい橙

0)10YR7/4にぶい黄橙

磨消縄文を施す 口縁
部に平行に刻み目を入
れた隆帯が巡る
磨き

グリッド
N13-E42

第 162図 -3

麟
　
　
紋

口径
残高  3.5
底径
胴部一部

細砂粒含む
朗
0)10YR3/1黒褐
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

G)磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線による文様を施す

(内)

グリッド
N13-E42

第 162図-4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;(D10YR6/2灰 黄褐

0)10YR5/1褐灰

0)磨消縄文を施す 沈線
による文様を施文した
後、LR縄文を施す

(内)

グリッド
N13-E43

第 163図 -1

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  5.4
底径
口縁部一部

細砂粒含む
朗
0)10YR4/1褐灰
(内)2.5Y4/1黄 灰

胎
焼
色

波頂口縁を呈する 0)磨消縄文を施す

「 8」 字状貼付文を施
す

(内)磨き

グリッド
N13-E43

第 163図-2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.3
底径
胴部一部

胎 ;細砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/2灰 黄褐

(内)5YR7/6橙

G)沈線による文様を施す

(内)磨き

グリッド
N14-E27

第 164図 -1

椀
　
　
獅

口径
残高  2.0
底径  7.0
底部3/4

細砂粒含む
朗
0)黒
0)黒

胎
焼
色

高台付の底部 0)底部回転糸切り 磨き

(内)磨き
外内面黒色処理

グリッド
N14-E41

第 165図-1

渇
　
　
紋

口径
残高  6.0
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明 赤褐

0)10YR6/4にぶい黄橙

(外)

(内)

グリッド
N14-E41

第 165図 -2

離
　
　
緻

口径
残高  6.6
底径
胴部一部

雲母、粗砂粒を多量に含む
朗
(外)5YR6/6橙
(内)7.5YR6/6橙

胎
焼
色

(外)沈線が胴部を縦に分割する 区西内にRL
縄文を充填した後、翻 を施す

(内)

グリッド
N14-E41

第 165図-3

料
　
　
緻

口径
残高  5.8
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 :0)5YR5/3に ぶい赤褐

(内)5YR5/3にぶい赤褐

G)口縁部に平行に連続し
て押圧した隆帯が巡る

0)横位の削り

グリッド
N14-E41

第 165図-4

淋
　
　
緻

口径
残高  7.5
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/8橙

(内)2.5YR6/6左 饉

口縁部に連続して押圧
した隆帯が巡る
撫で

グリッド
N14-E41

第 165図 -5

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  5.5
底径
口縁培卜召部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

回縁部は先端で内折する G)口唇部に1条の沈線が
巡る

(内)

グリッド
N14-E41

第 165図 -6

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.6
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

(内)5YR6/6橙

G 口縁部に 1条の沈線が

巡る

(内)

第86表 グリッド出土遺物観察表 (13)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

グリッド
N14-E41

第 165図 -7

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/3にぶい橙
(内 )5YR5/1褐灰

(外)

(内)

グリッド
N14-E41

第 165図-8

離
　
　
緻

口径
残高  6.9
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

0)横位の羽状斜線文を施
す

(内)磨き

グリッド
N14-E41

第 165図 -9

淋
　
　
緻

口径
残高  4.7
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR6/3に ぶい黄橙

0)10YR4/1褐灰

G)磨消縄文を施す

(内)

グリッド
N14-E41

第 165図 -10

麟
　
　
緻

口径
残高  5.8
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を多量に含む
朗
(外)5YR4/2灰褐
(内 )7.5YR7/6橙～2.5Y3/1黒褐

G)磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線による文様を施す

(内)

グリッド
N14-E41

第 165図 -11

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.1
底径
胴部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR7/3にぶい橙
(内)7.5YR6/3にぶい褐

0) 磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す
磨き

グリッド
N14-E41

第 165図 -12

淋
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR2/2黒 褐

0)10YR3/3暗褐

口縁部は内折する 口唇部に連続した刻み
目を施す 沈線による
文様を施す 磨き
麟による難を樹 磨き

グリッド
N14-E41

第 165図 -13

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.6
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
G)10YR7/3にぶい黄橙
(内)7.5YR6/6塩 璧

(外)

0)口縁部に平行に2条の
沈線が巡る

グリッド
N14-E41

第 165図 -14

淋
　
　
緻

口径
残高  4.0
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/3にぶい赤褐
(内)5Ⅶ4/2灰褐

内側から孔を穿つ (外)

(内)

グリッド
N14-E41

第 165図 -15

淋
　
　
緻

口径
残高  4。 3

底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;a)10YR7/2に ぶい黄橙

(内)2.5Y5/2暗 灰黄

突起部

グリッド
N14-E41

第 165図 -16

淋
　
　
緻

口径
残高  1.5
底径
底部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/4にぶい橙

0)10YR7/3にぶい黄橙

G)底部に網代痕有り

(内)

グリッド
N14-E41

第 165図 -17

離
　
　
緻

口径
残高  2.1
底径
底部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/8橙

(内 )7.5YR6/6橙

0)底部に網代痕あり

(内)

グリッド
N14-E42

第 166図 -1

潜
　
　
緻

口径
残高  4.5
底径
口翡譜

`―

■部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/3に ぶい褐
0)10YR7/3にぶい黄橙

口縁部は内側に少し肥厚する 0) 口縁部に連続した楕円
形の区画を施し、その

中にRL縄文を施す
横位の削り

グリッド
N14-E42

第 166図 -2

淋
　
　
紋

口径
残高  9。 6

底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4に ぶい橙

(内)2.5YR6/6橙

叫 文を蚊した後、碑増に酬を分
割し、縄文の上に蛇行沈線を施す
磨き

グリッド
N14-E42

第 166図 -3

料
　
　
緻

口径
残高  5.2
底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5YR7/4にぶい橙
(内 )7.5YR6/3に ぶい褐

G)LR縄 文を施文した後
沈線による文様を施す

0)横位の削り

グリッド
N14-E42

第 166図 -4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.7
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR7/4にぶい橙
(内)5YR7/3にぶい橙

a)沈線による文様を施す

(内)

第87表 グリッド出土遺物観察表 (14)
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遅誹毒NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ

グリッド
N14-E42

第 166図 -5

淋
　
　
緻

口径
残高  7.2
底径
胴部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR7/3にぶい橙

(内)5YR7/4にぶい橙

0)LR縄 文を施文した後
沈線でU字状に区画す
る

(内)肖 Jり

グリッド
N14-E42

第 166図 -6

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高 10。 5

底径
日縁部～躙螂

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR4/2灰褐

(内)5YR5/1褐灰

丸みのある胴部より屈曲して
口縁部に至る
日唇部に面取りを施す
把手がつく

G)沈線による文様を施す

0)横位の箆削り

グリッド
N14-E42

第 166図 -7

淋
　
　
緻

口径
残高  6.2
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(D5YR5/2灰 褐

(内)2.5YR5/4に ぶい赤褐

口唇部に面取りを施す 磨消縄文を施す RL
縄文を施文した後、沈
線による文様を施す
横位の削り 磨き

グリッド
N14-E42

第 166図-8

淋
　
　
緻

口径
残高  3。 2

底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、微砂粒を僅かに含む
餅
(外)7.5Ⅶ4/2灰褐
(内)7.5Ⅶ3/1黒褐

口縁部は内側に肥厚する 0)磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す

0)精緻な磨き

グリッド
N14-E42

第 166図 -9

料
　
　
緻

口径
残高  8.0
底径
口縁部一部

胎 ;礫を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;a)7.5Ⅶ 5/2灰褐

(内)7.5YR6/2灰褐

口縁部は外側に肥厚する 0)沈線による曲線的な文
様を施す

0)横位の削り 磨き

グリッド
N14-E42

第 166図 -10

淋
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
口縁培附召部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を僅かに含む
朗
(外)5YR5/3にぶい赤褐
(内)5YR4/2灰褐

口縁部は内側に肥厚する 0)沈線による文様を施す

m)横位の削り

グリッド
N14-E42

第 166図 -11

麟
　
　
緻

口径
残高  5.5
底径
胴部一部

胎
焼
色

細砂粒含む
朗
(外)5YR6/4にぶい橙
(内)7.5YR5/3に ぶい褐

① 磨消縄文を施す

(内)磨き

グリッド
N14-E42

第 166図 -12

離
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、細砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 :a)7.5YR6/3にぶい褐

(内)5YR6/4にぶい橙

口縁部は内折する 口縁部に斜線文を施す
蕨状の隆帯が垂下する
横位の削り

グリッド
N14-E42

第 166図 -13

離
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5Ⅶ 6/6橙

(内)5YR6/4にぶい橙

0)沈線による文様と刺突
文を施す

(内)削り 磨き

グリッド
N14-E42

第 166図 -14

淋
　
　
緻

口径
残高  7.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を多量に含む
良好
(外)5YR5/2灰褐
(内)5YR6/3にぶい橙

口縁部に平行に隆帯を
施す 横位の削り
横位の削り

グリッド
N14-E44

第 167図 -1

麟
　
　
紋

回径
残高  5。 1

底径
胴部一部

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR7/3に ぶい黄橙

0)10YR5/1褐灰

0) 磨消縄文を施す RL
縄文を施文した後、沈
線の区画を施す
磨き

グリッド
N15-E39

第 168図 -1

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.5
底径
回縁部一部

胎 ;微砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/2灰 黄褐

(内)10YR7/3に ぶt墳橙

波頂部 0)沈線による文様を施す
磨き

(内)磨き

グリッド
N15-E39

第 168図 -2

群
　
　
緻

口径

残高  0。 6

底径
底部一部

胎
焼
色

細砂粒を僅かに含む
朗
G)10YR3/1黒褐
0)10Ⅶ3/1黒褐

G)底部に網代痕あり

(内)磨き

グリッド
N15-E40

第 169図-1

糾
　
　
緻

口径
残高  4。 2

底径
胴部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR6/6橙
(内)7.5YR6/6橙

G)「 8」 字状貼付文を施
す

(内 )

グリッド
N15-E40

第 169図-2

淋
　
　
緻

口径
残高  5.0
底径
突起部

胎
焼
色

細砂粒含む
朗
(外)5YR6/6橙
(内)5YR6/6橙～5Ⅶ5/1褐灰

0)沈線による渦巻きの文
様を施す

(内 )

第 88表 グリッド出土遺物観察表 (15)
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遺構N0

図版N0

器種

種類
法   量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形 か

グリッド
N15-E40

第 169図 -3

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  3.5
底径
口縁部一部

胎 ;微砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Ⅶ 4/1褐灰

(内)7.5YIR5/2灰 褐

口縁部は先端で屈折する G)口唇部に刻み目を施す
磨き

(内)日調に平行に連続した刺突文を施す
3条の沈線が巡る

グリッド
N15-E40

第 169図-4

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  2.8
底径
口縁部一部

胎 ;微砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/1褐灰

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

磨き

口縁部に平行に2条の
沈線を施す 磨き

グリッド
N15-E40

第 169図-5

口
器
　
文

注
土
　
縄

回径 12.1
残高  2.8
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR4/1褐灰

(内)7.5YR4/1褐灰

口縁部は屈折して外反する (外)磨き

(内)磨き

グリッド
N15-E40

第 169図-6

口
器
　
文

注
土
　
縄

口径  1.1
残高
底径
注目部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3にぶい褐

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

(llD

(内)

グリッド
N15-E40

第 169図 -7

淋
　
　
緻

口径
残高  2.4
底径
底部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 :J::][Ji子

色 ;0)10YR7/2に ぶい黄橙
0)10YR6/3にぶい黄橙

G)底部に網代痕有り

(内)磨き

グリッド
N15-E40

第 169図 -8

沿
　
　
緻

口径
残高  1.5
底径
底部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)5YR6/6橙
(内)7.5YR4/1褐灰

G)底部に網代痕有り

(内 )

グリッド
N15-E40

第 169図 -9

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  1.2
底径
底部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

0)底部に網代痕有り

(内 )

グリッド
N15-E40

第 169図 -10

偶
　
　
文

土
　
　
縄

さ
部

縦
横
厚
胴

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;J自蚊子
色 :α)10YR4/1褐灰

(∋

0)沈線による文様を施す

(D

グリッド
N15-E41

第 170図 -1

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  5.4
底径
口縁部一部

胎
焼
色

細砂粒含む
朗
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5Ⅶ6/4に ぶい橙

波頂部 (外)肖Jり

0)沈線による文様を施す
磨き

グリッド
N15-E41

第 170図-2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  3.5
底径
底部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4にぶい橙

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

0)底部に網代痕有り

0)撫で

グリッド
N15-E41

第 170図-3

麟
　
　
紋

口径
残高  3.8
底径 10.8
底部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4にぶい橙

0)10YR6/2灰黄褐

0)底部に網代痕有り

(内 )

グリッド
N15-E42

第 171図-1

淋
　
　
緻

口径
残高  4.6
底径
胴部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒を多量に含む
朗
(外)2.5YR6/6橙
(内)5YR5/3にぶい赤褐

0)隆帯と沈線による文様
を施す

(内 )

グリッド
N15-E42

第 171図 -2

藩
　
　
紋

口径
残高  8.5
底径
口縁部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
(外)5YR5/3にぷい赤卜5YR2/1黒褐
(内)5YR5/4にぶい赤褐

口縁部に平行に連続し
て押圧した隆帯が巡る
横位の削り

グリッド
N15-E42

第 171図 T3

淋
　
　
紋

口径
残高  6.8
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/3褐

(内)5YR6/6橙

0)磨消縄文を施す

(内)

グリッド
N16-E33

第 172図 -1

離
　
　
緻

径
高
径
部

口
残
底
底

1.5
10.0

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5Y5/1黄 灰

(内)2.5Y7/2灰黄

平底で偏平を呈する G)底部に網代痕有り

(内)磨き

第 89表 グリッド出土遺物観察表 (16)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 か

グリッド
N16-E36

第 173図 -1

深鉢

縄文

口径
残高  5。 2

底径
脚瑯～底部

胎 ;礫を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4に ぶい橙

(内)7.5YR7/2明褐灰

上げ底気味の底部 0)底部に網代痕有り

(内 )

グリッド
N16-E40

第 174図 -1

椀
　
廟
鴎

口径
残高  1.7
底径  7.2
底部一部

胎
焼
色

細砂粒を僅かに含む
良好
0)2.5Y7/1灰 白
(内)2.5Y7/1灰 白

高台付きの底部 a)軸輯による撫で

0)軸輯による撫で

グリッド
N16-E40

第 174図 -2

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  1.4
底径
底部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外) 5YR7/6布釜
0)5YR7/6橙

0)底部に網代痕有り

(内 )

グリッド
N16-E40

第 174図 -3

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径
残高  2.4
底径 15。 8

底部一部

胎 ;礫を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/3浅黄橙

(内 ) 5YR7/6相筆

0)底部に網代痕有り

(内 )

グリッド
N16-E41

第 175図 -1

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高 12.2
底径
体部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)10YR7/4にぶい黄褐
(内 )7.5YR6/3に ぶい褐

① 細い隆帯による文様を
施す 横位の削り
肖Jり  磨き

グリッド
N16-E41

第
175図 -2

蓋
　
　
緻

裾径 15。 4

器高  5.0

1/4

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/3にぶい褐

0)10YR4/1褐灰

裾部 G)沈線による文様を施す
磨き

(内)磨き

グリッド
N16-E41

第 175図 -3

筋
　
　
緻

口径
残高  2.4
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/2灰 黄褐

0)10YR4/1褐灰

口縁部に突起が付く 0)横位の削り

(内)磨き

グリッド
N16-E41

第 175図-4

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高  5.1
底径
口縁部一部

胎
焼
色

礫を僅かに含む
良好
a)10YR5/2灰黄褐
0)10YR4/1褐灰

肖1り

回縁部に平行に3条の

沈線が巡る 磨き

グリッド
N16-E41

第 175図 -5

淋
　
　
緻

口径
残高  1.7
底径 15.4
底部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/3に 1ドい橙

0)底部に網代痕有り

(内 )

グリッド
N18-E42

第 176図 -1

椀
　
　
獅

口径
残高  2.5
底径  7.0
底部ほぼ完

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR8/3浅 黄橙

0)黒

高台付きの底部 ① 底部回転糸切り

0)磨き 黒色処理

第 90表 グリッド出土遺物観察表 (17)
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8号 トレンチ

第 177図 -1

麟
　
　
緻

口径
残高 10.9
底径  6.5
脚瑯～底部

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内)7.5YR6/4に 応ヾい橙

平底より立ち上がり、少し膨
らみのある胴部に移行する

① 磨消縄文を施す LR
縄文を施文した後、沈
線による文様を施す

(内 )

8号 トレンチ

第 177図 -2

鉢
　
　
文

浅
　
　
縄

口径
残高 15。 7

底径  7.0
体部―臓部1/2

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
値生;(外) 7.5YR6/6増釜

0)10YR7/4にぶい黄褐

平底より立ち上がり、丸みの
ある体部に移行する

磨消縄文を施す L略文
を施文した後、沈線による文様を施す
底部に網代痕有り
肖1り 磨き

8号 トレンチ

第 177図 -3

淋
　
　
緻

口径
残高 29。 1

底径 10.5
114～郎部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 :0)10YR5/3に ぶい黄褐

0)10YR4/6褐

平底より立ち上がり、緩やか
な胴部に移行する
粘土帯積み上げ

縦位の箆削り
底部に網代痕有り
撫で

8号 トレンチ

第 177図 -4

鉢
　
　
文

深
　
　
縄

口径 36.0
残高 31.8
底径
口縁部～胴部

「
部

胎 ;細砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4にぶい褐

(内)7.5YR6/6橙

張りの無い胴部より僅かに開
き、先端で少し内傾する日縁
部に至る

G)斜位の箆削りと指頭に
よる撫で

0)撫で



遺構N0

図版NO

器種

種類
法 旦里 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形 ほ

8号 トレンチ

第 177図-5

土偶

縄文

さ
部

縦
横
厚
胴

6.2

5.5
2.3

胎 :微砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
〔L;(表 ) 7.5YR6/4に ぷい橙～10YR6/2灰 黄褐

G)10YR6/2灰黄褐

りで撫α

　

Ｇ

遺 構 番 号 図 版 番 号 器 種 長 さ
(cm)

幅

＜ｃ

厚 さ
(cm)

重 さ

(g)

材 質 備 考

第 1号 住 居 址 図版  1- 1 打 製 石 鏃 チ ャ ー ト 破損

第 7号 住 居 址 図版  1- 2 打 製 石 鏃 硬  砂  岩 破損

第 10号 住 居 址 図版  1- 3 打 製 石 斧 112.47 頁 山石

第11号 住 居 址 図版  1- 4 打 製 石 鏃 黒 燿  石

図版  1- 5 打 製 石 鏃 黒  燿  石 破損

図版  1- 6 大 珠 翡 翠 孔を両面から穿つ

図版  1- 7 磨 製 石 斧 170.00 輝  緑  岩

図版  2- 1 磨 製 石 斧 370.00 流 紋  岩

図版  2- 2 磨 製 石 斧 200.50 流 紋  岩 破損

図版  2- 3 打 製 石 斧 160.00 頁 山石 破損

図版  3- 1 打 製 石 斧 93.15 流 紋  岩

図版  3- 2 石 皿 21.8 * 2.1 安  山 岩 破損  *:kg

第12号 住 居 址 図版  3- 3 打 製 石 鏃 チ ャ ー ト

図版  3- 4 打 製 石 鏃 チ ャ ー ト

図版  4- 1 磨 製 石 斧 28.83 緑 泥 片 岩

図版  4- 2 横 刃 18.70 硬  砂  岩

図版  4- 3 磨 製 石 斧 190.00 ひ ん  岩 破損

図版  5- 1 打 製 石 斧 76.48 砂 山石

第 13号 住 居 址 図版  5- 2 打 製 石 斧 66.97 流 紋  岩

図版  5- 3 打 製 石 斧 200.00 流 紋  岩

第 18号 住 居 址 図版  5- 4 打 製 石 鏃 黒  燿  石

図版  5- 5 打 製 石 斧 111.04 頁 岩

第 19号 住 居 址 図版  6- 1 打 製 石 鏃 黒  燿  石

図版  6- 2 打 製 石 鏃 黒  燿  石 破損

第20号 住 居 址 図版  6- 3 凹 石 22.8 *10.2 安  山 岩 *: kg

第22号 住 居 址 図版  7- 1 打 製 石 鏃 黒  燿  石

第23号 住 居 址 図版  7- 2 打 製 石 鏃 チ ャ ー ト

図版  7- 3 打 製 石 鏃 チ ャ ー ト

図版  7- 4 楔 4.28 チ ャ ー ト 破損

第 92表  トレンチ出土遺物観察表 (2)

第 93表 遺物 (石器等)観察表 (1)
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遺 構 番 号 図 版 番 号 器 種 長 さ

(cm)

幅
＜ｃ

厚  さ

(cm)

重  さ

(g)

材 質 備 考

第23号 住 居 址 図版  7- 5 磨 製 石 斧 63.38 輝  緑  岩

図版  7- 6 打 製 石 斧 130.00 頁 山石

第 24号 住 居 址 図版  7- 7 打 製 石 鏃 チ ャ ー ト

図版  8- 1 凹 石 39.0 *18.9 安  山 岩 *:kg

第25号 住 居 址 図版  9- 1 凹 石 31.2 * 9.3 安  山 岩 *: kg

第 10号 土  墳 図版 10- 1 打 製 石 斧 98.52 頁 山石

第 19号 土  壌 図版 10- 2 打 製 石 斧 113.76 頁 山石

図版 10- 打 製 石 斧 64.53 頁 山石

図版  10- 4 打 製 石 斧 180.00 頁 山石

第35号 土  壌 図版 11- 1 砥 石 62.11 砂岩 (?) 破損

第36号 土  墳 図版 11- 2 打 製 石 斧 88.23 頁 山石

図版 12- 1 横 刃 150.00 ひ ん 岩

第45号 土  壌 図版  12- 石 棒 13.8 * 2.9 緑 泥 片 岩 {<: kg

第 304号 集 石 図版  12- 3 打 製 石 鏃 黒  燿  石

図版 12- 4 打 製 石 鏃 黒 燿  石 破損

第 11号  集 石 図版 12- 5 打 製 石 鏃 0.28 チ ャ ー ト

図版 12- 6 打 製 石 鏃 チ ャ ー ト

第 1号 溝  址 図版 12- 7 打 製 石 鏃 1.38 硬  砂  岩 破損

図版  13- 1 大 珠 51.10 珪 山石

図版  13- 2 磨 製 石 斧 38.86 白雲母片岩 破損

図版 13- 3 打 製 石 斧 140.00 安  山 岩

図版 14- 1 打 製 石 斧 88,71 頁 山石

図版 14- 打 製 石 斧 88.88 頁 山石

図版 14- 3 石 棒 194.00 緑 泥 片 岩

第 78号  ピ ッ ト 図版  15- 1 打 製 石 斧 107.17 頁 山石

第 1号  トレンチ 図版 15- 打 製 石 鏃 チ ャ ー ト

グリッドNll― E43 図版 15- 打 製 石 鏃 黒  燿  石

グリッドN10-E43 図版 15- 打 製 石 鏃 チ ャ ー ト

グリッドN ll― E41 図版 15- 打 製 石 鏃 黒  燿  石 破損

図版 15- 6 打 製 石 鏃 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版  15- 打 製 石 鏃 黒  燿  石 破損

グリッドNll― E43 図版 15- 8 打 製 石 鏃 チ ャ ー ト

グリッドN9-E42 図版 15- 9 打 製 石 鏃 3.25 硬  砂  岩

グリッドN10-E43 図版 16- 打 製 石 鏃 0。 22 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E42 図版 16- 2 打 製 石 鏃 0.77 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版 16- 打 製 石 鏃 0.60 黒  燿  石 破損

グ リ ドN6-E42 図版 16- 4 打 製 石 鏃 0.68 黒  燿  石 破損

第 94表 遺物 (石器等)観察表 (2)
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壼退 構 番 号 図 版 番 号 器 種 長  さ

(cm)

幅

(cm)

厚 さ

(C皿)

さ

ｇ＞

重 材 質 備 考

グリッドN10-E43 図版 16- 5 打 製 石 鏃 0.52 黒  燿  石 破損

図版 16- 打 製 石 鏃 0。 31 黒  燿  石 破損

図版 16- 打 製 石 鏃 0.42 黒  燿  石 破損

図版 16- 打 製 石 鏃 0.47 黒 燿  石 破損

図版 16- 9 打 製 石 鏃 0.28 黒  燿  石 破損

グリッドN12-E41 図版 16-10 打 製 石 鏃 0,74 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版 16-11 打 製 石 鏃 0.71 黒  燿  石 破損

グリッドN12-E41 図版  16-12 打 製 石 鏃 0.53 硬  砂  岩

グリッドN9-E43 図版 16-13 打 製 石 鏃 1.02 黒  燿  石

グリッドNll― E43 図版 16-14 打 製 石 鏃 0.48 黒  燿  石

グリッドN14-E42 図版 16-15 打 製 石 鏃 0。 17 黒  燿  石

グリッドN13-E41 図版 16-16 打 製 石 鏃 0.39 黒  燿  石

グリッ ドNll― E41 図版  17- 1 打 製 石 鏃 0.30 黒  燿  石

グリッドN10-E42 図版 17- 2 打 製 石 鏃 0。 30 黒  燿  石

グリッドN9-E42 図版 17- 打 製 石 鏃 1.14 チ ャ ー ト

グリッドN10-E43 図版 17- 4 打 製 石 鏃 0.29 黒  燿  石

グリッドN10-E40 図版 17- 打 製 石 鏃 0.36 チ ャ ー ト 破損

Z 図版 17- 打 製 石 鏃 0。 74 チ ャ ー ト 破損

グリッドN10-E43 図版 17- 打 製 石 鏃 0。 82 チ ャ ー ト 破損

グリッドN10-E42 図版 17- 打 製 石 鏃 1.20 珪 山石 破 損

グリッドN9-E42 図版 17- 9 打 製 石 鏃 1.29 チ ャ ー ト 破損

グリッドNll― E42 図版 17-10 打 製 石 鏃 1.37 黒 燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版 17-11 打 製 石 鏃 0.44 珪 山石 破損

グリッドN14-E40 図版 17-12 打 製 石 鏃 0.24 珪 山石 破損

グリッドN10-E40 図版  17-13 打 製 石 鏃 2.23 チ ャ ー ト 破損

グリッドN8-E42 図版 17-14 打 製 石 鏃 1_00 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E42 図版 17-15 打 製 石 鏃 0。 34 黒  燿  石 破損

グリッドNll― E43 図版  17-16 打 製 石 鏃 0.54 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版 18- 1 打 製 石 鏃 0。 40 黒  燿  石 破損

グリッドN9-E42 図版 18- 2 打 製 石 鏃 1.57 チ ャ ー ト 破損

グリッドN6-E42 図版 18- 打 製 石 鏃 0.22 黒  燿  石 破損

グリッドN13-E41 図版 18ニ 4 打 製 石 鏃 0.23 黒  燿  石 破損

グリッドN12-E41 図版 18- 打 製 石 鏃 0.32 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版 18- 打 製 石 鏃 0.95 珪 山石 破損

グリッドN8-E13 図版 18- 打 製 石 鏃 0。 26 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版  18- 8 打 製 石 鏃 0.56 黒  燿  石 破損

図版 18- 打 製 石 鏃 0。 35 黒  燿  石

第 95表 遺物 (石器等)観察表 (3)
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壼題 構 番 号 図 版 番 号 器 種 長 さ

(cⅢ)

幅
(cD

厚 さ
(cD

重 さ

(g)

材 質 備 考

グリッドN10-E43 図版 18-10 打 製 石 鏃 0.38 黒  燿  石

グリッドN7-E42 図版  18-11 打 製 石 鏃 1.02 黒  燿  石

グリッドN10-E40 図版  18-12 打 製 石 鏃 0_15 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版 18-13 打 製 石 鏃 0.52 黒 燿  石 破損

グリッドN14-E36 図版 18-14 打 製 石 鏃 1.36 黒 燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版 19- 1 打 製 石 鏃 0.19 黒  燿  石 破損

図版 19- 打 製 石 鏃 0.22 黒  燿  石 破損

グリッドNll― E43 図版  19- 打 製 石 鏃 0.37 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E42 図版 19- 4 打 製 石 鏃 0.56 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版 19- 打 製 石 鏃 1.25 黒  燿  石 破損

図版 19- 打 製 石 鏃 0.67 黒  燿  石 破損

図版 19- 7 打 製 石 鏃 0.23 黒  燿  石 破損

グリッドN12-E41 図版  19- 打 製 石 鏃 0.35 黒  燿  石 破損

グリッドN10-E43 図版  19- 打 製 石 鏃 0。 18 黒  燿  石 破損

図版 19-10 打 製 石 鏃 0.15 黒  燿  石 破損

図版 19-11 打 製 石 鏃 1.16 黒  燿  石 破損

図版 19-12 打 製 石 鏃 0.32 黒  燿  石 破損

図版 19-13 打 製 石 鏃 0.38 黒  燿  石 破損

グリッドNll― E41 図版  19-14 打 製 石 鏃 0.56 黒  燿  石 破損

グリッドN12-E41 図版  19-15 打 製 石 鏃 1.16 黒  燿  石 破損

グリッドNll― E43 図版 20- 1 不 明 1。 20 チ ャ ー ト 破損

グリッドN10-E43 図版 20- 核 12.70 黒  燿  石

グリッドNll― E43 図版 20- す  り 石 26.34 安  山 岩

グリッドN9-E34 図版 20- 打 製 石 斧 12.9 160.00 頁 山石

グリッドN10-E43 図版 21- 打 製 石 斧 11.6 125.00 頁 山石

Z 図版  21- 打 製 石 斧 10.3 81_36 流  紋  岩

グリッドN14-E41 図版 21- 打 製 石 斧 114.46 安  山 岩

図版 21- 打 製 石 斧 94.42 頁 山石

グリッドN10-E43 図版 21- 打 製 石 斧 81.94 頁 岩

グリッドN14-E41 図版 22- 1 打 製 石 斧 11.0 250.00 ひん岩 0雨)

Z 図版 22- 打 製 石 斧 10。 3 120.00 流 紋  岩

図版 22- 打 製 石 斧 13.7 290.00 頁 山石

グリッドN10-E43 図版 23- 1 打 製 石 斧 145,00 凝  灰  岩

グ リ ドN6-E30 図版 23- 打 製 石 斧 105。 11 凝 灰  岩

グリッドN16-E41 図版 23- 磨 製 石 斧 10.2 288.00 斑 山石

グリッドN14-E40 図版 23- 4 磨 製 石 斧 106.25 輝  緑  岩

グリッドN10-E34 図版 24- 磨 製 石 斧 274.00 珪 山石

第 96表 遺物 (石器等)観察表 (4)
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遺 構 番 号 図 版 番 号 器 種 長 さ

(cm)

幅

(cm)

厚 さ

(cm)

重  さ

(g)

材 質 備 考

図版 24- 2 磨 製 石 斧 緑 泥 片 岩

図版  24- 3 磨 製 石 斧 145.00 輝  緑  岩

図版 24- 4 打 製 石 斧 頁 岩 大 型 *:kg

第 97表 遺物 (石器等)観察表 (5)
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八幡裏遺跡出土の人骨および獣骨

信州大学医学部  西沢寿晃

第 1号人骨  (第 35号土墳出土)

全身の骨格の うち、頭蓋の一部や四肢の長骨が部分的に保存 されるが、体幹や指骨などの細小

な部分の骨 は全 く欠失 している。

頭蓋 :側 頭骨・ 頭頂骨等の左半部分が概ね原形を保つ。右半 は細片状で残 り、顔面骨はすべて

欠失 している。骨壁は比較的薄い。頭頂側頭縫合は外板で僅かに痕跡的で、癒着が進行 している。

ラムダ縫合の三角部・ 外半分 は外板で痕跡、内板癒着 し、下外部 は外板が痕跡 となって残 る程度

で、内板 は癒着・ 消失する。下顎高 は深い。乳様突起 はつまみ状でやや小型の突起である。

下顎骨 :下顎骨体の左半のみが下顎角まで と、オ トガイ棘を含む小部分が残 り、下顎枝 は欠 く。

右の大臼歯歯槽部分 も残 る。左小臼歯 1本の空槽が残 る。左右 ともに残 る大臼歯の歯槽はすべて

脱落閉鎖 した状態である。 このため歯槽縁の吸収は進み額堤の内側縁 は顎舌骨筋線の位置まで下

降 し、平面状に形成 されている。歯 :遊離歯 として残 るものである。上顎犬歯 (?)で歯根を欠

く。咬耗 は進み、舌側へ強 く傾斜する一面 とな り、象牙質は大 きく露出 している。上顎左 7の 歯

冠 。歯頸部のみが残存。各咬頭の咬耗 は進み、咬合面に僅かな溝が残 る程度で、平滑に近 い面は

遠心側に傾斜す る。近心頬側咬頭に象牙質が点状に露出する。

上腕骨 :左、近 0遠位端を欠 くが骨体 はほぼ原形を保つ。右、破損が著 しく、すべてが細片状

となって残 る。骨体は伸直で捻転 も少な く、三角筋粗面の発達 は弱度、撓骨神経溝 も浅い。全体

として長 さ太 さともに細小で華奢な形態 といえる。尺骨 :左、肘頭や滑車切痕などの上端部分 と、

回外筋稜を含む骨体の一部が残 るが、土砂 と混合 してその部位が知れる程度である。寛骨 :左右、

腸骨体や寛骨臼部分などがわずかに形状をとどめる以外、軟弱な骨質で崩壊 している。大腿骨 :

左、大腿骨頭や大転子の先端、小転子を欠 く。遠位端 も欠損するが骨体 はほぼ完存する。右、骨

体の下部約 15ollが残 る。粗線 は中央辺でかな り幅は狭いが強い隆起を示 し、外側顆上線へかけて

も明瞭である。殿筋粗面は粗造性を示すが、恥骨筋線・ ラセ ン線等はいずれ も弱度である。骨体

上断面示数 (71.4)は 超扁平大腿骨の形質を具えるが、中央断面示数 (88.9)で はピラステルの

形成 は無い。全体的にかなり強壮な形態である。腫骨 :左、骨体の中央部分約 18clEl。 右、同 じく

約 15clllが残 るのみである。骨間縁の発達 も通常であ り、 ヒラメ筋線 も同様である。胆示数 (66.7)

は中肛に属す る。勝骨 :左、腫骨に並列 して取 り上げ られ、骨体が約 9 oll残存す るのみである。

頭蓋の大 きさ、頑丈 さはさほど顕著でないが、大腿骨・ 腫骨の形態 は強壮で男性的である。ま

た、頭蓋の縫合の癒着 はかな り進行 してお り、下顎骨の自歯部全域におよぶ歯槽閉鎖、歯の咬耗

の程度か らは熟年の年齢が推定 される。

第 2号人骨  (第 44号土墳出土 )

仰臥屈葬位。埋葬位が比較的保存 されたため土中で固定 し取 り上げ られた固体である。 しか し、

全体 して保存状態 は劣悪で、形態を留める骨 は少ない。

体幹は上向きで背柱を中央 に左右の肋骨が708元の位置を保つ。ただ し椎骨、肋骨 ともに崩壊

が著 しく、明瞭な各骨の形状 は残 らない。頭蓋 は損壊 してプロック状の痕跡 となる程度である。

体幹の右側方に上肢の骨体の一部が残存 し、別に採取 された骨片中に上腕骨の骨体部分 (長 さ数

clllの もの 2片)が認め られる。寛骨部分の小片が残 る。大腿骨 (左 ?)の骨体上部 (長 さ約 8 clll)

がやや大形の断片 として残 り、他 は少量の細片 として残存するのみである。性別 0年齢等 は不明
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である。

第 3号人骨  (第 45号土墳出土 )

仰臥屈葬位。全身にわたる骨が比較的元の位置で保存 され、埋葬の姿勢が明確な固体 として周

囲に土砂 とともに取 り上げ られ、固定 された遺体である。 しか し各骨の部分的な崩壊 は進行 して

いる。

顔面 は僅かに左方に傾 く。体幹 は上向きで、背柱 とともに各肋骨や左右鎖骨 もさほど移動せず

残存 している。両上腕部は体側に添え られるが、前腕 は肘関節か ら強 く曲折 され、特に左 の手掌

は胸上に置かれている。骨盤部分 はすべて欠失 しているが、左右大腿骨 は股関節か ら強 く上方へ

引き付 けられ、同時に下腿 は膝関節か ら屈曲され、大腿・ 下腿部 ともに両側が胸腹部上に揃え ら

れている。

頭蓋 :脳頭蓋 は比較的保存 される。顔面骨 は崩壊 してほとんど消失 している。前頭骨の板状片

の骨壁はかなり厚い。乳様突起 (右)は推定で隆起 は大 といえる。上顎骨の一部が残存す る。 口

蓋突起の一部 (左 )に は 1・ 30405の 歯根が歯槽 に陥入 して残 る。 6は植立 し7は遊離歯

(歯冠のみ)である。同 じく右 40506の 歯槽に歯根が陥入する。残存歯 (607)は ともに

咬耗 は激 しく、咬合面 は極めて滑沢な平面状 となり、各咬頭の位置に象牙質が点状に露出 してい

る。頸椎 :そ れぞれ連続 して残 るが、各骨の形状は不明である。鎖骨 :左右 ともに元の位置を移

動せず形状を保 っている。最大長 は推定で 120111111は やや小形であ り、骨体は細 く華奢な形状 とい

える。上肢骨 :い ずれ も近 0遠位端を欠 くが骨体部分の保存 は良好である。上腕骨の三角筋粗面、

撓骨の骨間縁、尺骨の回外筋稜などの発達は強い。各骨の形態はともにやや小形ではあるが、各

筋の付着部などは明瞭である。大腿骨 :左右 ともに骨体部分の保存 は良い。内側顆 (左 )な ども

破損 して残 る。粗線の形状が特異である。内 0外側唇の区別 はほとんどな く、薄 く鋭い発達 した

一稜が形成 されている。骨体中央断面示数 (118。 5)は 中度であり、同上断面示数 (107.4)は 狭大

腿骨の形態を示す。距骨 :左 は残存せず右は骨体部分のみである。前縁 は鈍で骨体中央部の矢状

径は大 きく、骨間縁なども顕著である。勝骨 :左断片状、右骨体がやや大形片 として残 る。

性別については男女の性差を現す箇所のほとんどは欠失 してお り明確でない。わずかに四肢長

骨の形態 は比較的小形なが ら筋付着部などの発達が明瞭であり、小柄な男性人骨 とも推定 される。

歯の咬耗 は激 しく、熟年の年齢層が勘考 される。

第 4号人骨  (第 47号土墳出土 )

全身部位 にわたる骨がかな り残存するが、総 じて崩壊が著 しく、保存状態は劣悪である。頭蓋

はわずかな部分に限 り保存 され、指骨なども残 るが、反面、長大な四肢骨などは欠失する部分が

多い。

頭蓋 :脳頭蓋部分が多数の細片となって残る。後頭骨・ 頭頂骨 (右 )、 頬骨の一部などが比較

的原形に復する。全体として極めて骨壁の厚いのが著明である。ラムダ縫合は完全に離開する。

外後頭隆起は下垂する程度に強く突出し、内後頭隆起も強度である。乳様突起は先端を欠 くが基

部は大形である。上顎骨の骨口蓋が前方を欠 くが概ね残り、歯槽もほぼ完存 して、各歯も植立 し

ている。下顎骨は下顎体が左右に分かれて残るが、下顎枝は全 く欠失する。歯槽は完存 じ各歯も

植立する。顎舌骨筋線の発達はかなり強度で、歯槽の吸収が発現 している傾向もみられる。
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残存歯式

8  7  6

0765 ×  4

○印 :空槽  ×印 :欠失 ―印 :歯根

歯の咬耗 :切歯 (上 )、 切縁の咬耗は進み、象牙質が線状に露 出。犬歯 (上)、 先端咬耗、遠

心への傾斜面をつ くり象牙質 は線状に露出。 (下 )、 先端 は面状 とな り象牙質 も大 きく露 出。小

臼歯 (上下)t咬 頭はほとん ど摩耗が進み平面状に近い。象牙質 は点ないし線状に露出す る。大

臼歯 (上下 )、 きわめて咬耗 は激 しい。平滑面 とな り各溝が僅かに残 る程度であるが、特 に象牙

質の露出は見 られない。殊 に上下 6の みが象牙質が全面におよび露出 して咬合面が強 く陥凹す る

過耗を残 している。Broccaの 1～ 2度に相当す る。 う蝕痕 は特に見当た らない。

脊椎 :胸・ 腰椎の椎体が 2個、椎弓や横突起などの断片が約10点 ほど残る。椎体での骨増殖の

傾向は窺えない。肋骨 :上～下位の細片が3 0 4oElの 長 さで多数が認め られる。鎖骨 :右、両端を

欠 くが骨体 はほぼ完存す る。円錐靭帯結節や菱形靭帯線などはさほど強度でな く、全体 としてや

や細小な形態である。肩甲骨 :右、棘下高の大部分や肩峰、烏 口突起の先端などを欠 くが、比較

的大形片 として残 る。上腕骨 :右、骨頭や大・ 小結節を欠 くが、骨体 とともに滑車部や内側顆 は

残存す る。大・ 小結節稜 はさほど強度でな く、結節間溝 も浅い。三角筋粗面や撓骨神経溝 も特 に

明瞭ではない。遠位骨端 は大 きく、肘頭高 も幅広 く深い。骨壁 も厚 く、全体 としてかなり大形で

頑丈な形態 といえる。尺骨 :右、肘頭、滑車切痕、鈎状突起などが形状を保つ。その他の骨体部

分はほとんど欠失 している。撓骨 :左、遠位関節部分のみが残存する。大腿骨 :右、大転子の一

部が崩壊 しなが ら残 るのみで、骨体 は細片を除 きほとんど残 らない。勝骨 :左、遠位端の外果や

関節面などがわずかに形状を保つ。距骨 :左、形態 は残るが骨表 は脆 く崩れている。指骨 :有頭

骨 (左)完存。手の基節骨、中手骨、中足骨がそれぞれ数本いずれも破損状態で残 る。その他、

微細な骨片が多 く残されている。

本人骨 は極めて頑丈な頭蓋を有する男性人骨であ り、歯の咬耗の程度 は壮年期のものと推定 さ

れる。

獣骨

識別で きる獣骨類はニホ ンシカ、イノシシに限 られていて量 も多 くない。他の小動物などの骨

は全 く存在 していない。ニホ ンシカの骨 はきわめて少量であり、その他 はすべてイノシシの遺存

骨である。 しか し遺跡全体か らみても頭数はせいぜい2.3頭程度であろうか。なお、イノシシの

骨の場合、殆 どの歯の歯根が未完成であり、肢骨の多 くの部位で骨端線が残 る幼獣の骨であるの

が特徴的である。

獣骨の出土地点と内容

1234567854021

(生 :生骨 焼 :焼 :焼骨)

地点 骨の残存状況と部位

SK-08 焼 骨片、長さ22、 径13111111の長骨 1片のみ。

SB-09 生 ウマ 歯のエナメル質の剥片、自歯 1本分の破片 ?

SB-26 生 イノシシ 上顎M3完存、歯根未完成。他に歯の破片。
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SB-11 焼 イノシシ 椎骨破片。中足骨 (左)Ⅲ完存、遠位端の骨端線離脱。中足骨の骨体部分。
シカ 椎骨片。上腕骨 (右)遠位関節部分。肩甲骨関節高の一部。
部位不明の板状骨片、顎骨片、肋骨片や管状骨の骨片など。

SB-11 焼 イノシシ 中足骨、遠位端で骨端線から肌
シカ 距骨 (左)の一部。
不明骨 顎骨片。椎骨の一部で椎体の上・ 下端面で骨端線から離脱。肋骨片など。

SB-15 焼 白色の御 Jヽ骨片3.4点。

SB-24 生 イノシシ 下顎P3完存、歯根未完成。
イノシシ0シ カの歯の剥片が混札
シカ 踵骨 (左)半欠。基節骨 1本完存。その他、崩壊する脆い細片が多い。

SB-26 生 イノシシ 頭蓋 脳頭蓋や自歯の歯槽が僅かに残る。上顎骨の一部が細片状で一括され
る。骨口蓋の一部と左右 C、 前自歯の歯槽が残る (一部が火焼で炭化)。 上顎 (右)

M2M3が 植立。M3は萌出直後で歯根の形成は無い。同じく上顎 (右)M3も 残る。
下顎骨骨体 (右半)と後自歯 (Ml M2 M3)が植立。骨体は下縁が大きく破損し、下
顎枝、吻端も全く欠失するが保存は良い。自歯の咬頭に咬耗が生じている。他に下顎枝
上部から関節突起までの部分はかなり大形の固体であろう。椎骨 3個。棘突起や横突起
を欠く。椎体の上下端面は離脱。上腕骨 (左)骨頭を骨端線から欠くが完存。中足骨
(右)Ⅳ完存するが、かなり大形の骨である。その他、肋骨片や不明骨片。

SD-01 生 イノシシ 歯のエナメル質の破片で、長さ22111111の 管状性の破片は犬歯であろうか。シカ
の歯の剥片が混在する。

SK-26 生 イノシシ 頭蓋の細片。椎骨 (椎骨が縦割されている)上下端面離脱。上腕骨 (右)骨
体下方の一部。胆骨 (左)近位端を欠 くが、他は完存。遠位端は骨端より離脱。踵骨
佐 )完存し、踵骨隆起端は骨端線より離脱する。距骨 (左)完存。中足骨 (左)EF完

存しそれぞれ遠位端は離脱。他に骨片。以上の各部位は一頭分の幼獣のものとみられるc

SK-33 焼 土砂に混入した僅かなプロック状の骨片。

N10-E43 焼 シカ 角の断片(長さ25mmY。 歯の剥片。指骨滑車部の小片。他に徴小骨片やや多い。

Nll―E43 焼 管状の骨片を含む後 jヽ細片 30点ほど。

N14-E42 生 シカ 椎骨 (胸ね 、各突起を欠くら骨端線より外れた近位関節部分 (部位不明)。

他にかなり厚い長骨片が含まれている。

N13-E42 生 シカ 角、長さ26111alの 破片。他に僅かな脆い骨片。

N16-E32 焼 微小骨片。骨端線を残す管状骨を含む。

遺構外 焼 微小骨片のみ。

遺構外 焼 板状骨片 1点のみ。

SB-19 焼 板状骨片 (3 X loll)の み。
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